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貌

博

と

成

徳

|
|

河

朔

三
鎮
の
権
力
構
造
に

つ
い
て

の
再

検

討

|

|

渡

選

孝

は

じ

め

に

I

「牙

軍
」
再

考

E

成
徳
箪
藩
銀
に
お
け
る
軍
構
成
と
権
力
構
造
の
特
質

(

1

)

貌
博
・
成
徳
商
藩
の
成
立
の
事
情
と
軍
構
成
の
特
質

(
2
〉
成
徳
軍
に
お
け
る
藩
帥
交
替
と
権
力
構
造
の
特
質

(

3

)

所
謂
「
三
軍
推
立
」
と
成
徳
軍
に
お
け
る
「
兵
」
に
つ
い
て

田

常
山
の
秋
||
王
氏
成
徳
軍
支
配
の
終
鷲
|
|

お

わ

り

に
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t主

じ

め

節
鉱
を
安
堵
さ
れ
て
よ
り
、

調
博
・
成
徳

・
虚
龍
(
沼
陽
)
の
三
節
度
使
は
、
河
朔
三
鎮
と
穂
稿
さ
れ
、
い
ず
れ
も
安
史
の
凱
末
期
に
唐
朝
に
蹄
順
し
た
安
史
の
奮
将
が

「
吏
を
撞
署
し
、
賦
税
を
以
て
自
私
し
、
廷
に
朝
献
せ
ず
。
戦
園
に
数
ひ
て
肱
偶
相
依
り
、
土
地
を
以
て
子
孫
に

停
へ
、
・:
唐
亡
ぶ
に
吃
る
ま
で
百
徐
年
、
卒
に
王
土
と
焦
ら
ず
」
藩
銀
貌
博
停
)
と
稽
さ
れ
る
如
き
、
牟
濁
立
睦
制

(所
謂

「
河
朔
の
沓
事
」
〉
を
維
持
し
た
雄
落
と
し
て
、
唐
末
の
史
上
に
名
高
い
存
在
で
あ
る
。
唐
末

・
五
代
と
は
、

こ
う
し
た
河
朔
三
銭
を
は
じ
め
と

(『新
唐
書
』
一
一
一

O



す
る
藩
鎮
が
、
政
治
・
経
済

・
祉
舎
の
全
般
に

E
大
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
時
代
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
藩
鎮
の
軍
事
・
民
政

・
財
政
に

関
わ
る
諸
制
度
、
唐
朝
中
央
政
権
と
藩
鎮
の
閥
係
、
藩
鎮
内
部
の
権
力
構
造
や
藩
鎮
擢
力
と
在
地
勢
力
と
の
関
わ
り
等
々
、
藩
鋸
に
閲
し
て

(
1〉

(
2
〉

は
、
こ
れ
ま
で
に
様
々
な
側
面
か
ら
多
く
の
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
来
た
。
就
中
、
堀
敏
一
氏
に
よ
る
一

連
の
研
究
は
、
藩
鎮
権
力
集
圏
の

構
造
的
特
質
と
、
落
鎮
権
力
と
在
地
勢
力
の
闘
わ
り
に
焦
貼
を
嘗
て
、

「
唐
宋
饗
革
」
の
中
に
お
け
る
藩
鎮
瞳
制
の
歴
史
的
位
置
づ
け
を
目
指

し
た
、
級
密
な
寅
謹
と
明
哲
な
論
理
構
造
を
併
せ
も
つ
秀
れ
た
成
果
で
あ
る
と
い
え
る
。
河
朔
三
鎮
の
権
力
構
造
に
つ
い
て
、
堀
氏
と
全
く
異

な
る
理
解
を
提
示
す
る
谷
川
道
雄
氏
に
し
て
も
、
堀
氏
の
所
読
を
正
面
か
ら
受
け
と
め
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
た
地
黙
に
新
た
な
河
朔
三
鎮
像
を

(

3

)

 

模
索
す
る
如
く
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
堀
氏
の
論
に
謝
し
て
は
、
藩
制
の
地
域
的
差
異
を
捨
象
し
て
全
園
の
藩
鎮
を

一
律
に
扱

っ
て
い
る
と
い
う
、
大
津
正
昭
氏

(
4〉

(
5〉

の
批
判
が
あ
る
。
な
る
ほ
ど
河
朔
三
鎮
の
如
く
自
立
政
患
を
遣
し
く
し
た

「反
側
」
の
藩
鎮
と、

ほ
ぼ
完
全
に
唐
朝
の
官
僚
制
的
統
制
の
下
に

(

6

)

 

組
み
入
れ
ら
れ
て
い
た
「
順
地
」
の
藩
鎮
と
で
は
、
様
々
な
貼
で
異
質
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ

の
指
摘
は
肯
繁
に
中
る
と
思
わ
れ
る
。

し

(

7

)

 

こ
う
し
た
地
域
的
差
異
を
踏
ま
え
て
藩
鎮
の
類
型
化
を
行
っ
た
大
津
氏
や
張
園
剛
氏
に
し
て
も
、
河
朔
三
鎮
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
を
同

か
し
、
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一
の
類
型
と
し
て
取
り
扱
っ
て
お
り
、

こ
の
貼
は
三
銀
を
ほ
ぼ
同

一
の
権
力
構
造
を
も
つ
も
の
と
し
て
考
察
を
進
め
る
谷
川
氏
も
同
様
で
あ

一
見
嘗
然
の
如
く
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
る
程
度
の
差
異
を
捨
象
し
た
歴
史
事
象

る
。
河
朔
三
鎮
を
同
一
の
類
型
に
お
い
て
把
握
す
る
こ
と
は
、

の
類
型
化

・
理
論
化
は
必
要
で
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
絶
え
ざ
る
賓
誼
的
検
謹
と
吟
味
が
加
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
無
論
で

あ
る
。
既
に
松
井
秀
一
氏
は
、
三
鎮
の
う
ち
北
過
に
位
置
し
た
幽
州
車
龍
軍
藩
鎖
に

つ
い
て
、

(

8

)

 

の
差
異
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

そ
の
特
異
性
を
指
摘
し
、
貌
博
と
の
軍
構
成
上

一
瞳
に
従
来
の
河
朔
三
鎮
論
に
お
い
て
は
、
競
博
の
牙
軍
を
基
準
と
す
る
樺
力
構
造
の
モ
デ
ル
が
、
そ

(

9

)

 

ま
ま
ま
他
の
二
銭
に
無
前
提
に
敷
街
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。
小
稿
の
目
的
は
、
河
朔
三
鎮
の
う
ち
貌
博
と
成
徳
を
と
り
あ
げ
、
南

鎮
に
お
け
る
擢
力
構
造
の
貫
相
を
あ
ら
た
め
て
探
求
す
る
こ
と
に
よ
り
、

雨
者
の
聞
に
は
か
な
り
の
差
異
が
存
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
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と
に
あ
る
。
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I 

「
牙
軍
」
再

考

従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
唐
代
の
藩
鎖
す
べ
て
に
「
牙
軍
」
な
る
中
核
部
隊
(
乃
至
親
衛
部
隊
〉
が
存
在
し
た
如
く
前
提
さ
れ
、
と
り
わ
け

(

m

)

 

貌
博
の
牙
軍
を
そ
の
典
型
例
と
す
る
形
で
、
唐
代
藩
鎮
の
権
力
構
造
の
モ
デ
ル
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
言
え
る
。
堀
敏
一
氏
に
代

表
さ
れ
る
こ
う
し
た
唐
代
藩
鎮
の
擢
力
構
造
論
は
、
大
要
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

説
の
牙
中
箪
は
、
至
徳
中
、
田
承
嗣
、
相
・
貌
・
漕
・
博
・
衡
・
貝
等
六
州
に
盗
接
し
て
よ
り
、
軍
中
の
子
弟
を
召
募
し
て
之
を
部
下
に

置
き
、
遂
に
以
て
競
と
篤
す
。
皆
な
豊
給
厚
賜
、
騎
寵
に
勝
へ
ず
。
年
代
寝
く
遠
く
し
て
父
子
相
襲
ひ
、
親
黛
謬
固
た
り
。
其
の
兇
戻
な

る
者
、
強
買
豪
奪
し
、
法
を
撒
へ
令
を
犯
す
も
、
長
吏
禁
ず
る
能
は
ず
。
主
帥
を
襲
易
す
る
こ
と
見
戯
に
同
じ
き
有
り
。
史
憲
誠

・
何
準

則
ち
族
を
傘"。け
て
害
せ
ら

泊

・
韓
君
雄
・
築
彦
棋
の
如
き
は
、

皆
な
其
の
立
つ
る
所
と
篤
る
も
、

る。

優
奨
小
し
く
意
の
如
か
ら
ざ
れ
ば
、(『醤

唐
書
』
一
八
一

(

江

〉

と
い
う
有
名
な
記
事
が
停
え
る
よ
う
に
、

貌
博
の
牙
軍
は
も
と
も
と
在
地
農
民
を
徴
募
し
て
成
立
し
た
親
衛
軍
で
あ
る
が
、
や
が
て
「
豊
給
厚

賜
」
に
馴
ん
で
自
ら
の
利
盆
を
第
一

義
と
し
て
動
く
傭
兵
集
圏
に
轄
化
し
、
そ
の
た
め
に
藩
帥
の
鹿
立
さ
え
意
の
ま
ま
に
行
う
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
が
貌
博
に
お
け
る
藩
帥
支
配
の
不
安
定
性
の
原
因
で
あ
り
、
そ
れ
故
藩
帥
は
唐
朝
の
擢
威
を
自
己
の
光
背
と
し
て
必
要
と
し
、
唐
朝
か
ら

完
全
に
濁
立
し
得
な
い
。
こ
う
し
た
牙
軍
勢
力
の
強
大
化
に
針
し
、
藩
帥
は
自
ら
の
地
位
を
保
全
す
る
た
め
私
的
な
家
兵

(
家
父
長
制
的
家
内
奴

(

ロ

)

隷
的
性
格
を
も
っ
と
規
定
さ
れ
る
)
を
置
か
ざ
る
を
得
な
い
が
、

羅
威
俸
)
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そ
の
結
果
、
藩
帥
(家
丘
O

と
牙
軍
の
緊
張
関
係
は
さ
ら
に
増
幅
さ
れ
る
。
こ
こ

に
唐
末
ま
で
の
藩
鎮
の
「
中
央
に
反
抗
し
な
が
ら
在
地
化
し
き
れ
な
い
、
傭
兵
的
構
造
の
矛
盾
」
が
存
す
る
l
。

右
の
よ
う
な
藩
鎖
擢
力
構
造
の
モ
デ
ル
を
債
に
「
牙
軍
モ
デ
ル」

と
呼
ぶ
と
す
れ
ば
、
貌
博
の
「
牙
軍
モ
デ
ル
」
を
以
て
唐
代
藩
鎮
一
般
の

櫨
力
構
造
の
典
型
と
す
る
堀
説
に
封
し
、
こ
れ
を
藩
鎮
の
地
域
的
差
異
と
い
う
観
艶
か
ら
批
判
す
る
大
津
正
昭
氏
は
、
全
闘
の
藩
鎖
を
、
①
河

朔
三
鍋
を
中
心
と
す
る
「
分
立
志
向
型
」
、
②
長
安
を
占
援
し
た
朱
枇
や
准
西
の
李
希
烈
な
ど
唐
朝
権
力
を
否
定
す
る

「
権
力
志
向
型」
、
③
四



川
・
江
南
な
ど
唐
朝
を
支
え
る
「
統
一
擢
力
支
持
型
」
の
三
つ
の
類
型
に
区
分
し
た
。
し
か
し
大
津
氏
も
、
河
朔
三
銭
に
つ
い
て
は
、

そ
の
軍

(

日

〉

(
M〉

の
特
質
を
「
土
着
的
性
格
を
強
く
持
っ
た

『
傭
兵
』
」
「
何
ら
か
の
形
で
在
地
と
の
強
い
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
軍
隊
」
と
い
う
言
葉
で

一

括
し
、
そ
こ
か
ら
自
藩
の
自
立
瞳
制
の
維
持
の
み
に
局
賭
す
る
三
鎮
共
通
の
性
格
(
「
分
立
志
向
型
」
)
を
導
き
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
谷
川
道
雄

氏
は
、
堀
氏
や
栗
原
盆
男
氏
の
奴
隷
制
↓
封
建
制
と
い
う
「
唐
宋
獲
革
」
理
解
か
ら
す
る
、
河
朔
三
鎮
〈
に
代
表
さ
れ
る
唐
末
ま
で
の
藩
銀
〉

の

権
力
構
造
に
劃
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
評
債
に
劃
し
て
、
河
朔
三
鎮
の
軍
祉
舎
の
中
に

「
一
種
自
立
的
な
官
健
の
世
界
」
を
想
定
し
、
こ
れ
を
職

業
の
世
襲
や
給
興
特
権
と
い
っ
た
共
通
の
利
害
に
よ
っ
て
結
ぼ
れ
た

「
仲
間
集
圏
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
と
し
て
措
定
す
る
。
谷
川
氏
は
さ
ら

に
、
藩
帥
の
藩
銀
支
配
に
お
け
る
「
公
擢
的
あ
り
方
」
と
「
私
権
的
あ
り
方
」
を
劉
置
し
、
藩
帥
が
、
軍
政
の
公
正
な
運
営
や
兵
士
の
権
利
の

「
河
朔
の
奮
事
」
と
い
う
藩
の
自
立
が
維
持
さ
れ
、
逆
に
側
近
者
の
登
用
や
恋
意
的
な
軍
政
な

保
謹
と
い
っ
た
前
者
の
あ
り
方
を
持
す
限
り
、

ど
、
藩
政
が
後
者
の
あ
り
方
に
傾
く
と
、
藩
帥
と
軍
の
聞
に
深
刻
な
劉
立
が
生
じ
、

「
河
朔
の
奮
事
」
は
破
綻
に
向
か
う
と
し
て
、
藩
帥
の
自

立
的
藩
軍
支
配
〈
「河
朔
の
善
事
」
〉
と
は
究
極
的
に
軍
の
利
盆
を
保
誼
す
る
機
構
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
藩
帥
を
選
出
し
、
そ
の
地
位
を
認
知
す
る

(
お
)

主
瞳
は
軍
に
あ

っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
南
氏
の
河
朔
三
鎮
の
権
力
構
造
論
は
、

一
見
掘
読
と
は
ひ
ど
く
異
な
っ
た
印
象
を
受
け
る
。

- 99ー

し
か
し
な
が
ら
、
大
津
氏
に
し
て
も
谷
川
氏
に
し
て
も
、

や
は
り
競
博
牙
軍
の
事
例
を
典
型
と
し
て
、
こ
れ
を
河
朔
三
鎮
全
睦
に
敷
街
す
る
形

で
立
論
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
同
じ
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、

雨
氏
の
設
は
「
牙
軍
モ
デ
ル
」
の
批
剣
的
権
承
と
言
う
こ
と
も
可
能
な
の

ハ
日
)

で
は
な
い
か
と
思
う
。

は
全
く
な
い
。

し
か
し
、
寅
の
所
、
河
朔
三
鎮
の
他
の
二
鎮
(
成
徳

・
虚
穂
)
に
も
貌
博
と
同
様
の
強
大
な
牙
軍
が
存
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
直
接
的
誼
接

の
み
な
ら
ず
、
常
用
さ
れ
る
「
牙
軍
」
な
る
語
の
定
義
如
何
を
め
ぐ

っ
て
も
、
柳
か
の
見
解
の
相
違
乃
至
混
凱
が
見
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
ま
ず
「
牙
軍
」
を
「
曾
府
に
駐
在
す
る
軍
」
と
し
、
こ
れ
を
藩
内
要
地
に
布
置
さ
れ
た
外
銀
に
駐
在
す
る

「
外
銀
軍
」
と
封
置
す
る

(

げ

)

日
野
開
三
郎
氏
の
規
定
が
あ
る
。
日
野
氏
に
よ
れ
ば
、
舎
府
駐
在
の
「
牙
軍
」
の
中
か
ら
さ
ら
に
藩
帥
の
親
衛
軍
た
る
「
牙
中
軍
(
牙
内
軍
〉
」

(

叩

崎

)

が
選
抜
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
劃
し
堀
氏
は
「
牙
軍
」
を

「使
牙
〈
藩
帥
の
政
鹿
〉
を
守
る
兵
隊
」
と
し
、

239 

「
日
夜
牙
城
に
嘗
直
す
る
任
務
を
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[表11 r醤唐書.JJ rilli鐙』所見「牙寧」等名裕一覧

※年代順に配71Jo

を紀・{事

141 I五悦 1 

141 凹季安

170 ~長度

133 李惣

19上 箆宗

I 182 朱産

. 182 諸葛爽

I 182 諸葛爽

i 181 1雅弘信
19下倍宗

120上昭宗

20上昭宗

181 羅威

i 181 経威
20下笈帯

例

1待(附等無関令主街軍。

l 街軍怒、取前臨j青銀勝田興篤留後。

牙軍立小井寺田輿篤留後。

街軍立其大将何進泊。

何金制酷政、主主街軍所殺。

|以喧有功、署魚濃川刺史、 留賂牙軍。

牙箪奔師貌州。

(韓〉闘魚牙軍所殺。

(繁〉彦被子従訓忌牙軍。

牙軍立其小校羅宗弁。

街軍殺其自01繁彦繭於龍興寺。

街軍立其子高1]大使紹威知兵馬事。

牙軍稗校李公佳作飢。

牙軍頗疑。

幸羅紹威殺牙軍、全獲君主惇六州。

用

l
J
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「
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一
尚

一
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2
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4

5
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7
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m

u

ロ
u

u

日

年月日〔燦)

光化3.8.考異 t

天祐2.7.庚午 |

天祐3.1.

天柏3.1.

天砧3.1.

天砧3.1.

天結3.4.

巻

n
，b

R
リ

V

Fhυ
p
h
υ

戸

k
d
F
D
R
υ

6

6

6

6

6

6
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n
L

nL

η

L

nJ白
内

4

の
4

η

L

1JIJ 用所属

宣武

貌博

貌博

貌博

貌博

霊童博

重忠博

l~ 

〔備考〕

※ Aにつし、ては、年代順に配列し、個々の用例を穆げた。

※ B以下については、巻数順に配列し、用例は穆げず、中華書局標貼本の頁数

を附した。
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B.T牙(街〉兵」 ぐO園み数字は「牙(街〕卒J) Bヘ『通鑑』武宗紀以降所見「牙兵」ー

ぬ | 所 属 | 巻ー頁 紀 ・俸 ぬ |所属 |巻 年月日(僚)

l 行管 20上一742 昭宗 l 昭義 247 曾昌3.4.

2 奈川| 20上一765 昭宗 2 雲州 253 乾符5.1.

3 朔方 121-3491 李懐光 3 貌博 257 文徳1.2. 

4 主虫博 141-3838 回承嗣 4 主車博 257 文徳1.2. 

5 重虫博 141-3848 田弘正 5 行管 258 大)1頂1.8.乙丑

6 成徳 142-3885 王廷湊

7 宣武 145-3932 劉玄佐 !

8 宣武 156-4138 李質

⑨ 徐州 156-4138 王智輿

10 行管~山南西道 165-4317 温造

11 武寧 165-4318 温宣言

12 行音量~奈州 170-4419 裳度

⑬ 横海~河陽 172-4461 令狐楚

14 f佐南 182-4714 畢師鐸

⑬ 卒虚 182-4717 朱道

c. r牙(街〉隊J C'. ~通鑑』武宗紀以降所見 「牙隊」

1 牽州(黄巣軍〉 19下一713 偉宗 1 監軍使 248 曾昌4.8.戊申

2 行管 19下一715 億宗 2 武寧 250 威通3.8.考異

3 行管 20上一741 昭宗

4 成徳 142-3885 王廷湊

5 行管 165-4317 温造

3 
華(責州巣軍〉

255 中和2.11.考異

4 宣武 262 天復1.2考異

6 行管 179-4658 張溶

7 行管 200下一5396 黄泉

D. r親軍J D'. r遁鑑』武宗紀以降所見「親軍」

1 禁軍 19下-721 傍宗 1 昭義 247 曾昌3.6.

2 禁寧 20上 777 昭宗 2 銀海 256 光申書3.3.

3 宣武 20下一799 亥帯 3 河東 258 大11贋1.9. 

4 主車博 20下-806 哀帯 4 成徳 259 景掴2.4.

5 禁軍 116-3385 5 f佐南 259 景福2.4.甲午
承天皇帯後

6 宣武 259 
6 禁軍 133-3683 李聴

7 成飽 180-4674 李載義

8 禁軍 184-4766 貨文場

7 禁軍 261 乾寧4.1.甲申

8 河東 263 天復2.3.

-101ー
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E'. r通鑑』武宗紀以降所見「親兵」

1 河東 255 中和4. 5. 甲~

2 重車博 257 文徳1.2.

3 河東 263 天復2.3.

4 宣州 265 天祐2.12.

5 宣州 265 天結3.1.

E. r親兵」

1 宣武~行管 20上ー773 昭宗

2 河中 120-3468 郭晴

3 山南東道 121-3491 梁崇義

4 宣武 133-3677 李慰

5 貌博 141-3852 回布

6 成徳 142-3883 王承元

7 宣武~行管 142-3891 王銘

8 慮龍 143-3896 朱治

9 宣武 145-3932 劉玄佐

10 宣武 145-3933 lW'J土寧

11 宣武 145-3933 李寓祭

12 宣武 145-3934 李蔦祭

13 河中 147-3976 高野

14 西川 151-4052 高崇文

15 宣武 156-4137 韓充

16 鳳朔 169-4400 鄭注

も
っ

て
い
た
:
・節
度
使
の
旗
本
軍
、

(
川
口
〉

親
衛
隊
」
と
規
定
す
る
。

「
牙
兵
は

牙
中
軍
と
も
よ
ば
れ
、
ま
た
た
ん
に
中
軍
、

(
初
〉

た」

と
も
あ

る
か
ら
、

あ
る
い
は
牙
内
軍
と
も
よ
ば
れ

掘
氏
の
い
う
「
牙
軍

(牙
兵
)
」

は
日
野
氏
の
い
う

「牙
中
軍
(
牙
内
軍
)
」
に
相
嘗
し
よ
う
。
谷
川
氏
の

「
唐
代
藩
帥
の
ひ
き
い

(
幻

)

る
直
属
部
像
は
ふ
つ
う
牙
箪
と
よ
ば
れ
:
」
と
い
う
記
述
は
、

日
野
氏
の
規

定
に
近
い
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

諸
家
の

「
牙
軍
」

理
解
に
は
聯

か
の
ズ
レ
や
混
組
、
か
覗

わ
れ
る
よ

う
で
あ
り
、
こ

の
こ
と
は
直
ち
に
「
牙

軍」

な
ど
の
語
が
、

そ
も
そ
も
史
料
上
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
で
用
い

ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
探
査
を
要
請
し
よ
う
。

-102ー

そ
の
史
料
来
源
か
ら
し
て
、

(

幻

)

反
映
す
る
と
思
わ
れ
る
『
奮
唐
書
』
の
、

(

お

)

「
牙
(
街
)
軍
」
「
牙
(
街
)
兵
(
卒
〉
」

ど
の
用
例
を
列
傘
す
れ
ば
、

さ
て、

唐
代
に
お
け
る
用
法
を
最
も
忠
買
に

玄
宗
朝
以
降
の
紀
俸
に
お
け
る

「牙
(
街
)
隊
」

「
親
軍
」

「
親
兵
」
な

{表
1

の
如
く
で
あ
る

(な
お
根
本
史
料
た
る

「貫
録
」
を
欽
き
、
記
述
量
も
減
少
す
る
武
宗
朝
以
降
に
つ

い
て
は
『
通
鑑
』
唐
紀

|

|
「
考
異
」
所
引
の
も
の
も
含
む
ー
ー
に
お
け
る
用
例
を
附
し
た
)。

表
か
ら
一
見
し
て
明
ら
か
な
如
く

「
牙
軍
」
の
用
例
は
想
外
に
少
な
く

『
蓄
唐
書
』
で
一
五
例
、

し
か
も
そ
の
う
ち
一
四
例
が
貌
博
の
牙
軍
を
指
す

も
の
で
あ
り
、

『
通
鑑
』
を
含
め
て
も
、
唐
代
に
お
い

て
説
博
以
外
に

「牙

軍
」
の
語
が
使
用
さ
れ
る
の
は

唐
末
の
二
例
(
し
か
も
『
逼
鑑
』
は
五
代
期



ハ
処
)

の
史
料
「
唐
太
租
編
遺
録
」
を
引
く
「
考
異
」
〉
し
か
見
出
せ
な
い
。
藩
帥
の
親
衛
部
隊
の
呼
稽
と
し
て
最
も
多
く
用
い
ら
れ
る
の
は
「
親
兵
」

で
あ

「
牙
隊
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
各
藩
鎖
下
に
お
い
て
康
汎
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
融
か
ら
す
る
と

「
牙
軍
」
な
る
語
は
、
貌
博
に
お
け
る
特
定
の
軍
を
指
す
固
有
名
詞
的
呼
稀
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
く
な

っ
て
来
る
(
な
お
「
牙
中
軍
」
な
る
語

は
、
前
掲
の
『
奮
唐
書
』
羅
威
俸
に
一
例
だ
け
見
え
る
が
、
こ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
貌
博
牙
軍
の
異
名

・
別
穏
と
考
え
ら
れ
る
)
。

り
、
次
い
で
「
牙
兵
」

一方、

「
牙
兵
」

牙

陵
」
な
る
語
は
、
貌
博
を
含
め
た
諸
藩
並
び
に
行
管
の
下
に
お
い
て
普
遍
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
如
く
で
あ
る
。
こ
の
黙
を
ど
う
考
え
た
ら
よ

い
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
確
認
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、

日
野
氏
の
い
う
よ
う
に
「
牙
軍
」
或
は
「
牙
兵
」

「牙
陵
」
の
語
が
明
ら
か
に
舎
府
駐
在
軍
の
意
味
で

使
用
さ
れ
て
い
る
例
は
一
例
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
舎
府
駐
在
軍
の
謂
と
し
て

「
牙
軍
」
の
語
を
嘗
て
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
史

料
に
即
し
て
い
え
ば
不
適
切
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

で
は
「
牙
軍
」
或
は
「
牙
兵
」

「
牙
陵
」
が
、
堀
氏
の
い
う
よ
う
に
使
牙

・
牙

-103ー

城
の
警
衛
に
嘗
た
る
部
隊
を
指
す
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
に
も
疑
問
が
残
る
。
山
南
西
道
節
度
使
李
緯
を
殺
害
し
た
範
兵
を
鎮
座
す
る
た
め
に
涯

遣
さ
れ
た
温
造
が
「
八
百
人
を
以
て
街
隊
と
篤
」
し
た
と
い
う
C
5
の
例
、
河
東
の
李
克
用
を
討
つ
た
め
河
東
行
皆
兵
馬
部
招
討
宣
慰
使
に
任

じ
ら
れ
た
張
溶
に
劃
し
、
朱
全
忠
が
「
作
軍
三
千
を
以
て
溶
の
牙
隊
と
信
用
」
し
た
と
い
う
C
3
の
例
、
同
じ
際
、

本
寧
の
側
面
支
援
の
た
め
張

溶
の
磨
下
か
ら
昭
義
節
度
使
に
涯
遁
さ
れ
た
孫
授
が
、
赴
任
途
中
に
河
東
軍
の
奇
襲
に
遭

っ
て
捕
わ
れ
た
と
き
の
「
挟

・
(
中
使
〉
韓
鯖
範
、

牙

兵
五
百
と
輿
に
執
ら
は
る
」
と
い
う
B
l
の
例
、
ま
た
前
の
温
遣
の
「
街
像
」
が
「
牙
兵
」
と
も
記
さ
れ
る

B
m
の
例
か
ら
す
れ
ば
、
「
牙

(お〉

丘
ハ
」
「
牙
陵
」
の
「
牙
」
は
、
「
使
牙
・
牙
城
」
の
謂
で
は
な
く、

む
し
ろ
「
牙
」
の
原
義
た
る
「
主
帥
の
旋
旗
」

に
由
来
し
、
「
牙
兵
」

〈

m
m
)

「
牙
隊
」
と
は
主
帥
の
親
衛
に
嘗
た
る
「
旗
本
」
部
隊
の
謂
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
前
に
拙
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
同
じ
く
藩
鎮

時
代
に
頻
見
す
る
「
街
前
」
や
「
押
街
」
の
「
街
」
が
や
は
り
腔
旗
を
一
意
味
す
る
原
義
に
由
来
す
る
の
と
、

ぅ
。
従
っ
て
、
競
博
牙
軍
に
関
わ
る
最
も
古
い
記
述
で
あ
る
B
4
の
如
く
、
回
承
嗣
が
「
其
の
魁
偉
強
力
な
る
者
高
人
を
濯
び
て
以
て
自
衛」

恐
ら
く
逼
底
す
る
も
の
で
あ
ろ

243 

し
た
部
隊
も
ま
た
、
落
帥
田
承
嗣
の
親
衛
部
陵
と
し
て
嘗
初
「
牙
兵
」
の
普
通
名
詞
を
以
て
稿
さ
れ
た
と
し
て
不
思
議
は
な
い
。
そ
れ
で
は
、
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か
か
る
普
通
名
詞
た
る

「牙
兵
」

(

幻

)

離
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
示
唆
を
輿
え
て
く
れ
る
の
は
、
同
じ
く
『
奮
唐
書
』
に
お
け
る
「
親
兵
」
と

「親
軍
」
の

「
牙
隊
」
と
、
固
有
名
詞
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
に
見
え
る
貌
博
「
牙
軍
」
の
聞
に
は
、
ど
の
よ
う
な
距

用
例
の
差
で
あ
る
。

表
1 

か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に

「親
兵
」
は
諸
藩
及
び
行
管
下
に
お
け
る
親
衛
部
隊
の
穏
と
し
て
贋
汎
に
用
い
ら
れ

て
い
る
の
に
射
し

「
親
軍
」
の
用
例
は
あ
ま
り
多
く
な
く
、

し
か
も
そ
の
八
例
中
五
例
は
天
子
の
親
軍
、
す
な
わ
ち
禁
軍
に
劃
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
睡
に
「
軍
」
と
い
司
た
場
合
、
そ
こ
に
は
か
な
り
の
規
模
と
整
然
た
る
組
織
性
を
も

っ
た
部
隊
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

(

叩
山
)

観
念
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。

『
奮
唐
書
』
の
記
述
が
唐
人
の
意
識
を
忠
寅
に
反
映
す
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、

唐
人
は

「
親
兵
」

と

一寸

親

軍
」
の
聞
に
、

あ
る
種
の

ニ
ュ
ア
ン

ス
の
差
異
を
感
得
し
て
い
た
如
く
で
あ
る
。
さ
て
、
親
博
牙
軍
の
他
の
諸
藩
に
比
し
て

の
際
立

っ
た
特
徴

(

m

m

)

 

回
承
嗣
の
と
き
一
高
人
を
以
て
組
織
さ
れ
た
牙
軍
は
、

と
い
え
ば
、
第
一
・に
規
模
の
大
き
さ
で
あ
ろ
う
。

唐
末
の
天
祐
三
年
(
九
O
六
〉
藩
帥

羅
紹
威
に
よ
っ
て
訣
滅
さ
れ
た
際
、

「
九
そ
八
千
家
、
皆
な
其
の
族
を
破
る
」

(
『
奮
唐
書
』
一

八
一

羅
威
停
)
と
い
う
か
ら
、

唐
末
に
至
る
ま

-104-

で
ほ
ぼ
そ
の
規
模
を
維
持
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
射
し
他
藩
の
例
で
は
、
王
智
輿
に
よ

っ
て
編
成
さ
れ
た
徐
州
武
寧
の

「
銀
万
都」

(
鈎
)

(

m

U

)

等
七
軍
が
二
千
人
、
沖
州
宣
武
軍
の
「
牙
兵
」
が
二
千
〈
{
表
1
}
B
8
)
乃
至
三
千
人
、
「
六
院
兵
馬
」
と
時
仇
す
る
唐
随
(
山
南
東
道
)
の

『
牙

(

M

M

〉

(

お

〉

除
」
が
三
千
人
と
停
え
ら
れ
、
ま
た
昭
義
節
度
使
劉
悟
が
郵
州
元
従
の
兵
二
千
を
「
親
兵
」
と
し
、
説
博
節
度
使
田
弘
正
が
成
徳
に
移
鎖
す

る
際
、
説
兵
二
千
を
「
街
陵
」
と
し

(C

4
)
、
河
陽
節
度
使
烏
重
胤
が
横
海
軍
に
移
鎖
す
る
際
、
河
陽
軍
三
千
人
を
「
牙
卒
」
と
し
て
随
伴
し

〈

川

持

)

ょ
う
と
し
た
こ
と

(
B
⑬
〉
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
責
由
来
の
蹴
以
降
の
戟
凱
時
代
は
別
と
し
て
、

藩
鎮
の
親
衛
部
隊
は
、
二
千
J
三
千
人
程
が
ま

(

お

)

(
お

)

ず
通
常
の
規
模
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
、
現
博
の
よ
う
な
寓
を
数
え
る
親
衛
部
隊
を
擁
す
る
藩
は
極
め
て
異
例
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第

こ
に
、
貌
博
牙
軍
の
特
質
は
、

そ
れ
が
一
箇
の
勢
力
集
固
と
し
て
極
め
て
長
期
に
亙
っ
て
持
績
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
父
子
相
襲
ひ
、

親
黛

腰
固
」
と
稽
さ
れ
る
強
固
な
園
結
力
を
も
っ
軍
が
、

一
百
五
十
年
の
長
き
に
亙

っ
て
存
績
し
た
如
き
例
も
、
ま
た
他
に
類
例
を
見
な
い
の
で
あ

る
。
例
え
ば
大
暦
年
聞
の
李
忠
臣
時
代
(
七
七
六
J
七
九
)
に
は
じ
ま
る
と
い
わ
れ
る
宣
武
の
騎
兵
も
、

長
慶
二
年
(
八
二
二
)
に
至

っ
て
そ
の

(

釘

〉

(
叩

叫

)

歴
史
に
終
止
符
を
打
ち
、
武
寧
の

「
銀
万
都
」
も
、
長
慶
年
聞
の
成
立
よ
り
お
よ
そ
四
十
年
に
し
て
節
帥
王
式
の
粛
清
に
殖
れ
て
い
る
。
こ
う



考
え
ら
れ
、

ま
さ
し
く
「
軍
」

そ
の
規
模
及
び
強
固
な
圏
結
性
と
持
績
性
の
両
面
に
お
い
て
、
他
落
に
卓
絶
す
る
存
在
で
あ
「
た
と

の
名
を
以
て
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
感
じ
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
が
恐
ら
く
競
博

「
牙
軍
」

し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
競
博
牙
軍
は
、

の
固
有
名
詞
的
呼
稿
の
所
以
で
あ
司
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
論
じ
る
と
、
前
掲
の
『
奮
唐
書
』
羅
威
俸
の
如
く
、
細
腕
博
牙
軍
が
「
牙
中
軍」

と
も
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
問
題
と
な
ろ
ラ
。

円
奮
唐
書
』
二

O
下

京
一
一
帝
紀
、
天
枯
三
年
正
月
僚
も
、

牙
軍
歌
滅
の
事
を
「
街
内
親
軍
八
千
人
を
殺
す
」
と
記
し
、

こ
れ
を
「
街
外
兵
五

高
」
と
封
置
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
牙
中
」

し
て
い
た
こ
と
は
、

「
街
内
」
は
「
牙
(
街
)
域
の
中
(
内
)
」
と
解
す
る
他
は
な
く
、

同
じ
く
羅
威
俸
に
「
時
に
牙
城
に
宿
す
る
者
千
人
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り、

質
際
、
牙
軍
が
牙
城
に
宿
衛

明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

こ
の

「
牙
中
軍
」
な
る
語
は
、

『
蓄
唐
書
』
に
お
い
て
は

こ
の
羅
威
俸
の
み
に
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
(
因
み
に
殆
ん
ど
同
文
を
述
べ
る

『
益
五
代
史
』

(ω〉

立
功
二
二
、
『
宋

『
加
府
元
亀
』
三
六

O

賂
帥
部
、

四

羅
紹
威
俸
は
「
牙
軍
」
と
す
る
)
、
他
に
貌
博
牙
寧
を
「
牙
中
軍」

と
記
す
史
料
も
、

史

一
五
九

張
唆
停
な
ど
、
唐
極
末
J
五
代
の
も
の
に
限
ら
れ
る
貼
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た

『
奮
五
代
史
』
二

梁
太
租
紀
、
天
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祐
三
年
正
月
僚
、

四

羅
紹
威
俸
、

楊
師
厚
停
、
孫
光
憲
『
北
夢
積
雪
口
』

四

一
七
な
ど

一該時
期
に
お
い
て
も
「
牙
軍
」
と
記

す
史
料
は
多
い
。
こ
の
こ
と
は
、
「
牙
中
軍
」
な
る
語
が
、
牙
軍
の
別
稿
と
し
て
唐
末
以
降
か
な
り
遅
い
時
期
に
な
っ
て
か
ら
用
い
ら
れ
る
よ

(

州

制

)

う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
よ
う
。
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
唐
後
半
期
以
降
、

「官
街
」
を
意
味
す
る

「
街
(
牙
)
」

の
用
例
が
盛
ん
に
な
る

と

「
街
前
」

「
押
街
」
な
ど
元
来
は
「
街
旗
」
に
由
来
す
る
名
競
も、

か
か
る
用
例
に
引
き
ず
ら
れ
て
、

「街
前
」
は
遂
に
藩
鎮
の
使
府
や

(
H
U
)
 

府
州
の
官
街
そ
の
も
の
を
指
す
謂
に
穏
化
し
、
「
押
街
」
も
ま
た
使
牙
の
庶
務
一
般
を
管
掌
す
る
職
と
し
て
の
意
を
含
む
よ
う
に
な

っ
た
。
こ

う
し
た
趨
勢
に
照
ら
せ
ば
、
貌
博
牙
軍
に

つ
い
て
も
、
そ
れ
が
牙
城
警
衛
の
任
に
嘗
た
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
や
が
て
こ
れ
を
「
牙
中
の
寧
」

(

位

)

の
意
に
解
す
る
理
解
が
生
ま
れ
、
唐
極
末
J
五
代
に
至
っ
て
牙
軍
の
異
名
・
別
稽
と
し
て
定
着
す
る
に
至

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か。

貌
博
牙
軍
の
特
殊
性
に
つ
い
て
、
今
少
し
別
な
角
度
か
ら
追
究
し
て
み
た
い
。

一
般
に
藩
鎮
の
親
衛
軍
と
は
、

藩
軍
中
よ
り
精
鋭
を
抽
出
し

て
、
主
戦
中
一
核
部
隊
と
す
る
と
同
時
に
、

牙
城
・
使
牙
の
警
備
・
宿
衡
に
嘗
た
ら
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
藩
鎮
親
衛
軍
の
初
源
的
形
態
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月
篠
〉
で
あ
り
、
競
博
牙
軍
や
、

(

必

)

「六
院
兵
馬
」
と
披
し
た
山
南
東
道
の

「
牙
隊
」
な
ど
は
そ
の
著
例
で
あ
ろ
う
。

「街
域
に
番
宿
」

し
た
徐
州
の

「
銀
万

・
鵬
旗

・
門
槍

・
挟
馬
等
の
軍
」

(『
奮
唐
書
』
一
九
上

慾
宗
紀
、
威
通
三
年
七
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し
か
し
な
が
ら
、

藩
鎮
の
軍
事
機
構
は
、
時
間
の

経
過
と
と
も
に
不
断
に
複
雑
化

・
重
層
化
す
る
傾
向
に
あ
り
、

そ
れ
は
親
衛
軍
の
組
織
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
?
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
H
H
〉

ば
、
使
牙

・
使
宅
の
警
衡
に
嘗
た
る
部
隊
が
専
従
化
す
る
場
合

(
「
長
直
」
「
後
院
」
「
後
槙
」
な
ど
〉
や
、
逆
に
牙
城
警
衛
と
は
別
個
に
専
ら
戦

〈
必

)

闘
を
任
務
と
す
る
精
鋭
主
戦
部
隊
が
設
置
さ
れ
る
場
合
(
准
西
の
「
駿
箪
」
、
山
南
東
道
の
「
捕
盗
絡」、

西
川
の
「
突
賂
」
な
ど
)
、
義
見
や
私
兵
と
い

っ
た
形
で
藩
帥
の
最
信
任
部
隊
が
さ
ら
に
内
側
に
設
置
さ
れ
る
場
合
の
他
、
新
任
の
藩
帥
が
前
任
地
か
ら
元
従
の
賂
士
を
随
伴
し
た
場
合
、
こ

れ
ら
元
従
の
勝
士
が
新
藩
帥
の
最
信
任
部
隊
と
な
り
、
そ
の
藩
奮
来
の
親
衛
部
隊
と
重
層
的
に
併
存
す
る
か
、
或
は
嘗
親
衛
部
隊
は
そ
の
地
位

例
え

を
失

っ
て
一
般
藩
軍
の
中
に
繰
り
込
ま
れ
る
と
い

っ
た
よ
う
な
事
態
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
唐
末
五
代
の
交
と
も
な
れ
ば
、

か
か
る
親
衛
部
隊
の
複
雑
化
・
重
層
化
と
い
司
た
事
態
が
各
藩
で
設
生
・
進
行
し
て
い
た
。
菊
池
英
夫
氏
が
唐
極
末
の
休
州
宣
武
軍

(J
後
梁

(

必

)

禁
軍
)
に
お

い
て
指
摘
し
た
事
例
は
、
そ
の
尤
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

宣
武
に
は
元
来
「
左
右
堅
鋭
挟
馬
突
将
」
な
る
主
戦
部
隊
と

「
左
右
内

街
」
な
る
牙
城
警
護
の
親
衛
部
隊
が
存
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
や
が
て
質
の
低
下
な
ど
に
よ
り
親
衛
軍
の
中
一
核
と
し
て
の
信
任
を
失
い
、
や
が
て

-106ー

長
従
宿
衝
を
専
任
と
す
る
「
左
右
長
直
」
な
る
最
親
衛
部
隊
が
置
か
れ
た
が
、
こ
れ
も
数
的
膨
張
や
職
務
の
敏
張
に
よ
っ
て
主
帥
の
直
衡
の
み

(

門

出

)

に
従
事
す
る
も
の
で
は
な
く
な
り
、
さ
ら
に
別
個
に
「
鹿
子
都
」

「親
臨
軍
(
貌
従
軍
)
」
な
る
最
頼
親
軍
が
組
織
さ
れ
た
と
い
う
。
も
う
一

例

翠
げ
る
な
ら
ば
、
や
は
り
同
時
期
、
楊
行
密
波
(
天
祐
二
年
H
九
O
五〉

後
の
准
南
藩
鎖
に
お
い
て
、
そ
の
後
継
者
と
な
司
た
楊
渥
が
、
行
密
時

代
に
牙
域
内
に
あ

っ
た
親
軍
数
千
の
軍
替
を
「
遁
し
て
外
に
出
し
、
其
の
地
を
以
て
射
場
と
需
」
す
一

方
、
社
土
を
選
ん
で
「
東
院
馬
軍
」
と

腕
仇
す
る
部
隊
を
置
き
、

さ
ら
に
前
任
地
の
宣
州
よ
り
自
ら
の
親
兵
三
千
を
呼
び
寄
せ
た
と
い
う
。
な
お
こ
れ
と
は
別
に
、
揚
州
に
は
左
右
牙
指

揮
使
張
額

・
徐
温
に
率
い
ら
れ
る
左
右
の
「
牙
兵
」
が
存
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、

ま
た
主
戦
決
勝
部
陵
と
し
て
は
、
有
名
な
「
黒
雲
都」

開
卒
元
年
正
月
燦
)
。
こ
れ
ら
は
聯
か
極
端
な
例
と
し
て
も
、
唐
末
と
も
な
れ
ば
、
こ
う
し
た
親
衛
軍
の
構
成

の
複
雑
化
・
重
層
化
は
、
概
ね
各
藩
に
共
通
す
る
一
般
的
傾
向
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
複
雑
に
入
り
組
ん
だ
諸
軍
の

が
あ
っ
た
(
以
上

『通
鑑
』
二
六
六



利
害
が
劃
立
す
る
結
果
、
親
衛
軍
全
僅
が

一
致
圏
結
し
た
一
枚
岩
の
勢
力
と
な
る
こ
と
は
自
ら
困
難
で
あ
っ
た
ろ
う。

こ
れ
に
封
し
、
競
博
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

前
述
の
如
く
、
競
博
牙
軍
は、

唐
極
末
の
羅
紹
威
の
頃
に
お
い
て
も
、

(
組
制
〉

が
牙
城
に
宿
衛
す
る
形
態
を
と
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
貌
博
に
お
い
て
は
、
親
衛
軍
の
複
雑
な
重
層
化
と
い
う
現
象
は
起
き
て
お
ら
ず
、
唯

そ
の
一
部
(
千
人
〉

一
最
強
の
中
一
該
部
隊
た
る
牙
軍
が
宿
衡
に
も
嘗
た
る
と
い
う
、
回
承
嗣
以
来
の
初
源
的
形
態
が
保
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
、

落
帥
と
し
て
は
、
強
大
な
牙
軍
の
藍
力
に
掛
抗
す
る
た
め
、
自
ら
の
親
兵
を
別
に
設
置
し
た
く
て
も
、

そ
れ
が
出
来
な
い
拭
況
に
あ

っ
た
と
言

司
た
方
が
正
確
で
あ
ろ
う
。
唐
末
の
貌
博
節
度
使
祭
彦
輔
の
子
従
訓
が
牙
軍
を
忌
避
し
て
「
亡
命
の
徒
五
百
徐
輩
を
召
し
て
臥
内
に
出
入
せ
し

め
、
競
し
て
『
子
終
』
と
爵
し
、
委
ぬ
る
に
腹
心
を
以
て
」

〈
『
沓
唐
書
』
一
八
一

祭
彦
禎
俸
)
し
た
所
、

忽
ち
牙
軍
の
猪
疑
を
招
い
て
父
子
と

も
に
落
命
す
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、

そ
の
頴
著
な
例
謹
で
あ
ろ
う
。
ま
た
羅
紹
威
が
牙
軍
を
訣
滅
す
る
際
、

「
奴
客
数
百
」

(
『
沓
五
代
史
』
一

四

羅
紹
威
俸
)
或
は
「
斯
養
百
十
輩
」
(
『
沓
唐
書
』
一
八

同
俸
)
を
率
い
て
牙
軍
を
攻
め
た
と
あ
る
。
こ
の
兵
力
は
「
親
軍
」

(
『
葱
五
代
史
』

-107-

梁
太
租
紀
、
天
祐
三
年
正
月
候
)
と
も
-
記
さ
れ
る
が
、

そ
の
内
寅
は
上
記
の
よ
う
な
寄
せ
集
め
と
畳
し
き
も
の
で
、
朱
全
忠
涯
遣
の
援
軍
の

助
け
が
あ
る
と
は
い
え
、
商
品
除
の
牙
軍
に
封
し
、
生
死
を
賭
け
た
決
戦
を
挑
む
に
し
て
は
、
ま
こ
と
に
心
も
と
な
い
兵
力
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。
而
し
て
こ
の
「
奴
客
数
百
」
な
る
手
勢
は
、
羅
紹
威
と
し
て
も
恐
ら
く
は
精

一
杯
の
兵
力
で
あ

っ
た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
貌
博
牙
軍
の
特
殊
性
の
も
う
一
つ
の
面
が
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
競
博
に
お
い
て
は
、
牙
寧
の
座
力
に
よ
り
、
藩
帥
が
よ

り
内
側
に
親
兵
を
設
置
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
、
す
な
わ
ち
親
衛
軍
の
重
層
化
が
許
さ
れ
な
い
朕
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
他
藩
に

比
し
て
大
き
な
規
模
を
も
ち
、
し
か
も
在
地
貌
博
管
内
か
ら
編
成
さ
れ
、
父
子
相
襲
さ
れ
る
こ
と
で
、
強
い
地
域
性
(
地
域
的
紐
得
意
識
・
一
鐙

(

必

)

性
と
い
う
べ
き
か
〉
と
一
枚
岩
の
強
固
な
圏
結
力
を
も
っ
た
軍
が
、
主
戦
部
隊
に
し
て
宿
衛
部
隊
と
い
う
田
承
嗣
以
来
の
初
源
的
形
態
を
保
持

し
た
ま
ま
唐
末
に
至
る
ま
で
存
績
し
、
藩
の
自
立
〈
「
河
朔
奮
事
」
〉
を
支
え
る
主
盟
と
な
る
と
と
も
に
藩
帥
に
と

っ
て
は
絶
え
ざ
る
脅
威
と
な

る
ー
。
こ
れ
こ
そ
が
、
他
に
類
例
を
見
な
い
、

ま
さ
し
く
固
有
名
調
に
よ
っ
て
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
魂
博
牙
軍
の
特
質
で
あ

っ
た
と
考
え
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ら
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
を
「
傭
兵
的
原
理
」
に
よ

っ
て
捉
え
る
か
、

一
種
の
「
仲
間
集
圏
」
と
し
て
規
定
す
る
か
は
さ
て
措
き
、

し、
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ず
れ
に
せ
よ
説
博
の
「
牙
軍
モ
デ
ル
」
を
基
準
と
し
て
、
唐
代
藩
鎮

一
般
の
、
或
は
河
朔
三
銀
一
般
の
権
力
構
造
を
論
じ
る
こ
と
は
極
め
て
危

険
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
次
に
は
、
強
博
と
成
徳
の
封
比
を
通
じ
て
、

」
の
黙
を
さ
ら
に
追
究
し
て
み
た
い
。

11 

成
徳
軍
落
鎖
に
お
け
る
軍
構
成
と
権
力
構
造
の
特
質

(

l

)

 

瑚
腕
博
・
成
徳
雨
藩
の
成
立
の
事
情
と
軍
構
成
の
特
質

本
節
で
は
ま
ず
、
前
節
で
見
た
よ
う
な
貌
博
牙
軍
の
特
殊
性
の
由
来
を
考
え
、
こ
れ
を
成
徳
に
お
け
る
藩
軍
構
成
と
封
比
す
る
た
め
に
、
雨

藩
の
成
立
事
情
に
遡
っ
て
み
た
い
。

説
博
の
初
代
節
度
使
田
承
嗣
は
、
安
旅
山
の
洛
陽
攻
略
の
前
鋒
を
務
め
た
後
、
主
に
河
南
戦
線
で
活
躍
し
、
南
陽
(
郵
州
)
・
穎
川

(
許
州
)
・

(

印

)

街
州
・
准
西
な
ど
を
轄
戦
し
た
末
、
組
末
期
の
賓
腰
元
年
(
七
六
二
〉
に
は
反
観
軍
の
雄
陽
(
宋
州
)
節
度
使
の
任
に
あ
り
、
翌
康
徳
元
年
初
、

(

日

)

一
旦
莫
州
刺
史
に
安
堵
さ
れ
た
後
、
あ
ら
た
め
て
貌
州
刺
史
・
貌
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史
靭
義
に
従
っ
て
河
北
を
敗
走
す
る
途
中
、
莫
州
に
お
い
て
唐
朝
に
降
り
、

(

臼

)

博
貝
槍
続
五
州
都
防
御
訴
使
に
任
じ
ら
れ
た
。
以
上
の
経
緯
か
ら
す
る
と
、
田
承
嗣
は
競
博
就
封
の
嘗
初
、
自
ら
の
手
勢
と
し
て
率
い
る
賂
兵
を

殆
ん
ど
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
貌
博
が
管
区
と
す
る
河
北
南
部
か
ら
河
南
北
部
に
か
け
て
は
、
安
史
の
見
後
期
の
主
戦
場
と
な
っ

た
地
域
で
あ
り
、
同
じ
く
反
劃
軍
か
ら
降
っ
て
該
地
域
の
相
衛
節
度
使
に
任
じ
ら
れ
た
醇
嵩
の
場
合
、

(
日
〉

兵
は
百
に
満
た
ず
、
馬
は
惟
だ
放
翻
の
み」

と
侍
え
る
史
料
が
あ
る
が
、

そ
の
就
封
嘗
初
の
こ
と
と
し
て
「
時
に

柳
か
誇
張
は
あ
る

に
せ
よ

全
瞳
的
紋
況
を
覗
わ
せ
る
に
足
り
よ

ぅ
。
こ
う
し
た
賦
況
下
に
あ
っ
て
、
領
土
擁
張
の
野
心
に
満
々
た
る
田
承
嗣
に
と
り
、
強
力
な
藩
軍
の
創
建
は
早
急
第
一
の
課
題
で
あ

司
た
に

自
、
:
、
。

相
珪

L
f
~
L

回
承
嗣
を
し
て
「
管
内
の
戸
口
を
奉
げ
、
社
者
は
皆
な
籍
し
て
兵
と
爵
し
、
惟
だ
老
弱
な
る
者
を
し
て
耕
稼
せ
し
め
、
数
年
の
開

に
衆
十
高
有
り
」

(『遁
鑑
』
二
二
二

康
徳
元
年
六
月
庚
寅
篠
)
と
俸
え
ら
れ
る
在
地
か
ら
の
徴
兵
に
よ
る
強
引
な
軍
の
編
成
に
踏
み
切
ら
せ
た

背
景
に
は
、

か
か
る
事
情
が
存
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

か
く
し
て
「
其
の
暁
健
な
る
者
寓
人
」
が
選
抜
さ
れ
、
現
博
牙
軍
は
成
立
し
た
の
で



あ
っ
た
。
こ
れ
に
封
し
成
徳
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
成
徳
軍
の
曾
府
恒
州
を
中
心
と
す
る
河
北
西
北
部
は
、
安
史
の
凱
初
期
に
お
い
て
は
、
有
名
な
顔

員
卿
の
従
兄
常
山
(
怪
州
)
太
守
顔
呆
卿
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
に
見
ら
れ
る
如
く
、

唐
朝
側
と
反
組
寧
の
激
戦
の
舞
蓋
と
な
っ
た
が
、

至
徳
元
載

(
七
五
六
)
九
月
、
史
恩
明
に
よ
り
常
山
・
越
郡
(
越
州
)
が
最
終
的
に
反
能
軍
の
手
に
掃
し
て
後
は
、
専
ら
河
東
方
面
の
官
軍
と
封
時
す
る
持

久
戦
に
轄
じ
、
組
の
末
期
に
至
る
ま
で
戦
線
の
動
き
は
殆
ん
ど
な
か
司

た
。
成
徳
の
初
代
節
度
使
張
忠
志
(安
忠
志
)
は
、
早
く
も
安
旅
山
存
命

中
に
「
精
兵
を
率
ゐ
て
土
門
に
軍
」
し
た
と
い
い
(『通
鑑
』
二
一
七

至
徳
二
裁
に
は
安
慶
緒
に
よ

っ
て
常
山
太

(

臼

)

守
粂
園
練
使
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
同
年
末
、
張
忠
志
は
史
思
明
に
よ
り
一
旦
箔
陽
に
召
還
さ
れ
る
が
、

や
が
て
ま
た
恒
州
刺
史
・
恒
趨
節
度

(

間

山

)

使
を
授
け
ら
れ
、
兵
三
官
同
を
以
て
常
山
を
守
し
、
組
末
期
の
賓
磨
元
年
十
一
月
、
恒
陽
節
度
使
の
ま
ま
恒
・
趨
・
深
・
定
・
易
五
州
を
以
て
唐

〈

日

山

)

朝
に
鯖
順
し
、
奮
領
を
そ
の
ま
ま
安
堵
さ
れ
た
上
、
成
徳
軍
の
軍
額
と
李
賓
臣
の
姓
名
を
賜
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

天
資
十
四
載
十
一

月
甲
戊
燦)、

ま
縫
承
し
な
が
ら
唐
朝
に
稽
藩
し
た
の
で
あ
り
、

以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
李
賢
臣
は
成
徳
軍
の
地
に
安
史
の
凱
中
よ
り
長
ら
く
在
任
し
て
お
り
、
従

っ
て
安
史
時
代
の
兵
力
を
そ
の
ま

そ
の
中
に
は
「
勇
を
以
て
燕
越
に
聞
こ
え
、
時
に
張
阿
第
・

王
渡
諾
干
と
競
し
、

二
人
費
名
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あ
り
」

(
『
沓
唐
書』

一四一

張
孝
忠
俸
〉
と
誼
わ
れ
た
張
孝
忠
・

王
武
俊
と
い
っ
た
鐸
々
た
る
武
将
も
含
ま
れ
て
い
た
。
従

っ
て、

李
賓
臣
に

は
田
承
嗣
の
よ
う
に
在
地
か
ら
の
大
規
模
な
徴
震
に
よ

っ
て
新
た
に
軍
を
編
成
す
る
必
要
は
な
く
、

「
亡
命
の
徒
を
招
集
」
(『
替
唐
番
』

一
回
二

李
賓
臣
停
)
す
る
形
で
補
強
を
行
え
ば
足
り
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
こ
と

か
ら

成
徳
軍
は
安
史
以
来
の
蓄
勝
を
数
多
く
抱
え
て
い
た

筈
で
あ
り
、
前
掲
の
集
族
乙
失
活
部
出
身
の
張
孝
忠
、
契
丹
怒
皆
部
出
身
の
王
武
俊
の
他
、
安
緑
山
の
帳
下
の
賂
か
ら
史
思
明
の
と
き
定
州
刺

(

貯

〉

(

見

〉

(

印

)

史
と
な
っ
た
程
元
倍
、
越
州
刺
史
を
以
て
官
軍
に
降
っ
た
直
倣
(淑〉
、
同
じ
く
反
飽
軍
の
趨
州
刺
史
に
在
任
し
た
陸
済
、
史
思
明
軍
中
か
ら
成

(

印

〉

徳
軍
の
馬
軍
都
虞
候
と
な
司
た
曹
閏
圏
(
醤
六
胡
州
の
て
含
州
河
曲
の
人
と
い
う
)
な
ど
の
例
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
の
ち
の
藩

(

引

む

ハ

位

)

帥
王
廷
湊
の
曾
租
五
瓦
町
子
(
回
鶴
阿
布
恩
の
出
身
)
、
霊
州
出
身
の
康
日
知
、
李
賓
臣
の
と
き
定
州
刺
史
で
あ

っ
た
谷
従
政

(
味
谷
氏
な
る
北
族
出

(

臼

)

身
?
)
の
如
き
塞
外
民
族
出
身
者
も
、
多
く
は
安
史
以
来
の
奮
絡
で
あ
っ
た
ろ
う
。
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[表2) r李貸臣碑碑陰」所見軍J待名

軍 職 披 姓 名

馬軍都使・行易州刺史 李倍雄

左府馬軍都使 李日新

右府馬軍都使 組問諾

節度押街・左府歩軍都使 康日知

節度押街 ・右府歩軍都使 虚倣
一 一一一 一一一 一ー

成徳、軍副使・知成徳軍事 陸済
一 一 一

節度押街 康如E事・胡道深

都知数練 ・左右煽歩軍都虞候 術常寧

口口鳳馬歩口虞候 李光庭(節口口前勝〉

左願馬歩口口口 〔不明〕

都知征馬使 謝盛運
一一一一一

行深川刺史 李成k誠

策定州刺史 ・充北卒軍使 谷従政

策実~H刺史 1源怪

権知越川、!刺史 良慶璃

権知易~.i'/刺史・兼高陽軍使 口口口

左胤馬軍十勝 辛忠11慎・ 辛安園 ・李阿布倶・田零口 ・王貌校・口口11頃・

王武俊

右府馬軍十将 張口稽 張口口 ・口金徳 ・安忠、質 ・李孤莫羅 ・張温謹

?鳳馬軍十将 〔不明〕・高佐

左腐歩軍十終 劉如t介・ 李固害!!(節度押街)・何山泉

右府歩軍十勝 李惟忠・ 張 ト高

?廟歩軍十J博 李口口

左腐?軍十終 何口口

右府?軍十勝 〔不明〕 ・李登忠
一 一一一一一 一一

左腐虞{侯惣管 孫、李摩

右府虞(民惣管 陳希俊

街前勝 楊受・康日事長

不明 李隆者~ .李庭留 ・白書金

|職問なし 王高勝 ・孫口朱 ・李栂 ・張孝忠・趨口口 ・曹敏之 ・

史招穏
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李
賓
臣
就
封
嘗
初
の
永
泰
二
年
(
七
六
六
)
七
月
一
日
の
日
附
を
も
っ
「
李
賓
臣
碑
碑
陰
」

見
え
る
成
徳
軍
下
の
軍
将
名
を
、
軍
職
ご
と
に
整
理
し
て
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
で
塞
外
民
族
出
身
者
と
見
ら
れ
る
の
は
、
前
掲
の

{表
2
}
t土

(
沈
溝
『
常
山
貞
石
志
』
一

O
〉
に

張
孝
忠
・
王
武
俊
・
康
日
知
〈
街
前
終
康
日
珠
は
そ
の
同
輩
行
か
)
・
谷
従
政
や
、

李
阿
布
倶
(
左
府
馬
軍
十
時
柑
)
・
李
孤
莫
羅
〈
右
府
馬
軍
十
勝
〉
な

ど
明
ら
か
に
胡
名
を
も
っ
者
の
他
、
右
廟
馬
軍
都
使
の
趨
開
諾
は
、
羅
振
玉
『
京
畿
家
墓
遺
文
』
中
に
牧
め
る

「
(
成
徳
軍
大
賂
〉
張
懐
貨
基
誌
」

に
「
夫
人
天
水
越
氏
、
馬
軍
都
使
・
開
府
儀
同
三
司
文
諾
菖
の
子
、
馬
軍
使
日
林
の
妹
な
り
」
と
見
え

る
超
文
諾
葛
そ
の
人
と
思
わ
れ
る
か

ら
、
こ
れ
も
塞
外
民
族
出
身
者
で
あ
ろ
う
。
の
み
な
ら
ず
、
張
孝
忠
・
主
武
俊
と
い

っ
た
例
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
碑
文
中
に
頻
見
す
る

「忠」

「
順
」
な
ど
の
文
字
を
と
り
ど
り
に
あ
し
ら
っ
た
極
め
て
作
篤
的
な
名
前
の
持
ち
主
た
ち
も
、
多
く
は
塞
外
民
族
の
出
身
者
で
な
か
司
た
か
と

〈

M
m
)

の
疑
い
を
多
分
に
抱
か
し
め
る
。

と
も
あ
れ
、
権
徳
輿
が
「
置
糞
の
馬
軍
素
よ
り
勤
し
」

(『
権
載
之
文
集
』
四
七
「
短
州
招
討
事
宜
扶
」
〉
と
言
う

よ
う
に
、
こ
れ
ら
塞
外
民
族
出
身
の
軍
絡
に
率
い
ら
れ
た
馬
軍
が
成
徳
の
軍
事
力
の
中
一
夜
を
占
め
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

(

白

)
ぃ
。
そ
の
意
味
で
、
李
賓
臣
時
代
、

成
錨
憶
が
「
勇
は
河
朔
諸
帥
に
冠
た
り
」
(
『
奮
唐
書
』一

四
二
李
賓
臣
俸
〉

と
稽
さ
れ
た
の
も
強
ち
誇
張
の

言
で
は
な
く
、
大
暦
十
年
(
七
七
五
)
、
回
承
嗣
が
成
徳

・
幽
州
南
藩
を
交
戦
せ
し
め
ん
と
し
て
李
賓
臣
に
説
い
た

「公
精
騎
を
以
て
前
騒
し
、

承
嗣
歩
軍
を
以
て
之
に
縫
が
ば
、
蔑
ん
ぞ
克
た
ざ
ら
ん
」
(
『
遁
鑑
』一一
一一五

(

山

山

)

よ
く
認
識
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

-111ー

大
暦
十
年
十
月
篠
)
と
い
う
言
葉
は
、
流
石
に
彼
此
の
軍
の
特
質
を

(

同

町

)

な
お
、
成
徳
軍
に
お
い
て
も
在
地
の
人
聞
が
募
兵
に
鹿
じ
た
例
は
無
論
あ
ろ
う
。
谷
川
道
雄
氏
は
、
安
史
の
凱
後
期
に
お
け
る
反
凱
軍
の
募

丘
ハ
の
封
象
と
し
て
河
北
の
人
民
を
考
え
、
か
つ
て
地
方
官
の
指
導
下
に
激
し
い
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
を
展
開
し
た
在
地
の
自
衛
集
園
へ
の
接
燭
を
想

〈

伺

)

定
し
て
い
る
が
、
そ
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
が
反
凱
軍
と
の
激
し
い
攻
防
戦
の
末
に
撃
破
・

潰
滅
さ
せ
ら
れ
た
経
緯
か
ら
す
れ
ば
、

「
父
老
」

-， 

郡

豪
」
層
に
率
い
ら
れ
た
在
地
の
自
衛
集
圏
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
反
観
寧
に
取
り
こ
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
氏
の
想
定
に
は
、
明
謹
が
な

251 

い
以
上
、
俄
か
に
は
従
い
難
い
所
で
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
李
賓
臣
が
「
亡
命
の
徒
を
招
集
」
し
た
と
あ
る
如
く
、

に
よ
っ
て
団
地
を
失
っ
た
農
民
や
無
頼
・
遊
侠
の
徒
が
個
々
に
鷹
募
し
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

か
か
る
募
兵
に
は
、
戦
蹴

「
田
神
功
、
糞
州
の
人
な
り
。
家
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木
と
微
賎
、
天
質
末
、
勝
の
里
膏
と
漏
る。

曾
々
一例
朔
丘ハ興
る
に
よ
り
、
幽
繭
に
従
事
す
」

の
一
例
で
あ
り
、
安
史
の
凱
に
よ
っ
て
北
卒
(
幽
州
)
か
ら
上
黛

(瀦
州
〉
に
流
寓
し
た
田
意
員
な
る
者
の
長
子
が
河
東
軍
に
投
じ
、
他
の
三
子

(ω
〉

が
昭
義
軍
に
投
じ
て
い
る
如
き
は
、
河
朔
の
流
亡
農
民
の
多
く
が
辿
る
道
で
あ

っ
た
ろ
う
。
成
徳
の
兵
力
は
、
治
州
を
巡
属
に
加
え
た
大
暦
十

(

河

)

(

九

)

年

(七
七
五
)
以
降
、

五
商
人
と
俸
え
ら
れ
る
が
、
つ
ま
る
所
、
こ
れ
は
安
旅
山
容
兵
以
来
の

「精
兵
」
乃
至

「胡
丘ハ
」
に
、

凱
後
期
に
お
け

る
河
北
の
募
兵
(
前
述
の
如
く
飢
の
末
期
に
こ
れ
ら
を
併
せ
た
兵
力
を
三
高
と
停
え
る
)
、
飢
後
に
招
募
し
た
「
亡
命
の
徒
」
な
ど
、
各
種
の
兵
を
混
成

(『
沓
唐
書
』
一
一
一
四

田
神
功
停
)
と
あ
る
の
は
そ

し
て
形
成
さ
れ
た
兵
力
で
あ
り
、
貌
博
牙
軍
の
よ
う
に
、
首
初
か
ら
等
質
性
と
地
域
に
根
ざ
し
た
強
固
な
親
黛
-
一
意
識
を
醸
し
て
成
立
し
た
軍
と

は
、
自
ら
性
格
が
異
な
っ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

成
徳
の
場
合
、
そ
の
軍
事
力
の
中
核
を
捨
い
、
ま
た
そ
れ
故
に
藩
帥

の
地
位
を
脅
か
す
要
因
と
も
な
っ
た
の
は
、

ま
ず
何
よ
り
も
、
配
下
に
数
多
く
抱
え
こ
ん
だ
安
史
以
来
の
有
力
諸
賂
屠
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
成
徳
軍
藩
鎮
の
権
力
構
造
は
、
現
博
の
「
牙
軍
モ
デ
ル
」
と
は
別
個
に
、

む
し
ろ
藩
帥
と
か
か
る
有
力
諸
将
の
関
係
に
焦
貼
を
嘗
て
て
あ
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ら
た
め
て
考
察
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う。

そ
し
て
、
こ
の
開
を
念
頭
に
置
い
て
成
徳
軍
に
お
け
る
藩
帥
交
替
の
朕
況
を
眺
め
て
み
る
な
ら

ば
、
そ
こ
に
見
出
さ
れ
る
の
は
、

ま
さ
し
く
藩
帥
と
諸
絡
の
封
立

・
葛
藤
の
緩
相
な
の
で
あ
る
。

(

2

)

 

威
徳
箪
に
お
け
る
藩
帥
交
替
と
権
力
構
造
の
特
質

成
徳
の
初
代
藩
帥
李
賓
臣
は
そ
の
晩
年
、
子
惟
岳
の
暗
儒
ゆ
え
「
諸
賂
の
服
さ
ざ
る
」
を
慮

っ
て
「
大
将
辛
忠
義

・
虚
仮
、
定
州
刺
史
張
南

容
、
越
州
刺
史
張
彰
老
、
許
山
宗
俊
等
二
十
徐
人
を
殺
し
」
て
お
り

(『奮
唐
書
』
一
四
二

李
賢
巨
体
)
、
藩
の
名
だ
た
る
武
将
、
易
州
刺
史
張
孝

(
η
)
 

忠
・
定
州
刺
史
谷
従
政

・
兵
馬
使
王
武
俊
ら
も
猪
忌
を
受
け
て
極
め
て
危
う
い
賦
況
に
あ

ア
た
と
停
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
建
中
二
年

(
七
八
一
)
李
賢
臣
が
急
死
し
、
子
惟
岳
が
自
立
し
て
朝
廷
に
節
鉱
を
請
う
た
が
、
若
年
気
鋭
の
徳
宗
は
こ
れ
を
認
め
ず
、
惟
岳
は
貌
博
・

卒
虚

の
支
援
を
得
て
連
兵
桓
命
に
踏
み
切

っ
た
が
、
も
と
よ
り
威
望
の
な
い
上
に
側
近
政
治
を
強
行
す
る
惟
岳
に
射
し
て
藩
内
の
動
揺
は
強
く
、

有

力
諸
絡
が
衣
々
と
離
反
し
て
い
司
た
。

谷
従
政
は
惟
岳
に
諌
言
を
試
み
て
容
れ
ら
れ
ず
、
身
迭
に
匪
迫
が
加
わ
る
に
及
ん
で
自
殺
し
、
張
孝
忠



と
趨
州
刺
史
康
日
知
は
と
も
に
州
を
以
て
信仰順
し
た
。
そ
し
て
建
中
三
年
初
、
趨
州
討
伐
に
涯
遣
さ
れ
た
王
武
俊
は
、

惟
岳
を
斬
り
、
朝
廷
に
降
っ
た
の
で
あ
る。

さ
き
に
李
惟
岳
の
軍
と
交
戦
し
た
張
孝
忠
は

「恒
州
宿
将
向
ほ
多
し
」

つ
い
に
支
を
倒
に
し
て

(『
奮
唐
書
』

一
四
一

張
孝

忠
停
〉
と
の
言
を
残
し
て
い
る
が
、

か
か
る

「
宿
将
」
の
多
く
は
そ
の
ま
ま
王
武
俊
の
麿
下
に
残
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
王
武
俊
は
朝
廷
の

戦
後
慮
理
を
不
満
と
し
て
再
び
叛
旗
を
翻
し
、
輿
元
元
年
(
七
八
五
)
に
恒
・
糞
・
越
・
深
田
州
の
節
鉱
を
認
可
さ
れ
る
ま
で
、
官
軍
と
の
激

戦
に
明
け
暮
れ
る
が
、
そ
の
際
に
も
諸
賂
屠
と
の
葛
藤
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
如
く
で
あ
る
。

王
武
俊
の
ク
ー
デ
タ
ー
直
後
に
定
州
で
渡
し
た

軍
持
張
懐
賓
の
墓
誌
銘
に
「
方
隅
静
か
な
ら
ず
、
豪
傑
相
傾
け
、
瓜
李
嫌
を
成
し
、

れ
ば
、
そ
の
最
期
は
恐
ら
く
尋
常
の
も
の
で
は
な
く
、
藩
内
が
動
揺
し
て
疑
心
暗
鬼
の
巷
と
化
し
て
い
た
様
子
が
覗
え
よ
う
し
、

建
中
三
年
十

王
武
俊
と
と
も
に
李
惟
岳
打
倒
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
参
重
し
た
衡
常
寧
が
謀
叛
を
は
か
つ
て
腰
斬
に
慮
さ
れ
て
い
る
(
『
逼
鑑
』
一
一
一一

凶
災
奄
及
す
」

(
前
掲

「
張
懐
貧
墓
誌
」
〉
と
あ
る
の
を
見

一
月
に
は
、

七

同
僚
)
。

こ
う
し
た
朕
況
は
、

決
の
王
土
員
(
武
俊
の
子
〉
の
時
代
に
も
何
程
か
持
ち
越
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
超
高
敵
な
る
者
は
王
武
俊

の
騎
持
と
し
て
「
賎
惇
燕
越
に
聞
こ
え」

王
土
員
の
と
き
入
朝
し
て
禁
軍
の
賂
と
な
っ
て

(η
〉

王
土
員
の
子
承
宗
が
自
立
主
命
し
た
際
に
は
率
先
し
て
憲
宗
に
攻
討
を
進
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、

そ
の
入
朝

(『醤
唐
書
』
一

四
二

王
承
宗
俸
)
た
者
で
あ
る
が
、
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い
る
。
こ
の
越
寓
敵
は
、

の
背
景
に
は
藩
帥
王
土
員
と
の
聞
に
何
ら
か
の
恥
鞭
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
成
徳
に
お
い
て
は
、
藩
帥
と
諸
賂
屠
の
聞
に
潜
在
的
な
緊
張
関
係
が
存
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
節
銭
の
纏
襲
が
痘
否
さ
れ
朝

廷
に
垣
命
す
る
な
ど
、
藩
帥
の
地
位
が
動
揺
し
た
と
き
に
は
、
か
か
る
緊
張
関
係
や
葛
藤
が
一

一
挙
に
顛
在
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ

故
、
成
徳
の
藩
帥
に
と
っ
て
、
自
己
の
地
位
を
固
め
る
た
め
、
唐
朝
の
擢
威
を
い
わ
ば
光
背
と
し
て
身
に
纏
っ
て
お
く
こ
と
は
、

中
々
に
重
大
(

叫

〉

な
意
味
を
も

っ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
李
賢
臣
が
、
藩
内
に
お
い
て
は
唐
朝
の
年
競
と
と
も
に
自
己
の
就
封
を
元
年
と
す
る
紀
年
を
用
い
る

(

花

)

そ
の

一
方
で
、
安
史
の
蹴
中
に
破
壊
さ
れ
た
玄
宗
の
銅
像
が
恒
州
の
み
残
っ
て
い
た
と
停
え
ら
れ
、

王

と
い
っ
た
購
横
を
遣
し
く
し
な
が
ら
、
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王
土
員
停
)
と
稿
さ
れ
た
背
景
に
は

士
員
が
正
規
の
租
税
上
供
こ
そ
行
わ
な
い
も
の
の
歳
貢
・

準
奉
は
年
に
数
十
高
に
及
び
「
幽
貌
二
鎮
に
比
し
て
最
も
承
順
」
(
『
沓
唐
書
』
一
四
二

恐
ら
く
か
か
る
藩
内
事
情
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る。

し
か
し
な
が
ら
、

王
土
異
に
績
く
王
承
宗

・
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王
承
元
・
王
廷
湊
の
時
代
は
所
謂
「
憲
宗
の
中
興
」
の
時
期
に
や
田た
り
、
唐
朝
の
河
朔
三
鎮
へ

の
介
入
匪
力
は
強
ま
り
、
或
は
唐
朝
と
の
全
面

針
決
へ
と
設
展
す
る
中
で
、
藩
帥
と
諸
賂
居
と
の
葛
藤
も
一
段
と
巌
し
さ
を
増
す
こ
と
に
な
っ
た
。

憲
宗
の
元
和
四
年
(
八

O
九〉、

王
土
員
が
捜
し
て
王
承
宗
が
節
鉱
の
縫
襲
を
求
め
た
際
、
朝
廷
は
こ
れ
を
「
累
月
不
問
」
に
置
い
た
た
め
、

承
宗
は
「
久
し
く
朝
命
を
得
ざ
る
に
よ
り
、
頗
る
健
れ
」
、

王
承
宗
俸
)
。
そ
の
後
、
承
宗
は

「諸
父
と
容
れ
ず
し

つ
い
に
徳
・
様
二
州
の
奉
還
を
以
て
安
堵
を
請
う
に
至
っ
た

(
『
替
唐
書
』
一
四
二

賞
際
に
武
俊
の
第
四
子
王
土
則

(

叩
山

)

が
京
師
に
出
奔
す
る
事
件
や
、
深

・
翼

・
趨
三
州
刺
史
を
勝
一
任
し
た
武
俊
の
従
子
王
恰
が
官
軍
に
款
を
遁
じ
て
諒
さ
れ
る
と
い

っ
た
事
件
が
起

き
て
い
る
。
な
お
、
王
承
宗
の
弟
承
慶
は
卒
直
節
度
使
李
師
道
の
「
親
賂
」
と
な
っ
て
お
り

(『
新
唐
書
』
一
二

三

〈
同
前
)
と
停
え
ら
れ
る
如
く
、

叔
父
た
ち
と
協
せ
ず
、

李
師
道
俸
)
、
兄
弟
聞
に
も
何

れら
、ヵ、
自の
抜車L
開牒
朝が
し存
てし
い(た
る77可
()能
向性
向を
覗

李
ふわ
蒔せ
停る、--'。

ま
た
王
武
俊
の
部
将
で
あ
っ
た
李
全
略
(
王
臼
衡
)
は
、

承
宗
の
と
き
「
其
の
軍
に
虐
用
」
さ

さ
き
に
紹
介
し
た
権
徳
輿
の
「
恒
葉
の
馬
軍
素
よ
り
勤
し
」
の
言
は
王
承
宗
時
代
の
こ
と
で

牛
元
翼

・
伴
良
弼

・
李
蜜
ら
そ
の
う
ち
の
幾
人
か
の
襲
勇
の
程
は
、
後
の
王
廷
湊
時
代
に
遺
憾
な
く
護
揮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、

-114ー

あ
り
、
精
強
を
誇
る
成
徳
の
馬
軍
が
健
在
で
あ
司
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
率
い
る
諸
賂
居
も
ま
た
多
く
存
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
質
際
、王

承
宗
も
ま
た
父
租
に
恥
じ
ぬ
秀
れ
た
賂
才
の
持
ち
主
で
あ
り
、
元
和
田
J
五
年
、
十
J
十
二
年
の
二
度
に
亙
る
朝
廷
の
攻
討
を
力
戦
の
末
に
退

け
た
こ
と
は
、
承
宗
が
か
か
る
諸
将
層
と
の
乳
牒
を
よ
く
抑
え
て
、
藩
軍
の
統
制
に
成
功
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な

が
ら
王
承
宗
の
奮
闘
も
こ
こ
ま
で
が
限
界
で
あ
り
、
元
和
十
二
年
の
准
西
留
後
呉
元
慣
の
滅
亡
を
見
届
け
る
と
、
翌
十
三
年
、
徳
・
棟
二
州
の

奉
還
と
二
子
の
入
朝
を
以
て
朝
命
に
服
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る。

次
の
王
承
宗
の
弟
承
元
の
纏
襲
に
つ
い
て
は
、
元
和
十
五
年
多
、

承
宗
が
渡
し
た
嘗
初
、
秘
し
て
喪
を
護
せ
ず
「
大
将
ら
は
帥
を
努
郡
よ
り

取
ら
ん
と
謀
」

ア
た
(
『
奮
唐
書
』

一四一一

王
承
元
停
)
と
あ
る
こ
と
が
甚
だ
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
を
貌
博
に
お
け
る
藩
帥
擁
立
の
朕
況
、
す
な

わ
ち
「
街
兵
数
千
、

(
田
)
輿
の
私
第
に
詣
り
て
陳
請
す
。
興
亜
み
て
開
よ
り
出
で
ざ
る
に
、
衆
呼
曝
し
て
己
ま
ず
」

(
『
沓
唐
書
』
一
四
一

田

弘
正
俸
)
、

「
(
史
憲
誠
〉
観
に
乗
じ
て
河
朔
の
奮
事
を
以
て
其
の
人
心
を
動
か
す
。
諸
軍
師
ち
擁
し
て
貌
に
野
り
、
共
に
立
て
て
帥
と
震
す
」



(
同
一
八
一

史
書
風
誠
侍
〉
、

「
軍
衆
史
憲
誠
を
害
し
、
撃
を
連
ね
て
呼
ば
は
り
て
日
く
『
街
内
都
知
兵
馬
使
何
端
公
留
後
を
知
れ
ば
、
三
軍
安
ん

ぜ
ん
』
と
。
推
し
て
之
を
立
つ
」

い
て
は
、
藩
帥
擁
立
の
主
睦
は
「
街
兵
数
千
」

(
同
前

何
準
治
停
)
な
ど
と
比
べ
る
な
ら
ば
、
雨
藩
の
事
情
の
相
違
は
自
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
貌
博
に
お

「
諸
軍
」

「
軍
衆
」
と
表
現
さ
れ
る
牙
軍
集
圏
全
瞳
に
あ
っ
た
の
に
劉
し
、
成
徳
に
お
い
て

は
、
主
導
樺
の
所
在
は
専
ら
「
大
将
」
の
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

(
刊
叩
〉

或
は
「
諸
校
」
と
謀
っ
た
と
あ
る
〉
に
よ
り
、

王
承
元
の
縫
襲
は
結
局
、

参
謀
崖
燈
ら
の
董
策
(
「
兵
を
握
す
る
者
」

(
『
奮
唐
書
』
一
回
二

王
承
元
俸
〉
、

王
武
俊
夫
人
涼
園
夫
人
の
命
を
以
て
「
諸
時
間
及
び
親
兵
」
に
告
識
す
る
形
で
行
わ
れ
て
い
る
か
ら

「
親
兵
」
も
ま
た
藩
の
政
治
上
、
そ
れ
な
り
の
地
位
を
占
め
て
い
た
よ
う
で
は
あ
る
。
し
か
し
こ
の
後
、
も

と
も
と
縫
襲
に
乗
り
気
で
な
か
っ
た
王
承
元
が
「
河
朔
の
奮
事
」
を
放
郷
し
て
入
朝
請
代
を
願
い
出
、
朝
廷
か
ら
滑
川
移
鎮
の
命
が
下

っ
た
際

-r」みふ、

t
i
v
 

「
諸
勝
亦
た
悔
ゆ
」

「
館
騨
に
諸
賂
を
召
し
て
之
を
識
す
も
、
諸
賂
続
突
誼
講
す
」
な
ど
と
、
あ
く
ま
で

「諸
賂
」
を
主
瞳
と
す
る
記

越
が
見
ら
れ
、

「
前
者
に
李
師
道
未
だ
敗
れ
ざ
る
時
、
議
し
て
其
の
罪
を
赦
さ
ん
と
す
。
時
に
師
道
行
か
ん
と
欲
す
る
も
諸
勝
之
を
止
む
。
他

-115ー

日
師
道
を
殺
す
も
亦
た
諸
絡
な
り
」
と
い
う
承
元
の
説
識
も
ま
た
明
瞭
に
「
諸
賂
」
を
封
象
と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
承
元
は
、
あ
く

ま
で
留
任
を
請
う
「
牙
勝
李
寂
等
十
数
人
」
を
斬
っ
て
滑
州
に
赴
任
し
て
い
く
の
で
あ
る

(同
前
〉
。

長
慶
元
年
(
八
二
一
)
七
月
、
そ
の
田
弘
正
を
殺
害
し

(

叩

〉

て
留
後
を
自
稽
し
た
の
は
、
曾
組
五
寄
子
以
来
、
代
々
騎
鵜
を
務
め
た
成
徳
の
宿
勝
、
都
知
兵
馬
使
王
廷
湊
で
あ

っ
た
。
王
廷
湊
は
、
田
弘
正

王
承
元
に
代
っ
て
成
徳
に
入
府
し
た
の
は
競
博
か
ら
移
鎖
し
た
回
弘
正
で
あ
る
が
、

の
藩
政
に
封
し
「
毎
に
其
の
細
放
を
扶
り
衆
心
を
激
怒
せ
し
め
」

で
府
署
を
襲
い
、
田
弘
正
一
族
を
塞
殺
し
て
い
る
か
ら
、

(同
前

王
廷
湊
停
〉
る
軍
内
工
作
を
行

っ
た
上
で
、

一
夜
「
街
兵
」
と
結
ん

こ
の
惨
劇
が
軍
内
の
兵
士
の
支
持
と
参
加
の
上
で
行
わ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ

う
が
、

し
か
し
、
こ
の
ク
ー
デ
タ
ー
が
軍
衆
に
よ
る
「
下
か
ら
」
の
擁
立
で
は
な
く
、
宿
将
王
廷
湊
の
主
導
下
に

「上
か
ら
」
計
重

・
護
動
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
事
質
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
こ
の
王
廷
湊
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
封
し
、
唐
朝
は
い
ち
早
く
問
罪
攻
討
の
方
針
を
明
示
し、

ま
た
「
成
徳
に
在
り
て
名
は
廷
湊
よ
り
出
づ
る
こ
と
遠
甚
」
牛
元
費
傍
〉
と
稽
さ
れ
た
深
州
刺
史
牛
元
翼
、
そ
の
牛
元
翼

同
列
中
よ
り
抜
き

(『新
唐
書
』
一
四
八

255 

と
と
も
に
「
二
人
諸
絡
に
冠
た
り
」

(
同
前
〉
と
停
え
ら
れ
る
繁
蕎
鎮
遁
兵
馬
使
侍
良
弼
な
ど
、

成
徳
の
有
力
諸
絡
に
は
、
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ん
出
て
藩
帥
の
座
を
借
取
し
た
王
廷
湊
に
劃
す
る
反
感
が
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
か
ら
、

勢
い
廷
湊
と
有
力
諸
絡
の
聞
に
は
鋭
い
緊
張
を
生
じ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
廷
湊
が
ク

ー
デ
タ
ー
後
、

ま
ず
封
虚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
「
た
の
は
、

官
軍
と
の
戦
闘
よ
り
も
、
む
し
ろ
こ
れ
ら
有
力
諸

賂
と
の
葛
藤
で
あ

っ
た
。
ク
ー
デ
タ
ー
の
翌
月
に
は
、
糞
州
刺
史
王
準
昆
が
殺
さ
れ
、
深
州
刺
史
牛
元
翼
は
州
を
奉
げ
て
朝
廷
に
蹄
順
し
、

曾

(

加

山

)

(

飢

)

府
銀
州
で
は
「
大
将
」
王
位
ら
五
人
が
謀
叛
を
は
か
つ
て
部
兵
と
と
も
に
殺
さ
れ
る
と
い
う
一
連
の

事
件
が
起
き
、
楽
高
官
耐
鎮
逼
兵
馬
使
停
良

弼
、
及
び
築
審
と
並
ぶ
「
劇
屯
」
と
稽
さ
れ
た
博
野
の
銀
将
李
笈
も
相
次
い
で
廷
湊
に
背
き
、
廷
、
湊
及
び
こ
れ
と
結
ん
だ
幽
州
の
軍
に
劉
し、

朝
廷
の
赦
を
得
て
節
銭
を
安
堵
さ
れ
る

頑
強
な
抗
戦
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

王
廷
湊
は

官
軍
の
攻
討
を
退
け
て
、

翌
長
慶
二
年
二
月
、

が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
牛
元
翼
・
李
安
ら
に
劉
す
る
攻
圏
を
解
こ
う
と
し
な
か
司
た
か
ら
、
あ
く
ま
で
か
か
る
有
力
諸
賂
を
粛
清
し
て
、

後
顧

後
よ
う
や
く
降
り
、

の
憂
い
を
断
た
ん
と
し
た
か
の
如
く
で
あ
る
。
結
局
、
停
良
弼
と
李
賢
は
手
勢
を
率
い
て
圏
み
を
突
破
し
、
深
州
は
牛
元
翼
が
城
を
脱
出
し
た

(
位
)

一
躍
の
決
着
を
見
た
の
で
あ
る
。

そ
の
磨
下
の
賂
吏
百
八
十
徐
人
が
屠
裁
さ
れ
て
、

以
上
、
煩
を
厭
わ
ず
李
賢
臣
よ
り
王
廷
湊
に
至
る
成
徳
の
藩
内
情
勢
を
概
観
し
て
来
た
が
、

そ
の
基
調
に
あ
る
の
は
、
説
博
の
如
き
牙
軍
集

116-

圏
と
藩
帥
の
封
立
で
は
な
く
、
諸
勝
層
と
藩
帥
聞
の
封
立
・
蔦
藤
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
こ
う
し
た
諸
持
層
は
、
張
孝
忠

(
出
)

(

U

M

)

が
定
州
刺
史
谷
従
政
の
妹
を
妻
と
し
、
前
掲
の
「
大
将
」
張
懐
質
が
馬
軍
都
使
超
文
諾
葛
の
女
を
妻
と
し
、

王
承
宗
の
と
き
擢
深
州
刺
史
・
揖

翼
州
刺
史
を
歴
任
し
た
楊
孝
直
が
成
徳
軍
街
前
左
府
歩
射
兵
馬
使
男
承
嗣
の
女
を
萎
と
し
、
同
じ
く
成
徳
軍
節
度
馬
軍
右
府
兵
馬
使
粂
南
先
鋒

(

田

山

)

馬
口
副
兵
馬
口
押
牙
李
某
が
馬
軍
左
府
兵
馬
使
粂
南
先
鋒
馬
歩
副
丘
ハ
馬
使
の
女
王
氏
を
妻
と
し
て
い
る
如
く
、
相
互
に
婚
姻
を
結
び
、
ま
た
次

の

{表
3
}
に
掲
げ
る
如
く
、
箪
賂
の
職
を
父
子
世
襲
す
る
例
も
多
く
見
ら
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

一
睡
に
所
謂
「
順
地
」
の
藩
に
お
い
て
は
、
藩
帥
の
碍
任
に
伴
う
元
従
や
、
他
藩
や
紳
策
軍
か
ら
の
ス
カ
ウ
ト
な
ど
に
よ
り
、

軍
将
の
藩
外

(

叫

山

)

(

例
町
〉

へ
の
異
動
は
想
像
以
上
に
活
溌
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
父
子
が
異
な

る
藩
に
勤
務
す
る
例
も
珍
し
く
な
い
。
こ
う
し
た
一
般
の
諸
藩
に
封

し
て
、
成
徳
の
よ
う
な

「
反
側
」
の
藩
に
お
い
て
は
、
他
藩

へ
の
異
動
の
機
舎
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ、

必
然
的
に
同
じ
藩
内
に

お
い
て
長
年
の
勤
務
に
従
事
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
い
わ
ば
藩
生
え
抜
き
の
諸
賂
が
、
婚
姻
と
世
襲
に
よ
っ

て
欝
然
た
る
勢
力
を
形
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[表31 成徳軍下における軍将の世襲例

父一子 世 襲 例 時 期 典 嬢

1 王武俊(兵馬使)一主土質〈李賓匡の「帳 李費臣~李惟岳 『欝唐書J142

中親賂J)

2 程元結〈定州刺史〉一程日華(定列、l押街〉 李賓臣~李惟岳 r沓唐書J143 

3 趨文諾葛(馬軍都使〕一越日林(馬軍使〉 李賓医~李惟岳 『京畿』中「張懐賓墓

誌」

4 王五寄子(王武俊俵子〕一王末恒活一王 李賓臣~王承元 『著書唐書.JJ143 

升朝 (r世震王氏騎終J)一王廷湊(街内
兵馬使〉

5 場逮(節度征馬野牧使業中軍都知兵馬使〉 李賓臣~王元遼 『裏陽J r揚孝直墓

一楊孝直(掻実州刺史〉一楊滋(銀州街 誌」

前兵馬使〉

6 李固苦.!!(治州刺史〉 一李忠義(馬歩兵馬 李費臣~王景崇 「京畿』下「李公夫人

使〉 ー李英信(節度押街〉 一李守口 (越 王氏墓誌」

州防禦使〉 ー李仲球(親事副賂〉

7 李全略(銀州小勝〕 李同捷(将校〉 王武俊~王承宗 『奮唐書J143 

8 王列(馬軍兵馬使〕 一口一王賀直? (馬 ? ~王承宗 『匿編J r李君萎王

軍左?賄兵馬使書室南先鋒馬歩副兵馬使) 氏墓誌」

9 馬良(節口押衛策充街前都虞候)一馬口 ? ~壬銘 r医編J r馬良及妻

口〈知鼓角井寺〉 梁氏合葬墓誌」

10 紀奏 (実州馬歩都虞候〉一紀委 (深州鏡 ? ~王鎗 「京畿』下「紀堕及夫

陽銀遇都賂〉 一紀審(左歩建武将〉一紀 人牛氏合鮒墓誌」

堕(侠馬賂〉一紀爽(街前兵馬使・左親

騎指揮使〉

11 孟文徳(節度都週音銭穀都知官〉一孟弘 ? ~王鎗 『京畿』下「孟弘敏及|

敏(東門親事兵馬使・宅内鞍轡庫口知官〕 夫人李氏墓誌」

一孟守様 (東門義克〉

12 楊莱(東門討撃副使 ・宅内染坊都監〉ー ? ~王銘 向 上

楊環(節度街前兵馬使)

13 李某(親従左府都押街・都週雷商税使〉 ? ~王鎗 向 上

一李恩葉(束鹿豚令 ・防禦兵馬使〉

※ 出典略放 :r京畿』 … 『京畿家墓遺文.JJo r嚢陽』… 「褒陽家墓遺文』。
『匪編』・・『惰唐五代墓誌薩縞J河北巻。

':_11T= 
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鄭李

「寸二i1「 | 草草抑翻劇[団鴻剛3離劃2到]附{111定Ai|4lι5史剖] 
惟李李--惟二二鄭 惟女--李
氏岳氏誠 納

[掛H刺刻

『遁鑑.n225~27) 『新唐書.n211 出典:IT"奮唐書.n142 (※ 

| 楊
女二=栄
圏

[深州刺史]

成
し
、
藩
帥
と
の
聞
に
潜
在
的
な
緊
張
闘
係
を
宿
し
て
い
た
貼
に
、
成
徳
軍
藩
鎮
の
権
力
構
造
の
特

(
∞
∞
〉

質
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
族
の
者
を
州
刺
史
な
ど
の
重
職
に
任
じ
た

(

ω

)

 

り
、
有
力
軍
将
と
の
聞
に
婚
姻
を
結
ぶ
な
ど
の
施
策
が
多
く
と
ら
れ
た
。
こ
れ
は
初
代
李
賓
臣
J
李

こ
う
し
た
藩
内
情
勢
に
あ
っ
て
、
藩
帥
の
側
で
は

の
如
く
で
あ
る
。
王
武
俊
時
代
に

惟
岳
時
代
に
最
も
著
し
く
、
そ
の
婚
姻
関
係
を
示
せ
ば

{圃
1
一

お
い
て
も
、
長
子
土
員
が
徳
州
刺
史
、
次
子
土
清
が
糞
州
刺
史
を
務
め
、
ま
た
賎
勇
敢
闘
を
愛
さ
れ

王
土
員
l
王
承
宗
時
代
に
は
武
俊
の
従
子
王
恰
が
深

・

た
五
耳
町
子
が
武
俊
の
恒
子
と
さ
れ
て
お
り
、

王
武
俊
J
王
承
宗
俸
〉。

王
廷
湊
以
降
も
、

翼

・
趨
三
州
刺
史
を
歴
任
し
て
い
る
(
『
奮
唐
書
』
一

四一一

次
帥
王
元
遠
の
と
き
、

次
子
紹
烈
が
趨
州
刺
史
、
季
子
紹
誌
が
深
州
刺
史
、

と
き
、
兄
紹
鼎
の
子
景
胤
が
深
州
刺
史
、
次
の
王
景
崇
の
と
き
、
弟
景
儒
が
翼
州
刺
史
と
い

っ
た
如

(
卯
〉

く
で
あ
り
、
ま
た
有
力
諸
賂
と
の
婚
姻
も
、
李
固
烈
以
来
四
代
に
亙

っ
て
成
徳
の
絡
を
務
め
、
深
・

(
川

出

)

趨
二
州
刺
史
を
歴
任
し
た
李
守
口
に
藩
帥
王
元
遠
の
長
女
が
嫁
い

で
い
る
例
を
見
る
こ
と
が
出
来

一
代
お
い
て
王
紹
誌
の

-118ー

る。

(
3〉

所
調

「三
軍
推
立
」
と
成
徳
軍
に
お
け
る
「
兵
」
に
つ
い
て

「賂」

「
兵
」
の
三
者
を
設
定
し、

王
奏
時
氏
は
唐
代
藩
鎮
の
基
本
的
階
層
構
成
と
し
て
「
帥
」

こ
の
三
者
相
互
の
開
係
の
分
析
を
通
じ
て
藩
鎮
の
政
治
的
動
向
を
探
る
べ

き
こ
と
を
提
言
し
て
い

(

幻

)
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
成
徳
に
お

い
て
藩
の
政
治
的
動
向
を
左
右
す
る
要
の
地
位
を
占
め
て
い
た
の

は
「
賂
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が、

そ
れ
で
は
成
徳
に
お
け
る

「兵
」
の
あ
り
方
は
ど
の



藩帥李費臣・李惟岳時代における婚姻関係

静止
李|李

一ーァー氏 女--賓
| 正

「下寸 「一一
義陽二二土土士=二女
公主 卒 1青虞

752147[臨]

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
本
節
は
限
ら
れ
た
史
料
の
中
か
ら
こ
の
問
題
に

つ
い
て
の
探
求
を
試

み
る
も
の
で
あ
る
が
、

史
料
上
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
「
三
軍
推
し
て
留
後
と
爵
す
」

[圃1]

そ
の
前
に
、

コ
ニ
軍
推
し
て
軍
事
を
主
ら
し
む
」
な
ど
の
表
現
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。

と
い
う
の
も
、

谷
川
道
雄
氏
は
か
か
る
表
現
か
ら

「
河
朔
三
鎮
に
お
け
る
新
藩
帥
の
成
立
に
は
、

手
績
上
の
原
則
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
論
じ
、
将
兵
あ
わ
せ
た
「
仲
間
集
圏
」
と
し
て

コ
ニ
軍
推
立
』
が

の

「寧」

(「
藩
帥
を
選
ぶ
主
僅
は
、
究
極
的
に
軍
で
あ
る
」
)
と
い

う
結
論
へ

の
導
糸
と
さ
れ
て
い
る
か

(
m
m
)
 

ら
で
あ
る
。

成
徳
に
お
け
る
藩
帥
繕
襲
に
際
し
て
も
、
李
惟
岳

・
王
承
宗

・
王
承
元

・
王
元
達

・
王
紹
艶

・
王

舘
な
ど
に
つ
い
て
「
三
軍
推
立
」
乃
至
こ
れ
に
類
し
た
記
事
が
認
め
ら
れ
る
(
『
醤
唐
書
』
一四
二
)。

-119ー

し
か
し
、
こ
れ
を
額
面
通
り
軍
に
よ
る
擁
立
(
或
は
寧
を
主
鐙
と
す
る
縫
襲
承
認
〉
と
受
け
取
る
の
は

柳
か
鴎
陪
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
例
え
ば
「
三
軍
推
し
て
留
後
と
信
用
す
」
と
記
さ
れ
る
李
惟
岳
の
場

合
、
賓
際
に
は
、
孔
目
官
胡
震

・
家
偉
王
他
奴
ら
の
側
近
勢
力
に
よ
り
、
前
帥
李
賓
臣
の
喪
が
秘
せ

ら
れ
た
ま
ま
、
賓
臣
の
表
と
稽
し
て
朝
廷
に
纏
襲
の
認
可
を
要
請
し
、
こ
れ
が
桓
絶
さ
れ
る
や
、
喪

一一一
一六

を
護
し
て
留
後
を
自
稀
し
、

今
度
は
「
持
佐
を
し
て
共
に
奏
し
て
娃
節
を
求
ま
し
」
め
た

(『
通
鑑
』

建
中
二
年
正
月
戊
辰
僚
)
と
い
う
の
が
員
相
で
あ
り
、

「
軍
中
其
の
弟
承
元
を
推
し
て
留
後
と
魚
す
」
と
稿
さ
れ
る
王
承
元
の
場
合
も
、

前
節
で
見
た
如
く
、
参
謀
握
燈
ら
の
童
策
に
よ
り
組
母
涼
園
夫
人
の
命
を
以
て
承
元
の
縫
襲
を
軍
中
に
護
布
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
や
は
り

259 

「三
軍
推
し
て
留
後
と
篤
す
」
と
い
う
王
舘
の
場
合
も
、

そ
の
質
、
前
帥
王
景
崇
が
「
遺
表
し
て
子
錯
を
以
て
戎
事
を
繍
縫
せ
し
め
ん
こ
と
を

(
倒
)

同
様
の
例
は
他
藩
に
も
あ
り
、

諾
…
ふ
」

〈
『
奮
唐
書
』
一
九
下

倍
宗
紀
・
中
和
二
年
十
二
月
篠
)
た
も
の
で
あ
っ
た
。

要
す
る
に
「
三
軍
推
立
」
と

自
立
諸
藩
に
お
け
る
藩
帥
の
緩
襲
の
際
の
形
式
的
・
慣
用
的
表
現
〈
「
三
軍
」

そ
の
も
の
が
『
周
腫
』
の
「
大
圏
(
諸
侯
〉
一
一
一
軍
」
に
由
来
す
る
形

は
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式
的
措
辞
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
)
で
あ
る
と
同
時
に
、
恐
ら
く
は
朝
廷
に
劃
し
て

「
軍
中
の
推
立
」

と
稀
し
た
方
が
節
鋲
の
認
可

が
降
り
易
い
と
い
う
事
情
が
あ
ア
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
貫
際
、
卒
宜
藩
に
お
い
て
は
「
皆
な
其
の
子
を
署
し
て
副
大
使
と
篤
し、

父
死
せ
ば

横
海
節
度
使
李
全
略
の
子
同
捷
は
「
託
す
る
に
三
軍

子
立
ち
、
則
ち
三
軍
の
請
を
以
て
聞
」
し
た
(『奮
唐
書
』
一
一
一
四

李
師
道
停
〉
と
い
い
、

の
留
ま
る
を
乞
ふ
を
以
て
」

(
同
一
四

李
同
捷
俸
)
朝
命
を
担
み
、

幽
州
の
部
将
張
緯
が
留
後
陳
行
泰
を
殺
し
て
「
三
軍
を
し
て
上
表
せ
し

め
、
符
節
を
降
さ
ん
こ
と
を
請
」

う
た

(同
一
八

O

張
仲
武
惇
)
と
あ
る
如
き
は
、

端
的
に
そ
う
し
た
事
情
を
一
万
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
自
立
諸
藩
に
お
け
る
藩
帥
の
縫
襲
の
場
合
、
新
帥
は
世
襲
で
あ
る
と
ク
ー
デ
タ
ー
的
交
替
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、

軍
中

(

山

山

)

の
輿
望
を
措
っ
て
推
立
さ
れ
た
旨
を
標
携
し
て
節
誠
の
安
堵
を
求
め
た
に
相
違
な
く
、
恐
ら
く
は
か
か
る
奏
請
が
「
三
軍
推
立
」

な
る
形
式
的

措
僻
を
以
て
史
官
の
記
録
に
徴
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
親
博
の
よ
う
に
牙
軍
集
圏
が
藩
帥
擁
立
の
主
睦
と
な

司
た
こ

と
が
明
ら
か
な
事
例
は
別
と
し
て
、
そ
う
し
た
明
詮
を
飲
く
ま
ま
に
「
三
軍
推
立
」
の
語
か
ら
直
ち
に
藩
帥
選
立
の
主
睦
が

「
軍
」
で
あ
っ
た

と
論
じ
る
の
は
、
柳
か
飛
躍
が
大
き
す
ぎ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
こ
に
も
ま
た
、
貌
博

「
牙
軍
モ
デ
ル
」
を
無
意
識
の
う
ち
に
河
朔
三
鎮

一
般
に
敷
街
す
る
弊
が
存
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

-120ー

さ
て
、
成
徳
に
お
け
る
「
兵
」
の
あ
り
方
を
考
え
る
に
、
成
徳
に
お
け
る
軍
の
形
成
が
、
多
く
塞
外
民
族
出
身
の
武
将
に
率
い
ら
れ
た
安
史

以
来
の
兵
力
を
中
一
夜
と
し
て
、

(
%
)
 

宗
初
年
の
錨
兵
政
策
に
よ
り
落
籍
し
て
山
津
に
盗
と
な
っ

て
い
た
軍
士
が
「
一
呼
に
し
て
亡
卒
皆
な
集
ま
」

「亡
命
の
徒
を
招
集
」
す
る
形
で
行
わ
れ
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、

王
廷
湊
が
朝
廷
に
担
命
し
た
と
き
も
、
穆

っ
た
(『逼
鑑
』
二
四
二

長
慶
二
年

二
月
傑
)
と
俸
え
ら
れ
る
。

成
徳
に
お
い
て
は
や
は
り
、

貌
博
牙
軍
の
如
き
地
域
に
根
ざ
し
た
強
固
な
凝
集
カ
を
も
っ
兵
士
集
圏
が
組
織
的
に

創
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る。

成
徳
に
お
い
て
も
、
兵
士
層
の
一
部
が
世
襲
的
に
寧
に
勤
務
す
る
例
は
あ
っ
た
ろ
う。

し
か
し

(

釘

〉

そ
れ
は
、
反
側
と
順
地
と
を
間
わ
ず
、
あ
る
意
味
で
唐
代
藩
鎖

一
般
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ

て
、
そ
れ
が
直
ち
に
貌
博
牙
軍
の
如
き
特
権
的

な
兵
士
集
圏
の
形
成
を
意
味
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
成
徳
の
場
合
、
前
記
王
廷
湊
に
よ
る
募
兵
の
事
例
や
、
唐
末
の
烏
震
が

「翼
州
信
都
の

人
な
り
。
少
く
し
て
孤
な
れ
ば
、
自
ら
郷
校
を
勤
め
、
弱
冠
に
し
て
従
軍
す
」

ハ
『
沓
五
代
史
』
五
九

烏
震
俸
〉
と
い
い
、
同
じ
く
符
習
が

「趨



州
昭
慶
豚
の
人
な
り
。
少
く
し
て
従
軍
す
」

符
習
博
)
と
い
う
よ
う
に
、
成
徳
管
内
の
民
が
貫
孤
な
ど
の
理
由
で
新
た
に
入
軍
し
て
い

る
例
か
ら
し
て
、
む
し
ろ
兵
士
層
に
は
不
断
の
新
陳
代
謝
が
あ

っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
成
徳
に
お
い
て
は
、
成
立
時
よ
り
安
史
以

(
同
前

来
の
宿
賂
を
数
多
く
擁
し
、

も
と
も
と
そ
の
威
室
は
高
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
と
と
も
に
、
彼
ら
が
世
襲
や
婚
姻
に
よ
り
牢
固
た
る
勢
力
を
保
持

し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
彼
ら
「
将
」
と
「
兵
」
の
聞
に
は
自
ら
地
位
の
懸
隔
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

公
、
本
と
深
州
鏡
陽
牒
の
人
な
り
。
祭
亭
〔
誇
?
〕
に
別
業
し
て
積
む
に
徐
載
有
り
。
曾
頭
、
皇
朝
の
緯
州
長
史
に
任
ぜ
ら
る
。
組
徴
、

高
向
に
し
て
不
仕
。
考
承
泰
、
頃
ろ
城
成
細
部
虞
を
以
て
、
此
の
城
幽
州
の
攻
園
を
被
る
に
、
公
、
伺
憶
の
材
を
負
ひ
、
誠
を
聡
じ
て
殺
を

展
ベ
、
去
る
元
和
四
年
、
成
徳
軍
節
度
使
の
牒
を
授
か
り
で
、
十
勝
に
補
充
せ
ら
れ
、
粂
ね
て
築
蕎
鎖
遁
都
知
兵
馬
使
苑
公
の
押
街
に
充

て
ら
る
。
公
君
卒
、
勝
子
の
子
な
れ
ば
‘
軍
前
に
魁
魁
と
し
て
干
城
の
志
あ
り
、

信
義
も
て
立
身
し
、
孤
標
も
て
操
を
作
す
。
:
:
:

〈
黄
本
駿
『
古
誌
石
華
』一一

O
「
張
君
一
件
」
)

-121-

と
は
、

大
和
八
年
〈
八
三
四
)
に
三
十
六
歳
で
湿
し
た
張
君
卒
の
墓
誌
で
あ
る
が
、

人
で
あ
ろ
う
か
。
誌
文
に
言
う
よ
う
に
、
元
和
四
年
ハ
八
O
九
)
の
王
承
宗
の
桓
命
に
よ
っ
て
築
寄
は
直
龍
節
度
使
劉
済
の
攻
園
を
受
け
た
が
、

(
m
m
)
 

こ
の
と
き
初
め
て
君
卒
の
父
承
泰
が
軍
に
身
を
投
じ
、
藩
の
下
級
軍
職
た
る
十
賂
の
職
を
授
け
ら
れ
た
如
く
で
あ
る
。

築
審
燃
に
別
業
を
営
ん
で
い
た
と
い
う
か
ら
在
地
上
層
の

し
か
し

な
が
ら

そ

の
子
君
卒
は

「
軍
前
に
魁
越
と
し
て
干
城
の
志
あ
り
」

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、

や
は
り
軍
に
職
を
奉
じ
た
如
く
で
あ
り
な
が
ら
、

藩
の
軍
職

か
か
る
新
参
の
者
が
軍
将
の

〈
軍
賂
の
肩
書
き
)
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
は

在
地
か
ら
藩
軍
に
登
用
さ
れ
る
例
は
確
か
に
あ
っ
た
が

情豊
を
世
襲
的

保
持
し
て

諸
持
層
の

一
重
に
座
を
占
め
る
こ
と
は

中
々
に
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い

一
瞳
に
、
唐
代
藩
鎖
に
お
い
て
「
勝
」

〈

川

〉

り
得
な
か
っ
た
し
、
「
賂
」
が
麿
下
の
「
丘
ハ
」
を
自
己
の
一
存
で
鹿
罰
・
杖
殺
し
て
い
る
例
が
、
小
説
史
料
な
が
ら
順
地
の
藩
鎖
に
お
い
て
も

(

川

〉

(
山

)

認
め
ら
れ
る
。
反
側
の
藩
鎖
に
お
い
て
は

「河
北
の
法
、
軍
中
に
て
偶
語
せ
る

者

は

斬

」

舎

昌

五

年

正

月

庚

申

僚

)

の

如

く

、

「
兵
」
聞
に
は
一
定
の
地
位
の
懸
隔
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ

「
丘
ハ
」
は
功
な
く
し
て

「賂
」
に
昇
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(
『
通
鑑
』
二
四
八
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極
め
て
厳
酷
な
軍
律
が
敷
か
れ
て
い
た
か
ら
、
あ
る
意
味
で
「
終
」
は
「
兵
」
に
射
し
て
生
殺
輿
奪
の
権
を
行
使
し
得
る
立
場
に
あ

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
殊
に
河
朔
三
鎮
に
お
い
て
は

右
訪
問
す
ら
く
、
諸
道
の
各
軍
は
、
皆
な
自
ら
都
頭
有
る
も
、
常
に
相
顧
望
し
て
命
を
殺
す
を
肯
ん
ぜ
ず
と
。
請
ふ
ら
く
は
、
河
朔
の
軍

法
に
依
り
、
(
李
)
彦
佐

・
劉
河
に
委
ね
て
、

一
園
を
貼
し
て
去
か
し
め

三
二
千
人
毎
に
分
か
ち
て
一
固
と
魚
し
、

一
切
の
成
敗
は
、
都
頭
に
責
成
せ
ん
こ
と
を
。

如
し
雁
念
に
使
用
す
べ
き
の
昆
有
ら
ば
、
使
ち

(
李
徳
裕

『李
術
公
舎
昌
一
口
問
集
』
一
五
「
論
彦
佐
劉
汚
下
諸
道
客
軍
獄
」
)

と
あ
る
如
く
、
あ
ら
か
じ
め
二
J
三
千
人
の
兵
を
一
固
に
編
成
し
、

園
長
た
る
軍
将

(
都
頭
)
が

一
切
の
成
敗
の
責
任
を
負
う
と
い
う
シ
ス

テ
ム
が
と
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
各
園
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
磨
下
の
兵
に
劃
し
て
強
力
な
統
制
力
を
把
持
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
僅

制
下
に
お
い
て
は
、
個
々
の
「
丘
ハ
」
は
そ
れ
ぞ
れ
直
属
の
「
将
」
の
動
き
に
浪
主
躍
的
に
追
従
す
る
他
な
く
、

「兵
」
全
世
が
一
個
の
主
睦
的

勢
力
集
闘
に
凝
集
す
る
こ
と
は
む
し
ろ
困
難
だ
っ
た
と
務
想
さ
れ
る
。
成
徳
に
お
け
る

「兵
」
の
あ
り
ょ
う
は、

ま
さ
し
く
こ
の
よ
う
な
特
質

-122ー

を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
張
孝
忠
が
易
州
を
以
て
朝
廷
に
蹄
順
す
れ
ば
、
易
州
の
軍
士
は
唯
々
こ
れ
に
従
う
の
で
あ

り
、
牛
元
翼
が

一
旦
深
州
を
以
て
蹄
順
す
れ
ば
、
そ
の
麿
下
の
兵
は
忽
ち
成
徳
の
本
箪
と
死
闘
を
交
え
る
の
で
あ
る。

祭
蕎
鎮
の
停
良
弼
・
博

野
鎮
の
李
笈
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
前
述
の
よ
う
に
、

王
廷
湊
に
射
し
「
大
将
」
王
位
ら
五
人
が
謀
販
を
は
か
つ
て
諒
さ
れ
た
際
に

(

川

)

は
、
そ
の
部
兵
二
J
三
千
人
が
併
せ
て
殺
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
な
ど
も
、
成
徳
に
お
け
る
「
兵
」
が
、
あ
た
か
も
個
々
の
「
賂
」
に
附
障
す

る
存
在
で
あ
っ
た
如
き
印
象
を
興
え
る
も
の
で
あ
る
。
尤
も
、
成
徳
に
・
お
い
て
も
、
建
中
の
動
見
の
際
、
槍
州
の
士
卒
が
、
轄
任
に
際
し
て
府

庫
の
貨
財
を
持
ち
去
ろ
う
と
し
た
刺
史
李
固
烈
を
殺
害
し
、
押
牙
程
華
に
要
請
し
て
州
務
を
領
せ
し
め
た
事
件
の
よ
う
に、

(

川

)

(

山

川

)

な
っ
た
事
例
が
な
い
課
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
例
は
、
親
博
に
比
べ
れ
ば
ご
く
僅
か
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
貌
博
牙
軍
の
場
合
と
同
日

「
兵
」
が
主
瞳
と

に
論
ず
る
詳
に
は
い
か
な
い
。

こ
う
し
て
み
る
と
、

一
個
の
主
檀
的
勢
力
集
固
と
し
て
全
軍
一
丸
と
な
っ
た
如
き
貌
博
牙
軍
の
あ
り
ょ
う
は
、
品
除
程
特
殊
で
あ
っ
た
と
言
う



べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
兵
士
集
圏
の
等
質
性
と
強
固
な
親
黛
意
識
|
例
え
ば
親
州
の
牙
軍
が
訣
滅
さ

(
山
川

)

れ
た
際
、
管
内
六
州
全
域
で
激
し
い
抵
抗
が
展
開
さ
れ
た
ー
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
箭
帥
に
擁
立
さ
れ
た
韓
允
忠
・
築
彦
頑

・
羅
弘
信
ら
が
い
ず

「
将
」
も
多
く
ま
た

「兵
」
と
同
じ
地
盤
に
出
る
と

い
う
、

内
『
奮
唐
書
』
一
八
一
)
と
俸
え
ら
れ
る
よ
う
に
、

(

川

〉

げ
て
の
等
質
性
と
親
業
意
識
で
あ
っ
て
、
か
か
る
傑
件
を
飲
く
成
徳
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
全
軍
一
丸
と
な

っ
た
結
束
力
と
全
瞳
性
は
、

や

れ
も
「
親
州
の
人
」

全
軍
を
奉

は
り
望
み
得
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
と
思
う
。

以
上
を
要
す
れ
ば
、
親
博
に
、
お
い
て
は
「
賂
」

て
い
た
の
に
劉
し
、
成
徳
に
お
い
て
は
「
賂
」

「兵」

一
丸
と
な
司
た
牙
軍
集
圏
が
文
字
通
り
藩
の
政
治
的
動
向
を
左
右
す
る
主
瞳
と
な

っ

「
兵
」
の
聞
に
地
位
の
懸
隔
が
存
し
、

藩
の
軍
事
・
政
治
の
上
で
主
導
的
位
置
を
占
め
て
い
た

の
は
専
ら
「
終
」
の
側
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
王
廷
湊
以
降
、
王
元
建
|
王
紹
鼎
|
王
紹
詑
|
王
景
崇
|
王
舘
と
、
成
徳
軍
に
お
け
る
王
氏

世
襲
支
配
は
百
年
に
及
ぶ
安
定
の
時
期
を
迎
え
る
。
そ
の
最
大
の
因
由
は
、
ま
ず
李
賓
臣
晩
年
か
ら
李
惟
岳

i
王
武
俊
時
代
に
か
け
て
大
規
模

(
山
川
〉

な
有
力
諸
絡
の
粛
清
と
離
反
が
あ
り
、
績
い
て
王
承
元
移
鎖
に
伴
う

一
部
諸
絡
の
随
行
が
あ
り
、
最
後
に
王
廷
湊
の
と
き
再
び
大
規
模
な
有
力

諸
時
間
の
離
反
が
あ

っ
て
、
こ
の
段
階
で
恐
ら
く
諸
勝
の
う
ち
最
も
強
力
な
層
は
ほ
ぼ
消
滅
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
貌
博
に

-123ー

お
い
て
後
期
に
な
る
に
従
っ
て
藩
帥
の
地
位
が
不
安
定
化
し
、
成
徳
に
お
い
て
後
期
に
な
る
に
従
っ
て
藩
帥
の
世
襲
支
配
が
安
定
す
る
と
い
う

劃
照
的
な
現
象
は
、
競
博
に
お
け
る
主
瞳
勢
力
た
る
牙
軍
集
圏
が
時
間
と
と
も
に

盆
々
結
束
力
を
強
め
今
年
代
寝
く
遠
く
し
て
:
親
黛
穆
固
た

り
」)、

成
徳
に
お
け
る
主
僅
勢
力
で
あ
っ
た
諸
持
層
が
数
次
の
淘
汰
を
経
て
次
第
に
弱
盟
化
し
た
と
い
う
、
南
藩
の
権
力
構
造
の
差
異
を
念
頭

に
置
い
た
と
き
、
最
も
よ
く
理
解
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

111 

常
山
の
秋
|
|王
氏
成
徳
軍
支
配
の
終
鷲
|

|

王
廷
湊
以
降
、
王
錯
に
至
る
ま
で
、
成
徳
寧
に
お
け
る
王
氏
世
襲
支
配
は
、
唐
末
J
五
代
の
動
範
を
よ
そ
に
、
六
代
百
年
に
及
ぶ
安
定
期
を
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迎
え
る
が
、
こ
の
安
定
の
下
で
、
成
徳
軍
の
支
配
機
構
や
全
瞳
的
特
質
も
ゆ
っ
く
り
と
獲
容
を
遂
げ
て
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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ま
ず
、
制
度
面
か
ら
言
え
ば
、
軍
務
に
臨応じ
た
職
掌
の
分
化
に
伴
う
多
様
な
職
披
の
出
現
や
、
軍
職
の
序
列
の
整
備
が
あ
げ
ら
れ
る。

(
川
)

に
唐
末
の
藩
銀
に
お
い
て
は
、
職
掌
の
分
化
に
伴
う
職
放
の
複
雑
化
や
新
奮
の
職
放
の
重
層
化
と
い

司
た
事
態
が
進
行
し
て
い
た
が
、
こ
の
黙

は
成
徳
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
『
京
畿
家
墓
遺
文
』

下
に
牧
め
る
「
孟
弘
敏
及
夫
人
李
氏
墓
誌
」
に
よ
れ
ば
、
天
枯
十
六

年

(
H梁
・
貞
明
五
年、

九
一
九
)
に
三
十
歳
で
渡
し
た
成
徳
軍
下
の
軍
将
孟
弘
敏
は
、

般

「東
門
百
人
賂
」

(
天
結
五
年
)
↓
「
口
口
虞
候
」

〆「

九

年〉

↓

「
東
門
散
持
」

(
十
年
〉
↓
「
東
門
討
撃
副
使
・

池
種
都
監
官
」
(
十一

年
)
↓
「
東
門
親
事
兵
馬
使

・
宅
内
鞍
轡
庫
口
知
官
」
(
十
四
年
〉

の
如
く
昇
蓬
し
て
い
る
が
、
軍
職
の
位
階
γ

と
し
て
明
ら
か
に、

百
人
将
↓
虞
侯
↓
散
勝
↓
討
撃
副
使
↓
兵
馬
使
と
い
う
序
列
が
存
し
て
い
た
こ

の
軍
将
紀
豊
の
墓
誌
で
あ
る
が
、

乾
符
二
年
(
八
七
五
〉
に
三
十
八
歳
で
渡
し
た
成
徳
軍
下

紀
盟
は

や
は
り
「
侠
馬
副
将
」
↓
「
散
賂
知
絡
事
」
↓

「
正
勝
粂
討
撃
副
使
」
の
如
く
昇
遜
し
て
い
る。
(

川

)

「
侠
馬
」
な
ど
は
部
隊
名
乃
至
職
責
の
所
在
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
鎮
州
府
城
の
東
門
に
は
親
軍
の
軍
替
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
、

と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
同
書
同
巻
に
牧
め
る

「
紀
豊
及
夫
人
牛
氏
合
耐
墓
誌
」
は
、

「
東
門
」

ま
た
紀
豊
が
「
親
事
替
の
官
舎
」
で
渡
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

夫
人
の
牛
氏
は
「
鎖
府
北
馬
軍
替
の
官
舎
」
で
渡
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
恐
ら
く
長
子
の

「街
前
兵
馬
使

・
左
親
騎
指
揮
使
」

爽
が
「
北
馬
軍

管
」
に
所
属
し
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
ま
た

{表
3
}
陥
叩
に
掲
げ
た
如
く
、
紀
盟
の
曾
粗
奏
・

-組長

・
父
審
は
代
々
成
徳
藩
下
の
軍
将

孟
弘
敏
の
妻
李
氏
は
「
節
度
押
街
・
卒
山
銀
逼
使
の
女」

と
い

う
か
ら
、
成
徳
に
お
け
る
諸
勝
層
の
世
襲
性
や
相
互
婚
姻
は
、

唐

「侠
馬
」
は
或
は
親
軍
の
部
隊
名
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
紀
盟

ーニ124'--" 

を
務
め
、

末
の
段
階
に
お
い
て
も
な
お
保
持
さ
れ
て
い
た
如
く
で
あ
る
。

次
に
注
目
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
軍
職
と
藩
政
の
庶
務
に
掲
わ
る
吏
職
と
の
接
近
の
様
相
で
あ
ろ
う。

す
な
わ
ち
、
孟
弘
敏
は

「東

〈

川

〉

門
討
撃
副
使
」
な
ど
の
箪
職
と
同
時
に
「
池
揮
都
監
官
」
(
銀
州
府
城
北
に
あ
っ
た
池
溜
の
管
理
を
任
務
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
〉
「
宅
内
鞍
轡
庫
口
監

官
」
の
如
き
庶
務
に
掛
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
同
墓
誌
に
よ
れ
ば
、
弘
敏
の
義
姉
の
夫

「街
前
兵
馬
使
」
楊
環
は

「東
門
討
撃
副
使

・
宅
内

(
川

)

染
坊
監
官
」
の
子
と
、
義
妹
の
夫
「
東
鹿
鯨
令
・
防
禦
兵
馬
使
」
李
思
業
は
「
親
従
左
廟
都
押
街
・
都
週
旦回
一商一
税
使
」
の
子
と
記
さ
れ
、
ま
た

弘
敏
の
父
文
徳
も
「
節
度
都
廻
置
銭
穀
都
知
官
」
と
停
え
ら
れ
る
。
ま
た
も
う

一
人
の
義
妹
は
、

「口
口
豚
令
・
防
禦
兵
馬
使
」
の
長
子

「鎮



(

川

〉

府
遼
要
」
買
矯
に
嫁
い
で
い
る
が
、
逐
要
は
文
職
僚
佐
で
あ
る
。

持
」
↓
「
口
撃
副
使
・
粂
後
槽
坊
使
」
↓

「右
府
廟
虞
候
」
の
如
く
昇
遷
し
て
お
り

(『惰
唐
五
代
墓
誌
匿
編
』
河
北
巻

「
馬
良
及
妻
梁
氏
合
葬
墓

ま
た、

中
和
二
年

円八
八
二
)
に
鎮
州
員
定
勝
で
渡
し
た
馬
良
は

寸
後
槽
坊

誌」)、

史
圭
な
る
者
は
「
其
の
先
は
王
武
俊
と
興
に
塞
外
よ
り
来
」

司
た
者
で
、
高
租
曾
は

「鎮
陽
の
牙
校
」
で
あ
っ
た
が
、
父
釣
は
安
卒

'

九
門
の
牒
令
を
務
め
、
圭
自
身
も
「
撃
を
好
み
詩
に
工
に
し
て
、

吏
道
に
長
ず
」
と
停
え
ら
れ
、
唐
末
の
光
化
年
間
(
八
九
八
J
九
O
一
)
に
皐

城
・
鏡
陽
二
勝
の
尉
を
歴
し
、

の
ち
房
子
・

寧
晋
・
元
氏
・

繁
喜

・
博
陵
五
豚
の
令
を
歴
任
し
た
と
い

う

(『奮
五
代
史
』
九
二

史
圭
俸
)
。
こ

う
し
た
例
か
ら
す
る
と
、
孟
弘
敏
一
族
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
軍
職
と
吏
職
・
文
職
と
の
接
近

・
混
鴻
は
、
恐
ら
く
諸
賂
層
全
置
に
共
有
さ
れ
る

傾
向
で
あ
り
、
時
代
の
趨
勢
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
れ
と
は
逆
に
「
鎮
府
逐
要
粂
山
場
務
剣
官
」
か
ら

「
山
場
賂
(加
経
略
副
使
〉
」

(
川

)

「
山
場
務
都
知
官
」
を
鰹
て
「
深
州
鏡
陽
鎮
遁
使
(
加
街
前
兵
馬
使
)
」
と
な
っ
た
荊
休

(
天
結
九
年
H
九
一
一一波
〉
の

よ
う
に、

吏
職
か
ら
軍
職

に
登
用
さ
れ
る
例
も
あ
司
た
。

(『奮
五
代
史
』
五
六

-125-

王
錯
の
要
請
に
腔
じ
て
鎮
州
の
救
援
に
赴
い
た
李
音
の
宿
賂
周
徳
威
は
、
成
徳

・
義
武
の
軍
を
評
し
て

「
鎮
・
定
の
兵
は
守
域
に
長
ず
る
も
、
野
戦
に

短

な

り

」

周

徳
威
俸
)
と
言
っ
て
い
る
が
、
周
徳
威
の
自
に
映

っ
た
成
徳

五
代
梁
初
の
開
卒
四
年
(
九
一

O
)、

の
兵
は
守
城
を
得
手
と
す
る
全
く
中
図
的
な
軍
隊
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
か
つ
て
の
馬
軍
の
精
強
を
一
融
わ
れ
た
成
徳
軍
の
面
目
は
も
は
や
失
わ
れ

て
い
た
如
く
で
あ
る
。
ま
た
唐
末
黄
集
の
凱
以
降
、
中
圏
全
土
が
戟
範
の
巷
と
化
す
中
で、

濁
り
鎮
州
の
み
は

「王
氏
の
無
事
を
楽
し
み
、
都

人
の
土
女
は
褒
衣
博
帯
し
、
窓
勺
修
に
務
め
て
嬉
遊
を
潟
す」

(『新
五
代
史
』
一二九

王
鎗
停
)
と
い
う
戦
観
の
世
と
も
思
え
ぬ
太
卒
を
謡
歌
し
て

い
た
。
軍
職
と
吏
職
・
文
職
の
接
近
・
混
溝
と
い
う
事
態
も
、

畢
寛
こ

の
よ
う
な
成
徳
軍
全
瞳
の
襲
容
に
随
伴
す
る
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
。
王

氏
百
年
の
世
襲
支
配
下
に
お
け
る
、
こ

の
よ
う
な
成
徳
軍
藩
鎮
の
獲
容
を
一
口
で
言
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
王
氏
成
徳
軍
支
配
の
俸
統
化
H
家
産

制
的
支
配
の
安
定
と
、
こ
れ
に
伴
う
諸
将
屠
の
家
産
官
僚
的
性
格
へ
の
傾
斜
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う。
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唐
末
の
景
一
幅
二
年
(
八
九
三
)
、
鎮
州
の
客
将
と
な
っ
て
い
た
前
虚
龍
節
度
使
李
匡
威
が
、
節
帥
王
銘
を
却
し
て
落
の
乗
っ
取
り
を
企
て
る
と

い
う
事
件
が
あ
っ
た
。
李
匡
威
は
、

事
前
に
賂
土
に
恩
を
施
し
て
歓
心
を
買
お
う
と
し
た
が
、

「
王
氏
鎮
に
在
る
こ
と
久
し
け
れ
ば
、
銀
人
之
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を
愛
し
、
匡
威
に
伺
は
ず
」

(
『
通
鑑
』
二
五
九

景
福
二
年
四
月
篠
)

「鎮
の
三
軍
素
よ
り
王
氏
に
忠
な
れ
ば
、

其
の
篤
す
所
を
悪
」
ん
だ
(『奮

唐
書
』
一
八

O

李
匡
威
傍
)
と
停
え
ら
れ
る。

」
の
事
件
は
結
局
、

屠
者
墨
君
和
な
る
者
が
李
匡
威
の
手
か
ら
王
鎗
を
奪
還
し、

匡
威
は
諜
数

さ
れ
て
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
に

「王
氏
鎖
に
在
る
こ
と
久
し
け
れ
ば

銀
人
之
を
愛
」
す
と
か

「
鎮
の
一一一軍
素
よ
り

王
氏
に
忠
」

と
い
い
、
或
は
前
掲
の
「
王
氏
の
無
事
を
楽
し
み」

と
い
う
表
現
を
見
れ
ば
、
成
徳
に
お
け
る
王
氏
の
支
配
が
す
っ
か
り
俸
統
化
し
、
軍
民
の

聞
に
自
然
な
恭
順
の
念
を
醸
成
す
る
に
至
っ
て
い
た
こ
と
が
見
て
と
れ
よ
う。

ま
た

後
に
王
銘
が
野
心
家
の
客
賂
張
文
躍
(
王
徳
明
)
の
策

動
に
よ
っ
て
試
殺
さ
れ
た
と
き
、
偶
々
菅
王
李
存
回
助
の
軍
営
に
参
陣
し
て
い
た
成
徳
の
賂
符
習
は
「
臣
、

本
と
越
人
に
し
て
家
世
々
王
氏
に
事

ふ
0

・
:
幾
放
を
聞
き
て
よ
り
、
徒
だ
寛
憤
を
懐
く
の
み
。
以
て
自
到
せ
ん
と
欲
す
る
も
、

皆
魂
に
盆
無
し
0

・:
願
は
く
は
一
領
府
に
在
り
て
血
戦

し
て
死
す
と
も
、
身
を
凶
首
に
委
ぬ
る
能
は
ざ
ら
ん
こ
と
を
」
と
の
決
意
を
披
涯
し
、

張
文
雄
父
子
が
諒
さ
れ
た
後
、

李
存
島
が
成
徳
の
節
鉱

を
授
け
よ
う
と
し
た
所
、

「故
使
未
だ
葬
ら
れ
ず
、
叉
た
嗣
息
無
き
に
よ
り
、
臣
、
合
に
斬
緩
に
服
す
ベ
し
。
臣
躍
の
畢
る
を
候
ち
て
命
に
聴

ま
た
同
じ
く
成
徳
の
勝
烏
震
も
「
主
鰭
を
復
さ
ん
こ
と
を
志
し
、

雲

符
習
惇
〉
。
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は
ん
」
と
述
べ
て
こ
れ
を
酔
附
し
て
い
る
(
『奮
五
代
史
』
五
九

急
な
り
」

泣
し
て
行
く
を
請
ふ
。
兵
の
怪
陽
に
及
ぶ
や
、
文
雄
、
其
の
母
萎
泊
び
児
女
十
口
を
執
へ
て
之
を
誘
ふ
も
週
り
み
ず
、
域
を
攻
む
る
こ
と
日
に

い
ず
れ
も
五
代
凱
離
の
世
に
あ
っ
て
は
稀
有
な
事
例
に
属
す
と
言
っ

て
よ
か
ろ
う
が
、
こ
れ
も

(
向
前

烏
震
俸
)
と
俸
え
ら
れ
る。

ま
た
成
傭
憾
の
賂
土
が
侍
統
的
支
配
者
た
る
王
氏
に
強
い
忠
順
の
念
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
著
例
で
あ
ろ
う
。

言
う
な
れ
ば
、
唐
末
五
代
期

に
お
け
る
成
徳
箪
藩
銀
は
、
累
世
の
藩
帥
王
氏
の
俸
統
的
支
配
下
に
あ
る
一
簡
の
小
家
産
制
王
園
と
い
う
に
近
い
相
貌
を
呈
し
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
絶
え
ず
牙
軍
の
匪
力
に
脅
か
さ
れ
て
い
た
同
時
期
の
貌
博
に
お
け
る
藩
帥
権
力
の
あ
り
方
と
比
べ
る
な
ら
ば
、

雨
者
の
聞
に
は
著
し
い
差
異
が
あ

司
た
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

屈
強
の
諸
持
と
精
強
な
馬
軍
に
擦
っ
て
立
つ
(
そ
れ
故
に
藩
帥
権
力
は
必
ず
し
も
安
定
し
な
い
)
雄
藩
か
ら
、

小
家
産
制
王
園
へ
。
こ
う
し
た
成
徳
軍
藩
鎮
の
獲
容
を
、
ま
さ
し
く
象
徴
し
て
い
る
の
が
王
氏
最
後
の
藩
帥
と
な

っ
た
王
舘
そ
の
人
で
あ
る
。

王

錯

は

「

人

と

鋳

り

仁

に

し

て

不

武

、

未

だ

嘗

て

敢

え

て

兵

を

先

に

魚

さ

ず

」

王

銘

博
〉
と
俸
え
ら
れ
、

惇
統
的
支
配
に
安
座
す
る

一
箇
の

(
『
新
五
代
史
』
三
九

軍
閥
の
領
袖
と



し
て
は
明
か
覇
気
に
絞
け
る
人
物
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
前
述
の
李
匡
威
の
ク
ー
デ
タ
ー
の
と
き
も
易
々
と
脅
迫
に
屈
し
て
お
り
、

五
代
期
に
お

い
て
は
、
朱
梁

・
李
菅
の
二
大
勢
力
の
間
に
あ
っ
て
、
嘗
初
は
梁
の
正
朔
を
奉
じ
つ
つ
、

一
面
李
菅
と
の
連
絡
を
保
ち
、
後
に
朱
全
忠
が
河
朔

併
呑
の
志
を
明
ら
か
に
す
る
や
、
李
菅
と
結
ん
で
唐
の
天
枯
の
年
競
を
復
す
な
ど
、
二
強
の
聞
を
反
覆
し
て
、
只
管
自
藩
の
無
事
を
維
持
す
る

「
皆
な
第
舎
を
離
麗
し
、
園
池
を
崇
飾
し
て
奇
花
異
木
を
植
ゑ
、

を
事
と
し
、
政
事
に
親
し
ま
ず
、
事
は
皆
な
僚
佐
に
仰
成
す
」
(『
遁
鑑
』
二
七
一

に
努
め
た
。

遁
ひ
に
相
誇
向
す
」
(
『
奮
五
代
史
』
五
四

王
銘
停
)
「多
く
嬉
遊

貞
明
六
年
十
二
月
僚
〉
と
い
う
の
が
、
停
え
ら
れ
る
そ
の
内
政

で
あ
る
。
ま
た
王
錯
は
、
鎮
州
龍
興
寺
の
大
悲
像
を
建
立
し
た
と
い
う
惇
承
や
、
趨
州
従
誌
や
臨
済
調
へ
の
傾
倒
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
併

(

川

)

教
に
闘
し
て
も
並
々
な
ら
ぬ
関
心
と
理
解
を
有
し
て
い
た
。
ま
た

『
臨
済
録
』
努
頭
に
「
府
主
王
常
侍
(
紹
麓
)
、
諸
官
と
師
を
請
じ
て
陸
座

せ
し
む
」
と
い
い
、
夙
に
柳
田
聖
山
氏
が
指
摘
さ
れ
る
如
く
、

「裏
に
向
ひ
外
に
向
ひ
て
逢
着
す
れ
ば
便
ち
殺
せ
。
併
に
逢
ふ
て
は
仰
を
殺
し
、

組
に
逢
ふ
て
は
租
を
殺
し
、
羅
漢
に
逢
ふ
て
は
羅
漢
を
殺
し
、
父
母
に
逢
ふ
て
は
父
母
を
殺
し
、
親
替
に
逢
ふ
て
は
親
谷
を
殺
し
て
、
始
め
て

(

川

)

(
『
臨
済
録
』
一
示
衆
〉
と
い
う
臨
済
義
玄
の
有
名
な
設
法
が
、
封
告
衆
と
し
て
明
ら
か
に
武
人
層
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
前

述
の
李
匡
威
の
ク
ー
デ
タ
ー
の
際
に
王
舘
の
危
急
を
救
っ
た
墨
君
和
が
、

後
に
自
宅
を
喜
捨
し
て
臨
済
寺
院
と
し
た
〈
陸
滋
『
老
暴
落
筆
記
』

一
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解
脱
を
得
ん
」

O
)
と
い
う
よ
う
な
こ
と
か
ら
す
る
と

輝
へ
の
傾
倒
は
、
恐
ら
く
藩
軍
全
瞳
を
風
擁
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
欄
へ
の

(

川

〉

傾
倒
は
、
こ
れ
を
「
新
し
い
買
力
的
な
統
治
者
と
し
て
た
く
ま
し
い
自
己
の
権
威
と
文
化
的
教
養
を
形
成
す
べ
き
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
い
た」

放
と
、
す
な
わ
ち
一
箇
の
文
化
的
成
熟
と
見
る
こ
と
も
出
来
よ
う
が、

し
か
し
、
こ
れ
を
激
し
い
戦
い
に
明
け
暮
れ
た
藩
租
李
賓
臣
以
来
王
廷

有
閑
の
ま
に
ま
に
紳
妙
な
顔
つ
き
で
樟
借
の
説
法
に
耳
を
傾
け
る

前
期
成
徳
軍
に
渡
る
荒
々
し
い
風
気
に
比
す
な
ら
ば、

湊
時
代
ま
で
の
、

諸
勝
の
姿
は
、
む
し
ろ
こ
れ
を
退
麿
と
呼
ぶ
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

ま
し
て
世
は
唐
極
末
か
ら
五
代
に
向
か
う
戦
凱
の
時
代
な
の
で
あ
る
。

成
徳
軍
が
馬
軍
の
精
強
を
謡
わ
れ
た
往
年
の
面
影
を
失
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
蓋
し
嘗
然
で
あ
っ
た
。

節
帥
王
錯
は
、

そ
の
晩
年
、
道
教
へ
の
信
仰
に
の
め
り
こ
ん
で
行
っ
た
。
そ
の
緩
子
は
、

267 

宴
安
既
に
久
し
く
、
左
道
に
惑
ひ
、

専
ら
長
生
の
要
を
求
め
、

常
に
絡
責
を
緊
め
て
仙
丹
を
合
練
す
。

或
は
併
鰹
を
講
読
し
、

親
ら
符
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(
鍛
)
〔
篠
〕
を
(
授
)
〔
受
〕
く
。
西
山
、
併
寺
多
し
。
又
た
王
母
親
有
り
。

舘

舘
{
予
を
増
置
し
、

土
木
を
雌
飾
す
。
道
士
王
若
前
な

る
者
、
搭
を
誘
ひ
て
登
山
臨
水
し
、
仙
迩
を
訪
求
せ
し
む
。

〈
『
醤
五
代
史
』
五
四

王
助
給
停
)

と
停
え
ら
れ
る
。
梁

・
菅
が
河
上
に
覇
を
争
う
連
年
の
死
闘
を
繰
り
蹟
げ
て
い
る
頃
で
あ
る。

而
し
て
鎖
州
で
は
、
前
述
の
如
く

「
士
女
は
褒

衣
博
稽
し
、
本
ワ
修
に
務
め
て
嬉
遊
を
震
す
」
と
い
う
浮
世
離
れ
し
た
太
卒
の
日
々
が
現
出
し
て
い
た
。
こ
れ
は
も
は
や
ア
ナ
ク
ロ
ニ

ズ
ム
と
い

う
べ
き
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

落
軍
を
穆
げ
て
の
成
熟
の
秋
は

や
が
て
巌
刻
な
る
時
流
の
淘
汰
に
さ
ら
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
王
舘
は
晩
年
、
行
軍
司
馬
李
鵡
と
置
者
李
弘
規
に
政
事
を
委
任
し
、
更
に
宣
者
石
希
蒙
を
寵
愛
し
て
起
臥
を
供
に
し
た
と
い
う
。
道
教
へ
の

酷
信
は
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
盆
々
昂
じ
、
し
ば
し
ば
西
山
に
詣
で
た
が
、
一
た
び
詣
で
れ
ば
数
月
鯖
ら
ず
、
随
従
の
将
佐
士
卒
は
寓
人
を
下

ら
ず
、
痛
に
軍
民
は
糧
食
の
供
給
に
苦
し
ん
だ
。
梁
の
貞
明
六
年
〈
九
二
一
)
多
、

西
山
か
ら
の
開
途
、

石
希
蒙
は
王
舘
に
更
に
他
所
へ
の
遊
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輿
を
懲
湿
し
た
。

王
舘
は
李
弘
規
の
諌
を
容
れ
て

一
日
一
は
蹄
府
を
約
し
た
が
、
希
蒙
の
懇
望
に
よ
っ
て
約
束
を
撤
回
し
た
た
め
、
弘
規
は
親
軍

の
将
士
を
調
し
て
抜
万
し
て
開
府
を
迫
り
、
併
せ
て
希
蒙
を
諒
殺
し
た
。
倉
卒
に
蹄
府
し
た
王
舘
は
、
そ
の
夜
、

子
の
節
度
副
大
使
昭
砕
ら
を

し
て
李
弘
規

・
李
繭
ら
を
族
滅
せ
し
め
、
開
府
を
迫
っ
た
親
軍
の
賂
蘇
漢
衡
も
殺
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
軍
情
不
安
の
中
、
密
か
に
野
心
を
抱
く

客
将
王
徳
明
は
、
頻
り
に
軍
中
を
扇
動
し
た
か
ら

つ
い
に
親
軍
が
丘
ハ
獲
を
起
こ
し
、

王
錯
は
一
族
を
傘
げ
て
殺
害
さ
れ
、
か
く
て
六
代
百
年

そ
の
後
、
叛
絡
王
徳
明
(
張
文
雄
の
奮
名
に
復
す
〉
|
張
慮
瑳
父

(
川

〉

一
年
齢
の
抗
戦
の
末
に
力
量
き
て
降
っ
た
。
こ
れ
よ
り
成
徳
軍
官
僚
銀
は
李

に
及
ぶ
王
氏
の
成
徳
軍
世
襲
支
配
は
あ
っ
け
な
い
終
鷲
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

子
は、

王
錯
と
同
盟
側
係
に
あ
?
た
耳
目
玉
李
存
島
の
攻
園
を
受
け
、

菅
l
l
後
麿
の
支
配
下
に
入
り
、

こ
こ
に
成
徳
に
お
け
る
「
河
朔
の
醤
事
」
も
終
駕
を
告
げ
た
。
J

お

オっ

り

王
蕗
斌
殺
後
、
張
文
躍
は

「
越
の
故
絡
を
忌
み
、
多
く
珠
滅
す
る
所
」
と
な
っ
た
と
い
い
(
『
遁
鑑
』
二
七
一

龍
徳
元
年
七
月
篠
)
、

ま
た
一
年



〈

川

)

徐
に
亙
る
攻
園
戦
に
よ
り
、
成
徳
の
諸
賂
層
は
こ
の
動
範
中
に
潰
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
成
徳
の
自
立
を
支
え
て
来
た
か

か
る
諸
持
層
の
消
滅
に
よ
り
、
成
徳
軍
藩
鎮
は
軍
閥
と
し
て
の
寅
質
を
ほ
ぼ
失
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
後
唐
以
降
、
成
徳
は
な
お
河
北
の

重
鎮
と
し
て
、
郭
崇
簡
・
李
嗣
源
(
後
唐
明
宗
)
・
菰
延
光
・
杜
重
威
と
い
っ
た
元
老
ク
ラ
ス
の
軍
絡
が
出
鎖
す
る
雄
藩
た
る
を
失
わ
な
か

っ
た

が
、
し
か
し
中
央
政
府
に
射
し
て
は
ほ
ぼ
恭
順
で
あ
り
、
後
膏
・
天
一幅
六
J
七
年
ハ
九
四
一
l
四
二
〉
の
安
重
築
の
叛
を
除
け
ば
、
中
央
に
封
す

る
自
立
担
命
と
い
っ
た
動
き
は
殆
ん
ど
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る。

牙
軍
談
滅
の
後
、

れ、
こ
れ
に
針
し
貌
博
に
お
い
て
は
、
夙
に
趨
翼
が
『
廿
二
史
街
記
』
二
二
「
貌
博
牙
兵
九
南
次
諒
裁
」
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
羅
紹
威
に
よ
る

そ
の
子
周
翰
を
追
放
し
て
節
度
使
と
な
司
た
楊
師
厚
に
よ
り
、
軍
中
の
暁
鋭
を
選
抜
し
て
「
銀
槍
数
節
軍
」
敷
千
人
が
置
か

「
故
時
牙
軍
の
態
を
復
す
」

(『奮
五
代
史
』

二
二

楊
師
厚
停
)
と
稽
さ
れ
る
に
至

っ
た。

そ
の
後
、
梁
の
末
一帝一
が
楊
師
厚
の
死
に
乗
じ
て

貌
博
藩
鎮
の
分
割
を
園
っ
た
こ
と
か
ら
、
競
博
は
離
反
し
て
李
E

固
に
通
じ
、

「銀
槍
数
節
軍
」
は
菅
王
李
存
島
の
親
軍
に
編
入
さ
れ
て

「帳
前
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銀
槍
都
」

封
梁
戦
に
活
躍
第
一

を
稽
さ
れ
た
後
、

主
役
と
も
な
っ
た
が
、
兵
獲
に
よ
っ
て
聞
位
し
た
明
宗
に
そ
の
購
横
を
悪
ま
れ
、
天
成
二
年

(
九
二
七
)
、
九
指
揮
三
千
五
百
人
が
家
族
寓
徐
人

と
と
も
に
殺
さ
れ
る
と
い
う
、
再
度
の
訣
裁
を
被
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
競
博
の
騎
風
も
よ
う
や
く
終
熔
し
た
が
、

張
費
俸
に
は
「
大
名
館
陶
の
人
、
世
々
牙
中
軍
漏
り
。

:・
太
租
(
越
匡
胤
)
の
帳
下
に
隷
す
。

『
宋

と
な
り
、

恩
賞

・
待
遇
へ
の
不
満
か
ら
荘
宗
李
存
島
を
倒
す
ク
ー
デ
タ
ー

(
貌
州
兵
繁
)
の

史
』
二
五
九

周
の
額
徳
中、

太
組
、
世
宗
に

五
代
後
期
に
至
っ
て
も
、
貌
博
牙
軍
の
俸
統
は
何
程
か
残
存
し
て
い
た
如
く
で
あ
る
。
貌
博
の
自
立
の
主

僅
が
牙
軍
と
い
う
地
域
に
根
ざ
し
た
兵
士
集
圏
に
あ
り
、
そ
の
俸
統
が
在
地
貌
州
に
息
づ
い
て
い
る
限
り
、
牙
軍
は
再
生
さ
れ
、
そ
の
自
立
政

患
の
風
気
も
ま
た
再
生
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
貌
博
と
成
徳
と
で
は
、
そ
の
権
力
の
構
造
と
力
挙
が
異
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

従
ひ
て
南
征
し
:
・」
と
あ
る
か
ら
、

以
上
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
貌
博
と
成
徳
の
差
異
を
追
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
河
朔
三
鎮
が
決
し
て
同

一
の
擢
力
構
造
モ
デ
ル
で
は
論
じ
ら

れ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
う
し
た
各
藩
の
差
異
を
包
請
し
た
上
で
の
新
た
な
河
朔
三
鎮
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
な
お
今
後
の
諜
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。
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註(
1
〉
藩
銀
値
制
乃
至
唐
末
五
代
政
治
史
に
つ
い
て
の
研
究
史

・
展
望
は
、

栗
原
盆
男
「
安
史
の
飢
と
棒
銀
盤
制
の
展
開
」
(
『
岩
波
講
座
・
世
界

歴
史
(
六
)
』
一
九
七
一
)
、
大
津
正
昭
「
唐
末

・
五
代
政
治
史
研
究
へ

の
一
一
腕
黙
」
(『
東
洋
史
研
究
』
一
三
1

四
、
一

九
七
三
〉
、
清
水
和
恵

「
藩
鎮
の
研
究
史
」
(
『
龍
谷
史
壇
』

八
O
、

一
九
八
二
)
、
伊
藤
宏
明

「
唐
末
五
代
政
治
史
に
関
す
る
諸
問
題
」
(『名
古
屋
大
摩
文
謬
部
研

究
論
集
』
八
六
、
一
九
八
三
)
な
ど
参
照
。

ハ
2
〉
特
に
堀
敏
一
「
藩
鎖
親
衛
箪
の
権
力
構
造
」
(
『
東
洋
文
化
研
究
所

紀
要
』
二

O
、
一
九
六

O
Y
な
お
同
「
唐
末
諸
叛
鋭
の
性
格
」
(
『東

洋
文
化
』
七
、
一
九
五
一
)
、
「
貌
博
夫
雄
軍
の
歴
史
」
(
一
九
五
八

↓
同
『
中
園
古
代
史
の
硯
黙
』
汲
古
書
院
、

一
九
九
四
)
も
多
照
。

(
3
〉
谷
川
道
雄
「
河
朔
三
銀
に
お
け
る
節
度
使
権
力
の
性
格
」
(
『
名
古

屋
大
風
干
文
民
平
部
研
究
論
集
』
七
四
、
一
九
七
八
〉
、
「
河
朔
三
銀
に
お

け
る
藩
帥
の
承
縫
に
つ
い
て
」
(
召
奇
壁
紙
男
先
生
古
稀
記
念
論
集

中

園
の
法
と
祉
曾
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
八
)
。
な
お
同
「
北
朝
末
J
五

代
の
義
兄
弟
結
合
に
つ
い
て
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
一
一
一
九
|
二
、
一
九

八
O
)
も
参
照
。

(

4

)

大
津
前
註
(
1
〉
論
文
、
同
「
唐
末
の
藩
銀
と
中
央
権
力
」
(
『
東
洋

史
研
究
』
三
二
|
二
、
一
九
七
三
)
、
「
唐
末
藩
鎮
の
軍
構
成
に
関
す

る
一
考
察
」
(『
史
林
』
五
八
|
六
、
一
九
七
五
)
。

(5〉
(

6

)

「
反
側
」
「
順
地
」
に
つ
い
て
は
、

李
朝
『
李
文
公
集
』

一一

「
故
正
議
大
夫
:
・
贈
綾
部
向
書
韓
公
行
吠
」
、
李
終
(
蒋
借
)
『
李
相
園

論
事
集
』
三
「
叉
上
鎖
州
事
」
な
ど
市
民
岳
山
。

(

7

)

張
図
剛
「
膚
代
藩
銀
類
型
及
動
鋭
特
黙
」

(
一
九
八
三
一
↓
同
『
唐
代

藩
銀
研
究
』
湖
南
教
育
出
版
位、

一
九
八
七
)
。

王
援
朝
「
唐
代
藩
鎮

分
類
趨
議」

(
『
唐
史
論
叢
(
五
)
』
三
秦
出
版
社
、
一
九
九

O
〉、

り

g
u

H
，毛
見ロ
}百円
F

2
〈
白
岡
町
内
同
司
創
立
巾
門
口
∞

O
門
司
円
O
〈
H

ロ
己
主
〉

c
gロ
ogu、
吉

伸
『
叩
吋
・
白
口
問
ロ
ヨ
H
回
目
片
山
『

3
5
』
・
旬
。

Hq伶
回
・

ωヨ
民
「

(ゆ円
山田
・〉
"
同
町
包
お
い
て
h

g
叫

2
3
h
h
U円
Eh--
開・』

-
Fロ
-
9
a号
ロ
)
-

H

恒
三
・
の
類
型
論
も

ま
た
同
様
で
あ
る
。

(

8

)

松
井
秀

一
「
虚
龍
落
銀
孜
」
(『史闘争
雑
誌
』
六
八
|
一一一
、

一
九

五
九
三
ま
た
前
期
虚
龍
藩
銀
に
つ
い
て
は
呉
光
肇
「
唐
代
虚
龍
銀
初

期
之
政
局
」
(『史
原
』
一
て

一
九
八
一
)
、
「
唐
代
幽
州
地
域
主
義

的
形
成
」
(
『晩
唐
的
社
曾
輿
文
化
』
塞
湾
・
同
学
生
書
局
、
一
九
九
O
)

が
あ
る
。
な
お
成
徳
に
隣
接
す
る
明
義
藩
に
つ
い
て
も
、
森
部
盟

「藩

鎖
明
義
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
」
(
『
中
園
史
に
お
け
る
数
と
図
家』

雄

山
閣
、

一
九
九
四
)
が
、
そ
の
固
有
の
事
情
を
分
析
し
て
い
る。

(

9

)

虚
龍
に
つ
い
て
は
前
註
(

8

)

、
貌
博
に
つ
い
て
は
前
註
(

2

)

堀
論

文
、
韓
園
磐
「
関
子
貌
博
銀
影
響
唐
末
五
代
政
権
遁
壇
的
社
曾
経
済
分

析」

(
一
九
五
回
↓
同
『
惰
唐
五
代
史
論
集
』
三
聯
書
庖
、
一
九
七

九
〉
、
毛
漢
光
「
唐
末
五
代
政
治
↓
粧
品
閏
之
研
究
|
貌
博
二
百
年
史
論
|
」

(
一
九
八

O
↓
同
『
中
圏
中
古
政
治
史
論
』
肇
湾

・
聯
経
出
版
事
業
公

司、

一
九
九

O
)、
李
樹
桐

「
論
唐
代
数
博
銀
」

(
『
停
祭
成
教
授
紀
念

論
文
集

中

園

史
新
論
』
蔓
湾

・
聯
経
出
版
事
業
公
司
、
一
九
八
五
)
、

方
積
六
「
唐
及
五
代
的
貌
博
鎮
」

(
『
貌
菅
南
北
朝
惰
唐
史
資
料
』
一

て

一
九
九

一
)
な
ど
の
事
論
が
あ
る
が
、
成
徳
に
つ

い
て
は
こ
れ
を

個
別
に
分
析
し
た
も
の
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

(
印
)
堀
前
註
(

2

)

一
九
六

O
論
文
。

-130ー
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(
日
〉
本
文
第
E
節
に
引
く

『責
治
遁
鑑
』
(
以
下
『
遁
鑑
』
と
略
稽
)
一
一

二
二
庚
徳
元
年
六
月
庚
寅
僚
、
『
奮
唐
書
』

一
四
一
回
承
嗣
簿。

(
ロ
〉
こ
の
貼
に
闘
す
る
堀
氏
の
所
論
は
、
栗
原
盆
男
氏
の
一
連
の
研
究

(
「
唐
五
代
の
俵
父
子
的
結
合
の
性
格
」
『
史
皐
雑
誌
』
六
一一
|
六
、

一
九
五
三
、
「
唐
五
代
の
俵
父
子
的
結
合
に
お
け
る
姓
名
と
年
齢
」

『
東

洋
皐
報
』

一一一
八
|
四
、
一
九
五
六
)
な
ど
と
密
接
な
関
連
を
も
っ
。

(日
)

(

H

)

大
津
前
註
(

4

)

一
九
七
五
論
文
一
四
ニ
J
四
三
頁
、
一
九
七
三

論
文
四
頁
。

(
お
〉
谷
川
前
註
〈
3
〉
諸
論
文
。

(

M

m

〉
例
え
ば
堀
氏
に
も
「
藩
帥
の
世
襲
は
必
ず
し
も
成
功
せ
ず
、
し
ば
し

ば
部
下
の
軍
土
に
よ
っ
て
腹
立
さ
れ
、
た
と
い
世
襲
で
あ
っ
て
も
、
大

部
分
が
軍
土
の
擁
立
に
よ
る
か
承
認
を
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た」

(
前
註
(
2
ご
九
五
八
論
文
六
九
頁
)
、

「節
度
使
の
地
位
は
兵
士
た

ち
に
と
っ
て
、
奮
来
の
貌
博
の
強
制
を
維
持
し
、
『
幽
軍
給
厚
賜
』

を
保

詮
す
る
も
の
と
し
て
必
要
だ
っ
た
」
(
同

一
九
六

O
論
文

一
O
ニ
頁
)

と
い
っ
た
指
摘
が
既
に
あ
る
。

(げ
〉
日
野
開
三
郎

『支
那
中
世
の
軍
閥
』
(
一

九
四
二
↓
同
『
東
洋
史
皐

論
集
(
一
)
』
三
一
書
房
、
一
九
八

O
)
五
0
1
五
二
頁
、
一
一
一
一
八
頁
な

ど
。
な
お
張
園
剛
「
唐
代
藩
銀
軍
事
値
制
」
(
一
九
九
一
↓
同
『
唐
代

政
治
制
度
研
究
論
集
』
文
津
出
版
社
、
一
九
九
四
)
の

「
街
軍
L
|

「
外
軍
」
理
解
は
、
ほ
.
ほ
日
野
氏
の
定
義
を
踏
襲
す
る
。

(
日
〉
か
か
る
「
牙
中
軍
」
理
解
を
め
ぐ
っ
て
も
、
日
野
氏
が
「
牙
中
軍
」

の
構
成
要
素
と
し
て
官
健
と
家
健

・
私
兵
を
想
定
す
る
の
に
射
し
、
矢

野
主
税
「
藩
銀
親
衛
軍
の
組
織
と
性
格
」
(『長
崎
大
皐
皐
慈
皐
部
人
文

社
舎
拳
研
究
報
告
』
て
一
九
五
一
)
「
牙
中
軍
統
制
の
問
題
」

(『長

崎
大
息
平
民
宇
襲
皐
部
人
文
社
舎
皐
研
究
報
告
』
二
、
一
九
五
二
)
は、

「牙
中
軍
」
は
専
ら
官
健
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
家
僅

・
私
兵
は
別
個

に
「
特
別
親
衛
像
」
を
構
成
し
た
と
述
べ
る
。

(日
)
(
初
)
期
前
註
(

2

)

一
九
六
O
論
文
八
六
頁
、
八

O
頁。

(
幻
)
谷
川
前
註
(
3

)

一
九
七
八
論
文
二
頁
。

(
幻
)
藤
田
純
子

「奮
唐
書
の
成
立
に
つ
い
て
」

(
『
史
箇
』
二
七
、

一
九

六
九
)
、
池
田
温
「
正
史
の
で
き
る
ま
で
唐
書
を
例
と
し
て
」
(『中

園
の
歴
史
書』

倫
皐
圏
書
、

一
九
八
二
)
、
一
隅
弁
重
雅
「
『
奮
唐
書
』

ー

そ
の
租
本
の
研
究
序
説
」

(
『
中
園
正
史
の
基
礎
的
研
究
』
早
稲
田
大

皐
出
版
部
、
一

九
八
四
)
、

F
E回
寸

43
R
ZF
同

3t
引てえ
な
品
。
¥

oh司
2
.b
h
同
立
。
ミ
円
、
型
地
内
、
与
、
守

gh-
。
即
日
宮
正
常

C
E〈・

司

R
F
H
S
N
-
な
ど
参
照
。

(
お
〉
「
牙
」
の
原
義
、
及
び
「
牙
」
「
街
」
雨
字
の
通
用
に
つ
い
て
は
、

封
演

『
封
氏
関
見
記
』
五
「
公
牙
」
、
王
観
圏
『
皐
林
』
四
、

「
牙
街
」
、

越
翼
『
核
徐
叢
考
』
一
一
一
「
牙
門
」
な
ど
参
照
。

(

M

)

五
代
期
に
な
る
と
「
時
雨
川
刺
史
嘗
以
兵
篤
牙
軍
、
小
郡
不
下
五
百

人」

(『窟四五
代
史
』
六
二
董
湾
局
時
〉
の
如
く
「
牙
軍
」
の
用
例
も

檎
々
一
般
化
す
る
よ
う
で
あ
る
。

〈
お
)
前
註
(
幻
)
。
中
唐
の
『
封
氏
関
見
記
』
に
は
「
近
代
通
謂
、
府
廷
震

公
街
。
公
街
卸
古
之
公
朝
也
。
字
本
作
牙
。
詩
白

『
新
父
、
予
王
之
爪

牙
』
。
新
父
、
司
馬
、
営
一
武
備
象
猛
獣
、
以
爪
牙
気
街
。
故
軍
前
大
旗
、

謂
之
牙
旗
、
出
師
則
有
建
牙
・
稿
牙
之
事
。

軍
中
聴
貌
令
、
必
至
牙
旗

之
下
、
輿
府
靭
無
異
。
近
俗
尚
武
、
是
以
逼
呼
公
府
信
用
公
牙
、
府
門
信
用

牙
門
。
字
補
叫
乱
舞
鱒
而
震
街
也
」
と
い
う
。

(
お
)

拙
稿
「
唐

・
五
代
に
お
け
る
街
前
の
穏
に
つ
い
て
」

-131ー
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六
、
一
九
八
八
)
、
「
唐
・
五
代
の
藩
銀
に
お
け
る
押
衡
に
つ
い
て
(
上
)

〈
下
〉
」
(
『
祉
曾
文
化
史
皐
』
二
八
・
三

O
、
一
九
九
一
・
九
三
)
。

〈
幻
)
詳
述
す
る
暇
は
な
い
が
、
こ
の
貼
に
関
連
し
て
、
史
料
上
頻
見
さ
れ

る
「
牙
賂
」
の
語
も
、
こ
れ
を
「
牙
軍
の
勝
」
の
如
く
解
醐
押
す
る
こ
と

は
出
来
な
い
。
例
え
ば
『
欝
唐
書
』
ニ

O
上
昭
宗
紀
、
天
復
三
年
正

月
丙
午
僚
に
「
青
州
牙
賂
劉
都
路
全
忠
之
禿
州
」
と
い
う
が
、
嘗
時
劉

削
引
が
制
帽
背
節
度
使
下
の
制
帽
州
刺
史
の
任
に
あ
っ
た
こ
と
は
『
朋
府
元

組
』
三
六
七
勝
帥
部
・
機
略
七
な
ど
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た

『
通
鑑
』
二
四
五
太
和
九
年
九
月
僚
に
「
(
郷
)
注
代
〈
李
)
聴
銀
鳳

湾
、
先
進
牙
終
丹
駿
至
軍
中
慰
労
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
鄭
注
が
甘
露

の
慶
の
直
前
、
ク
ー
デ
タ
ー
に
必
要
な
兵
力
を
得
る
た
め
急
逮
工
部
向

書

・
翰
林
侍
講
象
土
か
ら
鳳
開
閉
節
度
使
に
出
鎖
し
た
も
の
で
、
従
っ
て

出
銀
前
の
注
が
板
遺
し
た
「
牙
賂
」
と
は

「牙
軍
の
賂
」
な
ど
で
は
あ

り
得
な
い
。
こ
う
し
た
諸
種
の
事
例
を
通
見
す
る
に
「
牙
終
」
に
は
殆

ん
ど
「
麿
下
の
賂
」
位
の
意
味
し
か
な
い
よ
う
で
あ
る
。

(
叩
山
)
無
論
「
寧
」
「
兵
」
が
単
に
「
部
隊
」
の
意
味
で
『
適
用
さ
れ
て
い
る

例
も
多
い
。
し
か
し
同
時
に
、
『
周
躍
』
以
来
の
「
箪
」
を
部
隊
編
成

上
の
最
上
級
車
位
と
す
る
認
識
も
ま
た
、
通
念
と
し
て
存
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
唐
代
の
兵
書
、
李
釜
の
『
太
白
陰
経
』

に
は、

一
軍
H

一
二
五

O
O人
を
最
上
級
単
位
と
す
る
部
隊
編
成
規
定
が
繰
り

返
し
見
ら
れ
る
し
(
部
署
篇
第
二
十
六
、
風
后
握
奇
外
盈
篇
第
六
十
四

な
ど
)
、
趨
裂
の
『
長
短
経
』
九
激
戦
第
六
に
は
、
五
人
H

一
長
、

五
長
n
一
師
、
五
師
U

一
帥
、
五
帥
H

一
校
、
五
校

u
一
火
、
五
火
H

一
憧、

五
撞
U

一
軍
と
す
る
規
定
が
見
え
る
。

〈m
m
)

前
註
(
U
V
但
し
『
通
鑑
』
二
六
五

天
祐
三
年
正
月
僚
の
み
「
五

千
人
」
と
す
る
。

(
鈎
)
『
通
鑑
』
二
五
O
威
遁
三
年
七
月
保
。
但
し
、

節
帥
王
式
が
徐
州

の
騎
卒
を
議
滅
し
た
際
に
は
、
そ
の
数

「
三
千
徐
人
」
と
記
す
(
『
加

府
元
亀
』
四
O
一
勝
帥
部
・
行
軍
法
〉
。

(
幻
)
『
通
鑑
』

二
四
二
長
慶
二
年
八
月
壬
申
係
。

(
m
M
)

『
通
鑑
』
二
四
O

元
和
十
二
年
五
月
了
丑脇
田。

(
お
)
『
通
鑑
』

二
四
三
費
暦
元
年
七
月
丁
卯
僚
、
杜
牧
『
奨
川
文
集
』

二
「
上
李
司
徒
相
公
論
用
兵
書
」。

(
引
品
)
成
徳
留
後
王
承
元
が
滑
州
に
移
鎖
す
る
際
に
も
「
兵
二
千
」

を
従
え

て
い
る
(『
奮
唐
寄
』

一

六

穆
宗
紀

・
元
和
十
五
年
十
一
月
辛
亥
燦
)
。

(
お
)
『
太
卒
康
一記
』
一

O
一

律

護
三
「
銀
州
餓
塔
」
(
出

『北
夢
預

言
』
)
に

「
唐
天
結
中
、
太
原
憎
悪
照
因
夢
銀
州
南
三
十
皇
陵
相
園
寺

中
埋
餓
塔
、
特
往
訪
之
0

・
:
果
得
相
園
寺
古
基
、
掘
其
殿
御
之
前
、
得

銭
塔
、
上
刻
三
千
人
姓
名
、
悉
是
見
在
常
山
将
校
・

親
寧
」
と
い
う
。

怪
異
謬
に
属
す
る
小
説
史
料
で
は
あ
る
が
、
成
徳
の
「
親
軍
」
も
三
千

程
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
か
。

(
お
)
貌
博
の
全
兵
力
は
、
回
承
嗣
時
代
十
寓

(前
註
(
日
)
。
郷
丘
ハも
含
む

か
0
・
〉
乃
至
五
首
門
(『通
鑑
』
二
二
五

大
磨
十
二
年
十
二
月
篠
)
、
田

悦
時
代
七
蔦
(
同
二
二
六
建
中
元
年
二
月
僚
〉
、
長
慶
年
聞
の
困
布

時
代
三
高
七
千
(
『
加
府
元
亀
』
一

七
七
帝
王
部
・
姑
息
二
〉
、
後
述

の
如
く
唐
末
羅
紹
威
の
と
き
「
街
内
親
軍
(牙
軍
)
」
八
千
に
針
し

「街

外
兵
」
五
蔦
と
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
数
博
に
お
い
て
牙
軍
の
占

め
る
比
重
が
か
な
り
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
よ
う
。

(
幻
)
『
奮
唐
書』

一
五
六
韓
弘
・
韓
充
停
、
『
通
鑑
』
二
四
二

二
年
八
月
僚
。
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ハ
叩
品
〉
前
註
(
却
〉
。

〈m
m
)

同
文
を
俸
え
る
『
奮
五
代
史
』
一

一一

と
す
る
が
、
誤
り
で
あ
ろ
う
。

(
必
)
『
奮
唐
書
』
羅
威
俸
の
「
牙
中
軍
」
創
建
の
記
事
も
、
決
し
て
中
唐

期
の
原
史
料
に
基
づ
く
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
同
俸
は
「
自
至
徳
中
、

回
承
嗣
盗
接
相
・
貌
・
措
置
・
博
・
衛
・
貝
等
六
州
:
・
」
と
い
う
が
、
回

承
嗣
の
貌
博
就
封
は
代
宗
康
徳
元
年
の
こ
と
で
あ
り
、
貌
博
の
領
域
が

上
記
六
州
に
確
定
し
た
の
は
徳
宗
の
建
中
三
年
以
降
で
あ
る
な
ど
、
貌

博
初
期
の
事
寅
に
つ
い
て
徐
り
に
も
不
正
確
な
の
で
あ
る
。
ま
た
同
俸

の
記
事
は
、
回
承
嗣
よ
り
祭
彦
禎
J
羅
威
に
至
る
「
牙
(
中
)
箪
通
史
」

と
な
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
こ
の
記
事
全
慢
が
唐
末
以
降
に
成
る
某
種
の

原
史
料
に
撮
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
故
、
こ
の
「
牙
中
箪
」
も
中

唐
期
の
用
例
と
は
認
め
難
い
。

-
(
H
U
)

前
註
(
お
)
拙
稿
、
及
び
前
註
ハ
お
〉
。

〈刊
M
V

従
っ
て
、
堀
氏
が
貌
博
節
度
使
田
悦
や
史
憲
誠
の
沓
職
が
「
中
軍
兵

馬
使
」
「
中
軍
都
知
兵
馬
使
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
貌
博
牙
軍
〈
「
牙

中
軍
」
)
は
「
中
軍
」
と
も
略
稽
さ
れ
た
と
設
く
(
前
註
(

2

)

一
九
六

O
論
文
八

0
・
八
一
・
八
七
頁
。
な
お
谷
川
前
註〈
3
)
一
九
七
八
論
文

六
頁
も
同
様
の
解
緯
を
示
す
〉
の
は
疑
問
で
あ
る
。
「
中
寧
」
は
唐
初

以
来
の
「
行
軍
」
制
(
臨
戦
時
の
戦
闘
隊
形
に
基
づ
く
部
隊
編
成
)
下

に
お
い
て
、
主
帥
の
所
在
す
る
部
隊
を
意
味
し
(
菊
池
英
夫
「
節
度
使

制
確
立
以
前
に
お
け
る
『
軍
』
制
度
の
展
開
(
正
〉
(
績
)
」
『
東
洋
製

報
』
四
四
!
二
・
四
五
l
て
一
九
六
一
・
六
二
〉
、
安
史
の
鋭
後
に

お
い
て
も
、
建
中
四
年
ハ
七
八
三
〉
、
各
王
誼
を
総
帥
(
諸
軍
行
晶
画
兵

馬
元
帥
)
と
す
る
准
西
李
希
烈
攻
討
寧
に
お
い
て
、
江
西
節
度
使
曹
王
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符
道
昭
俸
は

「
牙
軍
中
軍
」

皐
が
前
軍
兵
馬
使
に
、
山
南
東
道
節
度
使
買
耽
が
中
軍
兵
馬
使
に
、
荊

南
節
度
使
張
伯
儀
が
後
軍
兵
馬
使
に
充
て
ら
れ
た
例
(
『
奮
唐
書
』

一

五
O
鋒
王
誼
停
〉
や
、
長
慶
二
年

(八
二
二
〉
、
装
度
を
総
帥

(銀

州
四
面
行
管
都
招
討
使
〉
と
す
る
成
徳
王
廷
湊
・
攻
討
の
箪
が
前
軍

・
中

軍
・
後
寧
・
左
軍
・
右
箪
な
ど
の
編
成
を
と
っ
て
い
た
例
(翁
勝
之

『
山
右
石
刻
叢
編
』

七
「
表
度
等
承
天
題
記
」
〉
が
あ
る
。
藩
銀
下
の

軍
職
は
、
「
行
軍
」
の
長
期
駐
留
化
か
ら
軍
銀
制
を
経
て
、
多
く
「
行

軍
」
下
の
軍
職
名
を
継
承
し
た
が
、

元
来
臨
戦
時
の
戦
闘
隊
形
に
由
来

す
る
「
行
軍」

下
の
名
競
は
、
藩
鎮
の
卒
時
世
制
の
職
鋭
と
し
て
必
ず

し
も
遁
合
的
で
は
な
く
、
多
分
に
名
目
と
貧
際
の
聞
に
弟
離
を
生
ず
る

こ
と
に
な
っ
た
。
「
中
軍
兵
馬
使
」
等
の
名
m
m
も
然
り
で
あ
っ
て
、
落

銀
の
卒
時
値
制
に
必
ず
し
も
「
中
軍
」
な
る
部
隊
が
寅
在
し
た
-諜
で
は

な
く
、
多
分
に
名
目
的
な
稽
貌
と
化
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え

ば
「
中
軍
兵
馬
使

・
兼
西
山
中
北
路
兵
馬
使
・
:
・
使
持
節
都
督
茂
州
諸

軍
事
行
刺
史

・
:
・
李
公
誠
」

(
『
八
理
室
金
石
補
正
』
六
八
「
諸
葛
武
侯

洞
堂
碑
陰
記
」

元
和
四
年
)
と
あ
る
西
川
節
度
使
下
の
軍
将
李
公
誠
の

貧
任
は
、
舎
府
成
都
を
離
れ
た
行
茂
州
刺
史
及
び
西
山
中
北
路
兵
馬
使

に
あ
り
(
「
西
山
」
と
は

『
遁
鑑
』
二
三
四
貞
元
九
年
五
月
僚
の
胡

注
に
「
自
彰
州
導
江
蘇
西
出
費
崖
閥
、
歴
維
・
茂
、
至
嘗

・
悉
諸
州
、

皆
西
山
也
」
と
い
う
そ
れ
で
あ
ろ
う
〉
、
「
以
〈
古
向
〉
思
継
兄
信
用
先
鋒
都

終
・
郷
州
刺
史
、
恩
縫
策
中
軍
都
終
・
順
州
刺
史
、
思
縫
弟
信
用
後
軍
都

終
」
(
『
措
置五
代
史
』
一
三
ニ
高
行
周
俸
〉

は
、
唐
末
乾
寧
年
閲
(
八

九
四
J
九
八
)
に
お
け
る
虚
龍
藩
の
例
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
も
高
思

織
の
貧
任
は
順
州
刺
史
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
「
中
軍
兵
馬

使
」
「
中
軍
都
絡
」
は
い
ず
れ
も
藩
軍
内
に
お
け
る
地
位
・
位
階
を
示

-133ー
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す
名
目
的
肩
書
き
に
過
ぎ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

(
円
切
〉
「
六
院
」
は
恐
ら
く
藩
府
使
院
の
諸
合
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

『沓

唐
書
』
一
四

O
意
皐
俸
に
も
「
(
劉
〉
闘
日

『
臣
不
敢
反
、
五
院
子
弟

潟
悪
、
臣
不
能
制
』
」
と
「
五
院
子
弟
」
の
語
が
見
え
る
。

(
川
制
〉
こ
れ
ら
の
部
隊
に
つ
い
て
は
日
野
開
三
郎
「
五
代
の
廊
直
寧
に

つ
い

て
」
(
一
九
三
九
↓
同

『
東
洋
史
皐
論
集
会

一〉
』
一
一
一
一
書
房
、
一
九
八

O
〉
参
照
。

(
必
〉
『
遁
鑑
』
一
一
一
一一
一
一
貞
元
三
年
正
月
係
、
同
二
四
九
大
中
十
二
年

十
月
係
、
同
二
五
二
成
通
十
一
年
正
月
線
。

(
必
)
菊
池
英
夫
「
五
代
禁
軍
に
お
け
る
侍
衛
親
軍
司
の
成
立
」
(
『
史
淵
』

七
O
、
一
九
五
六
)
。

(
円
引
〉
勝
子
都
に
つ
い
て
は
、
堀
敏
一
「
朱
全
忠
の
鹿
子
都
」
(
『
和
田
博

土
古
稀
記
念
東
洋
史
論
叢
』
講
談
祉
、
一
九
六
一
)
参
照
。

(
泊
四
)
な
お
、
武
寧
の
銀
刀
等
七
軍
が
「
三
一
白
人
を
以
て
自
衛
」
或
は
「
街

城
に
番
宿
」
し
た
と
い
い
(
前
註
〈
鈎
)
〉
、
元
和
初
年
に
昭
義
節
度
使

虚
従
史
は
「
日
に
=
一
百
人
の
騰
を
具
へ
て
以
て
牙
兵
に
銅
」
し
た
(『新

唐
書
』
一
四
三
都
土
美
惇
)
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
武
寧
や
昭

義
の
よ
う
な
強
務
で
も
、
府
街
の
嘗
直
に
嘗
た
る
兵
は
三
百
人
程
度
が

標
準
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
貌
博
で
は
、
牙
軍
の
規
模
の
大
き
さ
に

比
例
し
て
嘗
直
に
蛍
た
る
兵
も
千
人
と
多
か

っ
た
謬
で
、
そ
れ
だ
け
務

帥
に
輿
え
る
堅
力
感
も
増
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

(
必
)
長
慶
年
問
、
節
帥
回
布
が
成
徳
衣
討
に
出
兵
し
た
際
に
「
布
設
六
州

租
賦
以
供
寧
、
勝
士
不
悦
日
『
故
事
、
軍
出
境
、
皆
給
朝
廷
。

今
倫
章
一国

剖
六
州
肌
肉
以
奉
軍
。
雄
向
書
痔
己
肥
圏
、
六
州
之
人
何
罪
乎
』
」

(
『
通
鑑
』
二
四
二
長
慶
二
年
正
月
篠
〉
と
あ
り
、
羅
紹
威
が
牙
軍

を
訣
滅
し
た
際
に
は
「
六
州
之
内、

皆
魚
崎
臨
敵
」
(『
奮
唐
書
』
一

八

一

羅
威
停
)
の
如
く
、
管
内
六
州
で
激
し
い
抵
抗
が
展
開
さ
れ
た
。

貌
博
六
州
と
い
う
地
域
と
牙
軍
の
強
い
紐
帯
意
識
、
一
慢
性
が
覗
わ
れ

よ
う
。

(
印
〉
『
奮
唐
書』

一
一
一
一
僕
固
懐
恩
停
、

『新
唐
書
』
二
二
五
上

史

思
明
停
、

『、遁鑑』

一一一一一一

廉
徳
元
年
正
月
篠
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば

困
承
嗣
の
最
後
の
肩
書
は
雌
陽
節
度
使
で
あ
り
、
京
嗣
が
史
朝
義
の
と

き
貌
州
刺
史
で
あ
っ
た
と
す
る
所
停
(『沓
唐
書
』

一
四
一
回
承
嗣

俸
〉
に
は
従
い
難
い
。

(
日
)
『
新
唐
書
』
一一一

O

回
承
嗣
停
、
『
文
苑
英
牽
』
九

一
五

斐

抗

「
貌
博
節
度
使
回
公
紳
道
碑
」
。
な
お
『
奮
唐
書
』
ニ
O
O上
史

思

明
停
末
の
投
降
者
を
列
記
し
た
篠
に
は
「
鄭
州
国
承
嗣
」
と
あ
り
、
同

一
四
一
田
承
嗣
俸
は
、
承
嗣
が
鄭
州
刺
史
に
補
せ
ら
れ
た
と
記
す

が、

莫
州
は
し
ば
し
ば
鄭
州
に
作
ら
れ
る
の
で
、
鄭
州
は
恐
ら
く
第
州

の
誤
記
で
あ
ろ
う。

(
臼
)
『
奮
唐
書
』

二

代

宗
紀

・
康
徳
元
年
間
正
月
戊
申
篠
。
こ
の

後
、
所
領
に
は
し
ば
し
ば
出
入
り
が
あ
り
、
建
中
=
一
年

(
七
八
二
)
以

降
、
貌

・
博

・
貝

・
澄
・

相
・

衡
六
州
に
固
定
す
る
。

(
臼
)

『
文
苑
英
筆
』
八

O
六

程

浩

「
相
州
公
宴
堂
記
凡

な
お
原
文
は

「
満
」
を

「蒲
」
に
作
る
が
、
『
全
唐
文
』
四
四
三
に
よ
り
改
め
た
。

(
臼
〉
『
遁
鑑
』

一
二

九

至

徳

二
載
二
月
僚
、

同一一一一

O
、
同
載
十
二
月

候。

但
し
『
沓
唐
書
』
一
四
二
李
賓
臣
停
で
は
、

張
忠
志
は
安
慶
絡

が
相
州
に
圏
ま
れ
た
際
(
乾
元
元
J
二
年
)

一
日
一
朝
廷
に
腸
順
し
、
低

州
刺
史
を
授
け
ら
れ
た
と
す
る。

(
日
〉
『
奮
唐
書』

一
四
二
李
賢
臣
侍
。
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〈
時
〉
『
逼
鑑
』
一
一
一
一
一
一
貫
態
元
年
十
一
月
丁
丑
保
。
『
嘗
唐
書
』

一
一一

一
僕
国
懐
恩
俸
は
張
忠
志
投
降
時
の
所
領
を
深
・

怪

・
定

・
易
四
州

と
す
る
が
疑
問
の
よ
う
で
あ
る
(
『
遁
鑑
』
同
僚
「
考
異
」
〉
。

(
釘
)
『
沓
唐
書
』
一
四
三
程
日
華
簿
。
但
し
『
惰
唐
五
代
墓
誌
陸
編
』

(
天
津
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
〉
北
京
大
皐
巻
E
「
程
公
残
士
山
」
に

よ
れ
ば
、
程
元
陪
は
賓
藤
元
年
十
二
月
に
波
し
て
い
る。

(
国
〉
『
奮
唐
書
』
二

O
O上
・
『
新
唐
書
』
二
二
五
史
恩
明
俸
〈
奮
俸

は
慮
淑
に
作
る
〉。

(
回
〉
『
通
鑑
』
ニ
ニ

O

至
徳
二
載
十
二
月
係
、
『
新
唐
書
』
二
一
一
五

史
思
明
停
。

(印
)

『
京
畿
家
墓
遺
文
』
中

「曹
閏
園
墓
誌
」
大
暦
十
一
年
(
七
七
六
)
。

(引む

『
奮
唐
書
』
一
四
ニ・

『
新
唐
書
』
一
一
一
一
王
廷
湊
停
。

(
位
)
『
新
唐
書
』
一
四
八
康
日
知
停
。

〈
日
〉
『
新
唐
書
』
一
九
八
谷
那
律
俸
は
谷
従
政
を
太
宗
朝
の
偶
者
谷
那

律
の
孫
と
す
る
が
、
俵
託
で
は
あ
る
ま
い
か
。
同
俸
は
那
律
の
子
(
従

政
の
父
〉
崇
義
を
「
天
宮
月
末
高
周
幽
州
大
終
」
と
記
す
が
、
『
奮
唐
書』

一
八
九
上
谷
那
律
俸
に
よ
る
と
、
那
律
は
永
徽
(
六
五
0
1五
六
〉

の
初
に
淡
し
て
お
り
、
天
賓
末
と
隔
た
る
こ
と
百
年
に
な
る
。

谷
従
政

は
李
賓
匡
の
子
惟
岳
の
翼
と
さ
れ
る
が
ハ
『奮
唐
書
』
一
四
二

李
惟

岳
停
な
ど
〉
、

一
方
、
張
孝
忠
は
賓
臣
の
妻
の
妹
の
味
谷
氏
を
要
っ
た

と
さ
れ
る
(『
奮
唐
書
』
一
四
一
・
『
新
唐
書』

一
四
八
張
孝
忠
俸
〉
。

谷
従
政
の
本
姓
は
味
谷
氏
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

(
臼
)
安
・
康
・
曹
な
ど
は
代
表
的
胡
姓
で
あ
る
。
章
牽
『
唐
代
蕃
勝
研

究
』
(
聯
経
出
版
公
司
、
一
九
八
六
〉
も
参
照
。

(
臼
〉
こ
の
勲
に
関
連
し
て
、
安
史
の
飢
以
降
、
河
北
は
「
胡
化
」
し
た
と

い
う
陳
寅
俗
の
有
名
な
設
が
あ
る
ハ
『唐
代
政
治
史
述
論
稿
』
一
九
四

四
↓

〔
再
版
〕

一ニ聯
書
広
、
一

九
五
六
な
ど〉
。

し
か
し
、
例
え
ば
幕

職
官
に
は
漢
人
知
識
人
層
が
多
く
登
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
り
、
方
積
六

「唐
代
河
朔
三
銭
《
胡
化
》
設
排
析
」
(『
紀
念
陳
寅

熔
教
授
園
際
皐
術
討
論
倉
文
集
』
中
山
大
皐
出
版
社
、
一
九
八
九
〉
が

批
判
す
る
よ
う
に
、
陳
設
は
流
石
に
武
断
に
過
ぎ
る
よ
う
で
あ
る
。

(
印
〉
貌
博
に
お
い
て
も
、
田
承
嗣
が
「
安
史
の
徐
黛
を
政
め
」
た
と
い
い

(
『
逼
鑑
』
一
一二
三
永
泰
元
年
七
月
壬
辰
僚
)
、

回
慌
時
代
に
戦
死
し

た
安
墨
吸

(『奮
唐
書
』
一
一
一一
四

馬
爆
停
〉
・
実
の
出
身
と
い
う
史
憲

誠
の
租

・
父

(
同
一
八

一
・
『
新
唐
書
』一

一一

O

史
憲
誠
俸
)
な
ど、

塞
外
民
族
出
身
の
武
将
も
散
見
さ
れ
る
が
、
成
徳
の
比
で
は
あ
る
ま

-u 

(
m山
〉
安
史
の
猟
中
、
反
飢
寧
が
河
北
で
募
兵
を
行
っ
た
こ
と
は
『
逼
鑑
』

二
一
九
至
徳
二
載
二
月
僚
、
同
二
二
O

同
載
十
月
保
。

〈
回
〉
谷
川
道
雄
「
『
安
史
の
蹴
』
の
性
格
に
つ
い
て
」
(
『
名
古
屋
大
皐
文

用
手
部
研
究
論
集
』
八
、
一
九
五
四
〉
。

(
伺
)
羅
振
玉
『
山
右
家
墓
遺
文
』
下
「
回
意
員
墓
誌
」
元
和
十
二
年
〈
八

一七〉
。

(
初
〉
『
奮
唐
書
』

一
回
二

李
賓
臣
停
(
『
遁
鑑
』
二
二
五

は
、
大
暦
十

二
年
末
に
掲
げ
る
)
。

(九〉

『
逼
鑑
』
一
一
一
九
至
徳
元
載
十
月
僚
に
「
郡
置
防
兵
三
千、

雑
以

胡
兵
銀
之
」
と
い
う
。
反
飢
軍
側
で
は
、
最
頼
の
精
鋭
た
る
「
胡
丘
(」

を
他
の
兵
の
聞
に
コ
ル
セ

ッ
ト
式
に
配
備
す
る
よ
う
な
方
策
が
と
ら
れ

た
よ
う
で
あ
る
。

(花
)

『
沓
唐
書』

一
四
一

張
孝
忠
停
、
同

一
四
二
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即
時
。

(

η

)

『
新
唐
書
』

一
一
一
一
王
承
宗
停
。

(
九
〉
前
掲
の
「
李
費
臣
碑
」
に
は
、
張
忠
志
が
安
慶
絡
に
よ

っ
て
常
山
太

守
に
任
じ
ら
れ
た
至
徳
二
裁
(
七
五
七
)
を

「公
の
怪
に
牧
た
る
の
元

年
」
と
す
る
紀
年
が
用
い
ら
れ
て
い
る。

(
万
)

『
奮
唐
書
』

一
四
二
李
賓
匡
府
開
。
こ
れ
に
糾
問
し
て
慮
飽
・
貌
博
で

は、

安
史
或
は
安
史
父
子
を

「
二
一
望
」
「
四
聖
」
と
し
て
紀
る
こ
と
が

行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
(
『
新
唐
書
』
一
二
七

張
弘
靖
停
、
『
遁
鑑
』

二
二
回
大
暦
八
年
九
月
僚
)
。

〈町内)

『
加
府
元
勉
』
一
四

O
-帝
王
部

・
旋
表
四
、
『
新
唐
書
』
一
一
一

一

王
承
宗
体。

(
竹
川
)
『
着
目
唐
書
』

一
四
三
李
全
略
俸
は
、
王
承
宗
波
後
に
軍
情
不
安
に

よ
り
白
抜
餓
朝
し
た
と
い
う
。

(
河
川
)
『
奮
唐
書
』
一
四
二

・
『
新
唐
書
』
一
四
八

王
承
元
停
。

(
乃
〉
爾
唐
書
は
王
廷
湊
と
す
る
が
、
『
通
鑑
』
や
詔
穀
類
(『唐
大
詔
令

集』

一一

八

・一

二
O
)、
唐
人
の
文
集
(
『
元
氏
長
慶
集
』
四
一
『
自

氏
長
慶
集
』
五

一・

六
O
な
ど
)
は
多
く
王
庭
湊
に
作
る
。
『
朋
府
元

亀
』
将
帥
部
は
爾
様
に
作
り
(
四

O
六
・
四
三
六
/
四
四
八
)
、
剣
然

と
し
な
い
。

(
加
)
怪
州
は
元
和
十
五
年
、
穆
宗
の
誇
を
避
け
て
銀
州
と
改
稿
し
た
(
『
蓄

唐
書
』
一
六
〉
。

(
創
)
『
奮
唐
書
』

一
四
二
王
廷
湊
停
で
は
部
兵
二
千
徐
人
と
併
せ
て
訣

さ
れ
た
と
い
い
、
『
新
唐
書
』
一
一
一
一
同
停
・
『
通
鑑
』
二
四
二

長

慶
元
年
八
月
僚
は
三
千
除
人
と
す
る
。

九
回
〉
『
新
唐
書
』

一
四
八
牛
元
翼
・
停
良
弼
停
、

『
通
鑑
』
二
四
二

長
慶
二
年
三
月
保
。

(
邸
〉
前
註
(
臼
)。

(
刷
出
)
羅
振
玉
『
裏
陽
家
墓
遺
文
』

五〉
。

(
お
)

『
陪
唐
五
代
墓
誌
薩
編
』
河
北
谷

「李
君
妻
王
氏
墓
誌
」
元
和
十
二

年
(
八
一
七
三

(
郎
)
〈
釘
)

例
え
ば
周
紹
良
編

『唐
代
墓
誌
集
編
』
ハ
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
九
二
)
か
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
十
数
例
を
数
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

一
例
を
あ.け
れ
ば
、
成
遁
三
年
(
八
六
二
)
に
波
し
た
謝
簿
は
、
滑
州

討
撃
使
↓
宣
州
同
前
職
↓
楚
州
街
前
兵
馬
使
↓
定
州
街
前
兵
馬
使
↓
荊

南
同
節
度
副
使
・
専
知
鵜
務
の
如
く
鱒
遷
し
て
お
り
、
長
男
宗
師
は
前

河
東
節
度
駆
使
官
と
俸
え
ら
れ
る
(
威
通
O
二
ニ
〉
。
こ
の
貼
、
順
地

の
落
銀
の
軍
将
は
、
む
し
ろ
僻
召
に
臨
応
じ
て
諸
審
の
閲
を
鱒
々
と
す
る

文
職
僚
佐
と
相
似
た
一
面
を
も
っ
て
い
た
如
く
で
あ
る
。

(
邸
)
本
稿
で
は
一

切
言
及
出
来
な
か
っ
た
が
、
安
史
の
根
嬢
地
を
継
承
し

た
虚
龍
藩
銀
の
吠
況
も

〈
貌
博
で
は
な
く
)
成
徳
に
近
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
と
い
う
よ
り
、
虚
龍
に
お
け
る
激
し
い
下
魁
上
的
藩
帥
交
替
の

頻
設
は
、
虚
龍
に
お
け
る
諸
持
層
の
勢
力
が
成
徳
以
上
に
強
か
っ
た
こ

と
を
示
唆
す
る
。

(
的
)
こ
の
他
、
有
力
部
絡
に
藩
帥
と
同
姓
を
輿
え
る
賜
姓
政
策
も
行
わ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
李
賓
匡
晩
年
に
粛
清
さ
れ
た
深
州
刺
史
張
献
誠
(『
逼

鑑
』
二
二
六
建
中
二
年
正
月
僚
)
は
、

「李
賓
匡
碑
碑
陰
」
や

『
醤

唐
書
』
一

四
一
張
孝
忠
停
で
は
「
李
献
誠
」
と
す
る
が
、

こ
れ
は
李

賓
匡
が
、
最
晩
年
の
大
暦
十
三
年
(
七
七
八
)
に
一
旦
張
姓
に
復
し
、

翌
年
再
び
李
姓
に
復
鋳
し
た
(『奮
唐
書
』

一
一
)
の
に
態
じ
て
、

献

「
楊
孝
直
墓
誌
」
大
和
九
年

(八
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誠
に
も
改
姓
が
行
わ
れ
た
痕
跡
を
一示
す
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
王
土

員
の
と
き
入
朝
し
た
成
徳
の
勝
越
寓
敵
は
、
か
つ
て
王
武
俊
よ
り
善
戦

を
嘉
さ
れ
て
王
姓
を
賜
わ
っ
て
い
る
(
『
朋
府
元
亀
』
一
二

O

-帝
王

部
・
選
勝
二
〉
。

(
卯
)
『
奮
唐
書
』
一
八
下
宣
宗
紀
・
大
中
一
一
年
三
月
線
、
「
唐
成
徳

軍
節
度
使
玉
元
遠
墓
清
理
筒
報
」
(
『
考
古
典
文
物
』
一
九
八
三
|
一

)、

高
彦
休
『
闘
史
』
下
「
虚
相
園
指
揮
銀
州
事
」
。

(
但
)
『
唐
代
墓
誌
集
編
』
威
通
O
七
O
「
唐
故
口
州
防
禦
使
・
:
李
府
君

夫
人
太
原
王
氏
墓
誌
銘
弁
序
」
。

ハ
位
)
王
安
時
「
論
唐
朝
藩
銀
軍
隊
的
三
級
構
成
」
(
『
人
文
雑
誌
(
西
安)』

一
九
八
六
l
四)。

(
回
〉
谷
川
前
註
(
3
〉
一
九
八
八
論
文
。

(
倒
)
例
え
ば
、
曾
昌
三
年
(
八
四
三
〉
に
昭
義
留
後
劉
棋
が
自
立
短
命
し

た
際
も
コ
ニ
軍
箆
鍛
を
降
さ
ん
こ
と
を
請
ふ
」
(
『
奮
唐
書
』

一
七
四

李
徳
裕
俸
〉
と
い
う
が
、
実
際
は
劉
氏
の
側
近
勢
力
が
前
帥
劉
従
諌
の

喪
を
秘
し
て
節
鍛
を
強
請
し
た
も
の
で
あ
る
(
『
通
鑑
』
二
四
七
倉

昌
三
年
四
月
僚
)
。

〈M
N
)

朝
廷
の
選
任
に
よ
ら
ず
し
て
節
銭
を
授
け
る
こ
と
の
例
は
、
安
史
の

飢
中
の
乾
元
元
年
(
七
五
八
〉
、
卒
慮
節
度
使
王
玄
士
山
が
波
し
た
際
、

中
使
を
波
遣
し
て
「
就
き
て
軍
中
の
立
て
ん
と
す
る
所
の
者
を
察
し
て

授
く
る
に
旋
衡
を
以
て
せ
し
」
め
た
〈
『遁
鑑
』
二
ニ

O
乾
元
元
年

一
二
月
篠
)
の
に
始
ま
り
、
粛
・
代
宗
朝
に
は
、
山
南
東
道
節
度
使
来

瑛
が
「
鵜
吏
・
州
牧
・
豚
宰
を
菰
し
て
上
表
し
て
之
を
留
め
ん
こ
と
を

請
は
し
め
」
て
入
朝
を
短
否
し
た
り
(『
嘗
唐
書
』

一
一
四
来
瑛
停
〉
、

荊
南
節
度
使
街
伯
玉
が
「
潜
か
に
賂
吏
を
議
し
て
詔
を
受
け
ず
」
了
憂

に
よ
る
致
仕
を
菟
除
さ
れ
た
り

(
同
一
一
五
衡
伯
玉
停
〉
と
い
っ
た

如
く
、

軍
中
賂
吏
の
請
と
稽
し
て
朝
命
を
曲
げ
る
こ
と
が
公
然
と
ま
か

り
通
っ
て
い
た
。
緩
く
徳
宗
も
「
節
制
を
命
ず
る
毎
に
、
必
ず
本
軍
よ

り
其
の
鋳
す
る
所
と
鋳
る
者
を
探
訪
せ
し
む
」
(
同
一
一
一
一
二

虚

従
史

俸
)
と
い
う
姑
息
策
を
と
っ
た
た
め
、

自
立
諸
藩
に
お
い
て
は
、
こ
う

し
た
稽
請
が
半
ば
慣
例
化
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

(
町
四
〉
こ
の
鈴
丘
ハ
(
年

8
%の
兵
員
削
減
)
の
密
詔
が
元
和
十
五
年
冬
に
出

さ
れ
た
こ
と
は
、
嘱
波
護
「
中
世
貴
族
制
の
鼠
態
と
辞
召
制
」
(
一
九

六
二
↓
同
『
唐
代
政
治
社
曾
史
研
究
』
同
朋
合
、
一
九
八
六
)
註
(

3

)

参
照
。
ま
た
楊
西
雲
「
長
慶
鈴
兵
卒
議
」
(
『祉
舎
科
摩
戦
線
』

一
九

八
五

l
一
一
一
〉
も
参
照
。

〈
的
別
〉
武
箪
7

の
銀
万
都
が
「
父
子
相
承
」
し
た
と
い
う
(
王
議

『
唐
語
林
』

二
政
事
下
)
他
、
『
遁
鑑
』
一

一一一一一

貞
元
元
年
五
月
僚
に
、
河
中

節
度
使
李
懐
光
の
叛
を
郷
寧
節
度
使
韓
漁
演
の
軍
が
攻
討
し
た
際
に

「士
卒
指
郷
軍
日
『
彼
非
吾
父
兄
、
則
吾
子
弟
〔
胡
註
:
朔
方
軍
分
屯

河
中
・
郊
州
、
故
云
然
。
:
:
:
〕
。
奈
何
以
白
刃
相
向
乎
』」

と
あ
り
、

『
李
衡
公
舎
昌
一
品
集
』
一
五
「
論
石
雄
請
添
丘
(吠
」
に
、
調
停
滞
攻
討

戦
に
際
し
て
「
訪
問
、
奏
事
軍
将
張
宏
慶
云
『
隙
許

・
徐
泊
兵
、
初
到

行
省
、
軍
外
子
弟
有
一
薦
人
以
上
、
縁
未
有
戦
陳
、
開
不
得
己
檎
御
餓

本
道
。
今
猶
有
少
壮
堪
充
戟
卒
五
六
千
人
、
皆
是
父
子
兄
弟
、
人
心
斉

一
、
臨
時
使
用
、
紹
勝
諸
軍
』
」
と
い
う。

(
M
m

〉
十
勝
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「唐
藩
鎖
十
勝
孜
」
(
『
東
方
照
子』

八
七
、

一
九
九
四
)
参
照
。

〈
ω〉
元
和
七
年
(
八
二
一
)
六
十
五
歳
で
怪
州
石
邑
豚
に
浸
し
た
孫
岩
な

る
者
は
、
そ
の
墓
誌
に
「
雲
磨
勝
軍

・
試
太
常
卿
」

と
散

・
試
官
が
博
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え
ら
れ
る
の
み
で
藩
の
箪
職
に
闘
す
る
記
載
は
な
く
、
租
庭
も

「
折
衝

都
尉
」
、
父
嘩
も
「
吻
府
中
郎
絡
」
と
記
さ
れ
る
の
み
で
家
職
の
記
載

な
く
、
五
子
も
ま
た
官
職
の
記
載
が
な
い
(
『
階
唐
五
代
墓
誌
匿
編
』

河
北
巻
「
孫
岩
墓
誌
」
)
。
こ
れ
は
、
孫
氏
が
諸
持
層
に
属
す
る
の
で
は

な
く
、
代
々
兵
士
(
官
健
)
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
よ
う
で
あ

る。

(
川
〉
『
沓
唐
書
』
一

四
六
李
設
俸
に
「
(
河
東
監
軍
王
)
定
速
署
虞
候

田
宏
信
用
列
時
間
、
以
代
彰
令
菌
。
令
菌
不
伏
、
揚
言
臼
『
超
補
列
将
、
非

功
不
可
、
宏
有
何
功
、
敢
代
予
任
』
。
定
遠
閲
而
含
怒
、
召
令
菌
新
之
、

;
・
」
と
い
う
。

(
川
)
段
成
式
『
酉
陽
雑
組
』
前
集
八
鯨
に
「
窃
持
者
J

仮
営
有
卒
、
晩
貼

後
数
刻
。
健
終
貧
之
、

卒
被
酒
自
理
撃
高
。
健
怒
、
杖
数
十
、
品
開
至

死
。
卒
弟
潟
省
典
、
性
友
愛
、
不
卒
慢
。

・:
健
陰
知
、

乃
以
他
事
杖
殺

典
」
。
ま
た
李
光
弼
は
「
怨
校
旗
之
目
、
軍
土
小
不
如
令
、
必
斬
之
以

街
」
(
『
醤
唐
書
』

一
五
二
都
廷
玉
体
〉
と

い
い
、
『
通
鑑
』

一一一一

四
大
暦
三
年
二
月
甲
午
僚
に
「
郭
子
儀
禁
無
故
軍
中
走
馬
。
南
陽
夫

人
乳
母
之
子
犯
禁
〔
胡
注
:
子
儀
委
封
南
陽
夫
人
〕
、
都
民
侠
杖
殺
之」

と
し
う
。

(
川
)
李
氏
支
配
下
の
卒
慮
、
奥
氏
支
配
下
の
准
西
藩
に
お
い
て
も
同
様
の

記
載
が
あ
る
(
『
加
府
元
飽
』
四
四
八
勝
帥
部
・

残
酪
、

『
奮
唐
書
』

一
二
四
李
師
道
停
、
同
一
七

O
裳
度
俸
)
。

(
川
)
前
註
(
創
)
参
照
。

(
山
川
〉
『
醤
唐
書
』
一

四
一
張
孝
忠
係
、
同
一
四
三
程
日
華
停
。

(
川
出
〉
宣
宗
靭
の
節
帥
王
紹
鼎
は
暴
虐
で
あ
っ
た
た
め
「
衆
、
之
を
逐
は
ん

と
欲
」
し
た
が
(
『
通
鑑
』
二
四
九
大
中
十
一
年
八
月
傑
)
、
偶
A
紹

鼎
が
病
死
し
た
た
め
拙
従
事
に
は
至
ら
な
か
司
た
と
い
う
。
但
し

『太
卒

庚
記
』
一
一
一

七

ト
益
二
「
五
明
道
士
」
(
出
『
耳
目
記
』
〉
に
は
「
長

子
紹
総
立
二
年
、
荒
淫
暴
組
、
衆
議
慶
而
殺
之、

立
其
弟
紹
鼎
」

と
い

久
ノ
。

(川
)
前
註
(
川
相
)
。

(
川
)
『
醤
唐
書
』

一
四
一
回
布
俸
に
、
長
慶
年
間
、
針
成
徳
戟
に
出
兵

し
た
貌
博
節
度
使
回
布
に
射
し
て

「而
賂
卒
盆
倍
、

威
日

『向
書
能
行

河
朔
奮
事
、
則
死
生
以
之
。
若
使
復
融
制
、
皆
不
能
也
』
」
と
あ
り
、
こ

こ
で
は

「終
」

「
兵
(
卒
)
」
は
全
く
利
害
を
一
に
す
る
如
く
で
あ
る。

(
川
)
例
え
ば
、

深

・
爽
二
州
刺
史
を
務
め
た
軍
将
場
孝
直
が
王
承
元
に
随

行
し
て
い
る
(
前
詮
(
制
〉

「
楊
孝
直
墓
誌
」
〉
。
な
お
同
誌
に
よ
れ
ば
、

楊
孝
直
は
後
に
、
深
州
を
脱
出
し
て
山
南
東
道
節
度
使
に
赴
任
す
る
途

次
の
牛
元
擦
と
滑
州
で
再
舎
し
、

奮
知
と
の
奇
遇
を
喜
ん
だ
元
翼
に
よ

り
山
南
東
道
に
僻
さ
れ
て
い
る
。
成
徳
に
お
い
て
、
諸
持
層
が
相
互
に

親
密
な
闘
係
を
持
し
て
い
た

一
例
で
あ
ろ
う
。
ま
た
軍
将
劉
逸
な
る
者

も
王
承
元
に
従
っ

て
成
徳
か
ら
義
成
↓
鳳
朝
間
↓
卒
虚
と
随
従
し
て
い
る

(羅
振
玉
『
山
左
家
墓
遺
文
』
「
劉
逸
墓
誌
」〉。

(
川
)
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
、
前
註
(
お
)
一
九
九
一
・
九
三
拙
稿
を
参
照
。

(
川
)
後
述
の
李
匡
威
の
ク
ー
デ
タ
ー
で
、
匡
威
が
王
鎗
を
劫
し
て
銀
州
府

城
に
入
減
し
よ
う
と
し
た
際
の
こ
と
と
し
て
『
通
鑑
』

二
五
九

景
福

二
年
四
月
僚
に

「
匡
威
入
東
偏
門
、
銀
之
親
軍
閉
之
」
と
い
い
、

『
北

夢
積
言
』

一一
一一
も
「
乃
入
自
子
城
東
門
、
門
内
有
鎗
親
騎
管
中
之
卒
」

と
い
う
。

〈
川
)
『
通
鑑
』
二
七
一
龍
徳
元
年
二
月
僚
の
胡
注
に

「
海
域
、
常
山
牙

城
北
偏
也
。
:
北
酒
、
常
山
宮
後
之
池
也
。
州
之
勝
滋
惟
此
。
以
有
池
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湾
、
故
其
域
調
之
酒
城
」
と
あ
る
。

(
山
〉
「
回
園
」
は
爾
品
質
買
・
交
易
・
利
貸
な
ど
に
よ
る
営
利
経
営
を
指

す
嘗
時
の
常
用
語
で
あ
る
。
さ
し
嘗
た
り
日
野
開
三
郎
「
五
代
呉
越
園

の
劉
中
原
貿
易
と
海
上
貿
易
」
(
同
『
東
洋
史
暴
論
集
〈
一

O
)』
三
一

書
房
、
一
九
八
四
〉
一
六
三
頁
以
下
参
照
。

〈
川
〉
『
新
唐
書
』
四
九
下
百
官
士
山
に
、
節
度
使
下
に
逐
要
一
人
が
置
か

れ
る
こ
と
が
見
え
る
。
職
掌
は
不
詳
で
あ
る
が
、
『
京
畿
家
墓
遺
文
』

下
「
那
逼
及
夫
人
腐
氏
合
耐
誌
」
中
和
三
年
(
八
八
三
)
に
、
墓
主
那

逼
の
父
羨
は
「
銀
府
の
駈
要
を
授
け
ら
れ
、
六
司
を
札
轄
し
、
威
く
軌

則
を
規
す
」
と
い
う
。
こ
の
「
駈
要
」
は
逐
要
と
同
じ
も
の
で
あ
ろ

う
。
な
お
厳
耕
室
「
唐
代
方
銀
使
府
僚
佐
考
」
〈
一
九
六
六
↓
同

『唐

史
研
究
叢
稿
』
香
港
・
新
亜
研
究
所
、
一
九
六
九
)
参
照
。

(
川
〉
『
惰
唐
五
代
墓
誌
陸
編
』
河
北
各
「
那
沖
夫
人
周
氏
合
葬
墓
誌
」。

同
誌
で
は
那
沖
の
祖
父
儀
は
援
実
州
薬
強
豚
令
と
停
え
る
(
曾
祖
扶
・

父
諒
は
不
仕
〉
。
と
こ
ろ
で
前
註
(
山
)
邪
通
墓
誌
に
は
遁
の
仲
子
忠
作

を
「
北
山
場
採
祈
務
剣
官
」
、
季
子
中
高
を
「
左
奉
勝
押
官
口
七
城
税

務
公
事
」
と
い
う
。
父
・
租
の
名
が
全
く
一
致
し
な
い
が
、
或
は
邪
作

は
こ
の
邪
忠
作
(
一
時
直
属
し
た
朱
全
忠
の
誇
を
避
け
て
改
名
か
0
・)

と
同
一
人
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
〈
邪
通
は
越
口
の
人
、
邪
社
刊
は
越
日

銀
陽
の
人
、
室
は
い
ず
れ
も
河
関
と
す
る
〉
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
恐
ら

く
在
地
越
州
の
出
身
で
、
吏
職
に
登
用
さ
れ
て
成
徳
軍
の
支
配
機
構
の

末
端
に
食
い
こ
ん
で
行
っ
た
階
層
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し

た
在
地
層
の
進
出
の
例
と
し
て
は
、
他
に
『
常
山
貞
石
士
山
』
一

O
「封

崇
寺
施
羅
尼
経
陸
」
光
啓
二
年
(
八
八
六
)
に
見
え
る
銀
州
行
唐
懸
の

五
氏
が
あ
る
。
同
碑
に
は
「
経
略
副
使
・
銀
逼
都
鵜
」
五
公
義
を
は
じ

め
、
「
差
科
」
五
叔
諒

・
五
公
順
、
「
司
功
」
五
一
柳
施
、
「
司
兵
」

五
倦
口
、

「司
戸
」
五
忠
口
な
ど
が
見
え
、
「
延
欝
坊
」
下
に
は
五
口

口
・

五
公
口

・
五
貞
簡
の
名
が
見
え
て
い
る
。

(
川
)
唐
末
成
徳
軍
下
の
傍
敬
、
及
び
王
鎗
の
宗
教
へ
の
傾
倒
に
つ
い
て

は
、
柳
田
聖
山
「
唐
末
五
代
の
河
北
地
方
に
於
け
る
調
宗
興
起
の
歴
史

的
社
舎
的
事
情
に
つ
い
て
」
(
『
日
本
傍
数
皐
曾
年
報
』
二
五、

一
九

五
九
)
、

金
井
徳
幸
「
唐
末
五
代
鎖
州
(
正
定
)
に
於
け
る
臨
済
調
l

銀
賂
王
鎗
並
び
に
五
肇
山
文
殊
信
仰
と
の
関
連
を
中
心
に
」

(『立
正

史
皐
』
三
七
、
一
九
七
三
〉
、
西
尾
賢
隆

「
唐
代
後
牢
期
に
お
け
る
成

徳
藩
銀
下
の
併
数
」
(
『
古
代
文
化
』一一一
一一|一

O
、

一
九
八

一
)
な

ど
参
照
。

(
川
)
(
川
)
柳
田
前
註
(
川
)
論
文
一

八
一

J
八
二
頁
、
一
七
九
頁
。

(
川
)
『
通
鑑
』
二
七
一
貞
明
六
年
一
二
月
J
龍
徳
二
年
九
月
僚
、
『
奮

五
代
史
』
五
四
王
銘
停
。

(川〉

叛
賂
張
文
雄
父
子
の
下
で
銀
州
の
勝
士
が
激
し
い
抗
戦
に
従
っ
た
理

由
と
し
て
『
遁
鑑
』
二
七
一
龍
徳
二
年
九
月
戊
寅
僚
の
胡
注
は

「銀

人
負
紋
君
之
罪
、
知
破
滅
之
日
必
餅
首
而
就
致
、
故
登
死

一
力
以
抗

耳
目
。
耳
目
以
常
勝
之
兵
而
臨
必
死
之
衆
、
錐
兵
精
将
勇
、

至
於
喪
身
而
不

能
克
」

と
述
べ
る
。
銀
州
の
賂
土
が
な
お
玉
氏
に
心
を
寄
せ
て
い
た
こ

と
は
『
奮
五
代
史
』
五
四
王
銘
俸
が
停
え
る
銘
の
衣
子
昭
誌
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
「
嘗
銘
被
禍
之
夕
、
昭
認
篤
軍
人
摘
出
府
第
、
置
之
地
穴
十
鈴

目
、
乃
発
其
髪
、
被
以
僧
衣
。
嵐
湖
南
綱
官
李
震
南
還
、
軍
士
以
昭
議

託
於
震。

:
」
か
ら
覗
わ
れ
る
。
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WEIBO魏博AND CHENGDE 成徳

－ＡＲｅ･ｅχamination on the structure of Power

　　　

in the Hexue Sanzhen 河朔三振－

Watanabe Takashi

　　

In the late Tang the three provinces in Hebei 河北of Weibo 魏博，

Chengde成徳and Lulong盧龍, collectively called the Hexue　Sanzhen

河朔三銀，ｗｅｒｅ notorious for their disobedience of the central court and for

their enjoyment of ａ considerable degree of independence. ０ｎ this basis,

it has been assumed that the structure of power in these three provinces

was approximately the same.　　That is, that there was ａ powerful group

of soldiers called Yajun 牙軍in each province and that these groups

frequently deported or murdered their provincial commander (fanshuai

藩帥)ｊｎ order to preserve their interests, and that as ａ consequence of this

the authority of the provincial commander was unstable.　This model,

however, is constructed largely on evidence pertaining to the situation in

Weibo, and the assumption that it can also be applied to the other two

provinces lacks supporting evidence.

　　

In this essay, l attempt to show that the three provinces of the Hexue

Sanzhen by no means had a similar structure of power. This is shown

via ａ contrasting study of Chengde and Weibo。 The main points presented

are as follows:

　　

(i)Ｔｈｅ title of Yaiun should be considered to refer to the proper

name of the guard-corps headquartered at Weibo. This guard-corps was

distinct from those in the other provinces in that it had ａ considerable

number of soldiers who were recruited from the home province, and in that

its posts were based on hereditary succession and intimately linked by

close bonds of fellowship and common interest.

　　

(ii)Ｎｏ such powerful group of soldiers as that of the Yajun in Weibo

existed in Chengde, and those men who occupied the central positions of

military-political power there were ｅχperienced general ｏ伍cers　from the

An-Shi安史rebel army.　It is･ therefore･ proper that the structure of power
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in Chengde be ｅχamined through analyses of the relations and conflicts

existing between the provincial commander and these o伍cers｡

　　

(iii) The reason for the stabilityof Chengde under the control of the

Wang family 王氏as provincial commanders was the emasculation of the

powerful general ｏ伍cersduring the course of severalstruggles between the

provincial comirianders and these ｏ伍cers,and the purge o「　appeasement

attempts on the ｏ伍cers by the commanders ｅχtendingover ａ long period

of time.　In the unsettled era　afterthe Huang Chao 黄巣rebellion,

however, the stabilityand peace of Chengde as ａ small kingdom of the

Wang family no longer pertained.

Ａ NOTE ON THE LAND AND PEOPLE OF TOU-XIA 投下

　

IN SOUTHERN CHINA DURING THE YUAN PERIOD

　　　　

―Conflictbetween Government Magistratesand

　　　　　　　　

Tou-xia Officialsas recordedin the

　　　　　　

Institutionsof the Yuan Dynasty元典章一

Uematsu Tadashi

　　

During the Yuan period, ａ certain number of households of southern

China were awarded to imperial relatives, nobles, and meritorious persons･

In this system 凶ch designated households had to remit the paper currency

tａｘ戸炒to support the Ｔｏｕ-χia overlords. In this paper l clarify the

circumstances surrounding the land and people of Ｔｏｕ-χia via an invest!-

gationンof the documents of the Inｓtitｕtｉｏｎｓ　ｏｆtｈｅ　Ｙｔｉａｎ　Ｄ:ｙｎａｓり，

　　

First, I examine the legal case of the Command Ｏ伍ce of Households

戸計長官司of Yuan･zhou-lu袁州路in Jiang-xi江西province.　　Next, I

examine cases of the Grand Wealth Supervisory Bureau 財賦都總官司and

the Wealth Control Bureau 財賦提皐司in Jiang-zhe江浙province. Fi-

nally, I eχamine ａ series of fourteen cases collected in the section on the

department of Personnel Administration 戸部of the Inｓtitｕtｉｏｎｓｏｆ £ｈｅ

Yuan Dyna∫り.　The aim of this eχamination is to investigate the structure

and contents of each document, to consider the historical background, and
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